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序

本書は、平成10年の樟味四反地遺跡 6久調査並びに平成15年の同8次調査によって確

認された、西日本有数の規模を誇る弥生時代後期末から古墳時代初頭の大型建物址 2棟

につづき、 3例 目の大型建物IILと いう大きな発見に繋がった檸味四反地遺跡12次、13次

調査の報告です。

檸味四反地遺跡は、松山平野の中心部を南西に流れる石手川中流域左岸、川の氾濫に

よって形成された標高39.2mの 扇状地上に位置し、これまでの埋蔵文化財発掘調査によ

って、大型建物址のほか、縄文時代から中世にかけての集落関連遺構や遺物が確認され

ています。

今回の調査は、重要遺跡確認調査の一環として、大型建物址を中心とする遺跡の範囲

確定とその前後の時期の集落の分布状況の確認をめざして、大型建物址が発見された檸

味四反地遺跡 6久調査地の西隣と、同8次調査地の南隣に調査区を設定して実施したも

のです。 3例 目の大型建物址は13次調査地から発見され、弥生時代中期から古代までの

遺構、遺物も確認できています。

大型建物址 3棟はまだまだ多くの謎を秘めております。本書が、多くの方々と問題を

共有しながら謎解きに向かう原動力になることを祈つております。

最後に、発掘調査および報告書刊行に、ご協力いただきました地権者ならびに周辺の

住民の方々、関係各位に厚くお礼申し上げます。

平成21年 3月 31日

松山市教育長 山 内 泰
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例   言

1.本書は松山市教育委員会、財団法人松山市生涯学習振興財団が国庫補助事業として、平成17年度
に実施した松山市構味地区における埋蔵文化財の発掘調査報告書である。なお、本報告書は平成20

年度の国庫補助事業として刊行したものである。

2.本文中では遺構名を略号化し、竪穴住居 :SB、 掘立柱建物 :掘立、溝 :SD、 土坑 :SK、 柱穴・

小穴 :SPで記述した。

3.本書で使用した標高数値はすべて海抜標高を示し、方位は国土座標を基準とした真北である。

4.基本土層や遺構埋上の色調は農林水産省農林水産技術会議事務局監修『新版標準土色帖』(1998)
に準拠した。

5,屋外調査での写真は調査担当者と大西朋子が、遺物写真と図版作成は大西が担当した。

6.遺構の実測は相原秀仁、遺物の復元及び実測・製図は相原の指示のもとに、山下満佐子、平岡直

美、西本三枝、木西嘉子、森田利恵、鈴庇人恵子、高尾久子、山邊進也、黒田竜弥、堀員也がおこ

なった。

7.挿図の縮尺は縮分値をスケール下に記した。遺物実測図は原則として、縄文土器、弥生土器、土

師器、須恵器、陶磁器は1/4、 石器、金属製品は1/2、 石鏃は2/3、 玉類は1/1と した。

8.調査では下條信行 (元愛媛大学)、 前園実知雄 (奈良芸術短期大学 )、 長井数秋 (日 本考古学協会

会員)、 名本二六雄 (日 本考古学協会会員)の諸先生方にご指導、ご教示を頂いた。記して感謝申

し上げます。

9.屋外調査における国土座標測量は、国際航業株式会社に業務を委託した。

10,本書の執筆は相原がおこなった。編集は相原が担当し宮内、山下、平岡の協力を得た。浄書は相

原の指示のもと平岡が担当した。

11.本書に掲載した記録類や遺物は、松山市立埋蔵文化財センターにおいて保管されている。
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図版 3 1,SBl検 出状況 (北 より)
図版 4 1.掘 立 1完掘状況 (東 より)
図版 5 1.SBl出 土遺物
図版 6 1.出 土遺物 (SKl・ 包含層)

第 3章 檸味四反地遺跡 13次調査
図版 7 1.調 査地全景 (北西より)         2.西 壁土層 (東より)

図版 8 1.北 半部遺構検出状況 (北 より)     2.南 半部遺構検出状況 (北 より)

図版 9 1,遺 構完掘状況 (北 より)
図版10 1,SB2・ 10完掘状況 (北東より)    2.SB4完 掘状況 (北西より)

図版11 l SBl完 掘状況 (北東より)      2,SB3完 掘状況 (北東より)

図版12 1.SB5完 掘状況 (南東より)      2.SB8検 出状況 (東より)

図版13 1,SB6完 掘状況 (北 より)       2,SB6遺 物出土状況 (南 より)

図版14 1,SB9・ ll検出状況 (北東より)    2,SB9遺 物出土状況 (南東より)

図版15 1.3号 大型建物検出状況 (北東より)   2.3号 大型建物検出状況 (東より)

図版16 1.3号 大型建物柱穴 (SP⑮)完掘状況   2.SD2断 面 (東より)

(東 より)

図版17 1.SD2上 層遺物出土状況 (南東より)  2.SD2下 層遺物出土状況 (北東より)

図版18 1.出土遺物 (SB2,SD4・ SKl)
図版19 1.S B10出土遺物

図版20 1.出土遺物 (SBl・ SB3)
図版21 1.出土遺物 (SB6・ SB8)
図版22 1.SB9出 土遺物(1)
図版23 1.SB9出 土遺物(2)           2.3号 大型建物出土遺物

3.SD2出 土遺物(1)
図版24 1.出土遺物 (SD2(2)・ 柱穴)
図版25 1.出土遺物 (包含層 。地点不明)

2.南壁土層 (北 より)
2.西半部検出状況 (東 より)
2,SKl完 掘状況 (北 より)
2.作業風景 (北西より)
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第 1章 は じめ に

1.調査に至る経緯
2003(平成15)年 に実施された構味四反地遺跡 8次調査において、古墳時代初頭の大型掘立柱建物

が検出された。1998(平成10)年 に実施された同 6次調査においても同様の大型掘立柱建物と溝が検

出されている。これら2棟の大型掘立柱建物は当該期のものとしては規模が西日本最大級であること

から、構味地区には首長層の存在を裏付ける遺構が存在する可能性が高まりつつある。そのほか構味

地区には裕味遺跡 (愛媛大学構内)を はじめ、裕味四反地遺跡 (1～■次)、 ね味高木 (1～ 12次 )、

檸味立添遺跡 (1～ 3次)な ど周知の遺跡地帯として知られている。そこで、文化庁、愛媛県教育委

員会及び愛媛大学等のご指導を得たところ、史跡指定の価値に十分値する極めて重要な遺跡と判断さ

れたため、周辺地権者の協力を得て、遺跡の全体像を解明することを目的とした、確認調査を実施す

ることとなった。

確認調査は松山市教育委員会文化財課が主体で、2004(平成16)年11月 25日 に松山市構味 4丁 目

231呑の 1の一部でおこなった。立会人のもと3本の トレンチを設定し、各 トレンチの土層の堆積状

況と遺構検出の確認をおこなった。その結果、Tl・ T2において 6次調査で検出した溝や柱穴を検

出したことから、財団法人松山市生涯学習振興財団埋蔵文化財センターが2005(平成17)年 11月 から

本格調査を開始した。調査は12次調査、13次調査の順で着手し、一部調査期間が重なる。13次調査地

は調査以前水田として利用されていたため、調査終了後は水田に戻した。なお、12次調査は宅地建設

の開発に伴う事前の発掘調査として行われた。調査は10月 17日 から12月 26日 までの間実施した。

表 1 調査地一覧

調 査 地 期  間 面  積
12次調査 2005(平成17)年 10月 17日 ～同年12月 26日 2011ぱ

13次調査 2005(平成17)年■月 1日 ～2006(平成18)年 3月 30日 820■ぜ

2.刊 行 組 織 鮮 成21年 3月 31日現在)

松山市教育委員会

事務局

文化財課

財団法人松山市生涯学習振興財団

教

局

企

企

企

課

主

主

育  長

長

画  官

画  官

画  官

長

幹

幹

理  事  長
事 務 局 長

所長兼考古館長
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山内  泰
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仙波 和典

古鎌  靖
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家久 則雄

森  正経

森川 恵克

中村 時広
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折手  均
重松 佳久

栗田 茂敏

梅木 謙一

宮内 慎一

相原 秀仁

大西 朋子 (写真担当)

調査地は四国北西部の松山平野に位置する。松山平野は、北東部に高縄山、南東部は四国山地に囲

まれ、その山々から流れる支流が重信川や石手川と合流して伊予灘に流れ出る。その大小河川により

形成された洪積台地や沖積扇状地上に位置する。調査地が所在する裕味地区は平野北東部の沖積扇状

地上の石手川南岸に位置する。

第 1図 松山平野の地形概要図

.立地と環境
(1)立 地 (第 1図 )
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立 地 と 環 境

(2)環  境
ここでは、檜味 。東野地区で発掘調査された集落遺跡の遺構と出土遺物について、主に縄文時代か

ら古墳時代を概観する。

縄文時代 :縄文時代では検出例は少なく、晩期の遺構や遺物が確認されているのみである①

〔晩期〕槍味立添遺跡 3次調査、東野森ノ木遺跡 2・ 4次調査では、長さ 1～ 15m、 幅0.5～ lmを測

る隅九方形状の上坑が検出され、断面形態から貯蔵穴と考えられている。今後、調査地周辺で該期の

居住施設が検出される可能性がある。

弥生時代 :前期から中期にかけて竪穴住居や溝、土坑の検出例があるが、とりわけ後期には検出例

が増加する。

〔前期〕前期前半ではね味遺跡 1次調査から溝と土坑が検出され、前期中頃では裕味遺跡 5次調査か

ら竪穴住居が検出されている。前期後半ではね味四反地遺跡 7次調査から南北方向の溝が検出され、

区画溝の可能性が考えられている。前期末から中期初頭では、構味立添遺跡 3次調査から、幅1.6～

32m、 深さ0.8～ 1.2mを測る大溝が複数確認されている。このうち、溝 S D101は 平面形態が弧状を

呈しており、形状や土堆積状況から集落を分ける区画溝と考えられている。当該期の集落の性格を考

える上で貴重な資料となる。

〔中期〕中期前半では東野森ノ木遺跡 4次調査から、大型壷を使用した土器棺墓が検出され、調査地

周辺が墓域として土地利用されていたとみられる。中期後半から後期初頭では、構味高木遺跡 2次調

査と檸味四反地遺跡 5次調査から、一辺2.5～ 3,Omを 測る方形小型住居が検出されている。檜味高木

遺跡 7次調査では推定直径 9mを測る比較的大型の円形住居 S B201、 構味四反地追跡 5次調査では

直径9.2mを 測る円形住居SB8が検出されている。裕味高木遺跡 9。 13次調査では長さ1.6～24m、

幅1.0～2.Omを測る方形土坑 2基が検出され、断面形態や堆積状況から貯蔵穴と考えられている。裕

味高木遺跡 3次調査検出の土坑や樟味四反地遺跡 6次調査検出の溝内からは、中期後半の遺物が出土

しており、これらの遺物は松山平野の土器編年を考える上で好資料となっている。

〔後期〕前半の遺構は未検出である。後葉から末では槍味四反地遺跡 3～ 5。 9次調査、裕味立添遺

跡 3次調査、構味高木遺跡 9・ ■次調査において、一辺 8～ 5mを測る方形住居や直径7.5～ 9mを波1

る円形住居が多数検出されている。槍味高木遺跡11次調査検出の方形住居S B102に は長方形】犬の張

り出し部が付設されている。遺物では構味立添遺跡 1次調査の包含層中から「貨泉」、ね味高木遺跡

3次調査の第Ⅳ層中からは準構造舟が描かれた絵画土器片が出土し、他地域との交流を示す貴重な資

料となる。

古墳時代 i前期の検出例は少なく、中期から後期にかけて竪穴住居の検出例が急増する⑤

〔前期〕構味四反地遺跡 6次調査 (平成10年度 :1号大型建物と呼称)と裕味四反地遺跡 8次調査 (平

成15年度 :2号大型建物)では超大型建物が検出されている。両者共に6間 ×6間規模の総柱建物で

床面積は 1号大型建物が128.60∬ 、2号大型建物が161.88だ を測る。松山平野内では初めての検出で

あり、出土遺物から古墳時代初頭の時期をあてている。一方、一般集落では前期前半に槍味立添遺跡

1次調査にて、一辺4mを測る方形住居 S B13が検出されている。前期後半では偉味四反地遺跡16次

にて、一辺6mを測る方形住居SBlな どが検出されている。ただし、古墳時代を通してみると、前

期の遺構や遺物の検出例は少ない。

〔中期〕中期では遺構・遺物共に検出例が増加する。中期前半では裕味高木遺跡 7～ 9・ ■・12次調

査、構味四反地遺跡 7～ 9'16次調査、裕味立添遺跡 4次調査において竪穴住居が多数確認されてい

る。平面形態は方形～長方形を呈しており、一辺 3～ 4mを測る小型住居と一辺6m以上の住居とに
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分かれる。遺物では構味四反地遺跡 7次調査検出の住居 S B 304か ら朝鮮系軟質土器や土製算盤玉形

紡錘車が出土しており、檜味地区では渡来人との関係が密接であったとも考えられる。

〔後期〕後期では中期と同様に遺構や遺物が多数確認されている。構味四反地遺跡 5。 6。 16次調査

において竪穴住居が確認されている。調査地に隣接する構味四反地遺跡 6次調査では一辺 4～ 7mを

測る隅丸方形住居が多数検出され、住居内からは臼玉やガラス小玉が出上している。古墳時代後期に

は竪穴住居の廃絶に伴い、人為的に埋戻しや臼玉やガラス小玉等の装飾品を伴った廃絶行為がみられ

た。

【参考文献】
宮本一夫  1989「構味遺跡」愛媛大学埋蔵文化財調査報告 I

吉田 広  1997「樟味遺跡 5次調査」愛媛大学埋蔵文化財調査報告Ⅸ
高尾和長  2007「樟味立添遺跡 3次調査」松山市文化財調査報告書第117集

加島次郎  2007「 東野森ノ木遺跡 4次調査」松山市文化財調査報告書第■7集

高尾和長  2002「樟味四反地遺跡 5次調査」松山市文化財調査報告書第87集

宮内慎-  2007「樟味高木遺跡13次調査」松山市埋蔵文化財調査年報19
梅木謙-  1994「構味四反地遺跡 3・ 4次調査」松山市文化財調査報告書第46集
梅木謙-  1992「樟味立添遺跡」松山市文化財調査報告書第26集
小玉亜紀子 2003「構味四反地遺跡 6次調査」松山市文化財調査報告書第94集

梅木謙-  1992「檸味高木遺跡」松山市文化財調査報告書第26集
加島次郎  2007「檸味高木遺跡 7次調査」松山市文化財調査報告書第117集

高尾和長  2007「檸味高木遺跡 8次調査」松山市文化財調査報告書第117集

加島次郎  2007「樟味高木遺跡 9次調査」松山市文化財調査報告書第117集

高尾和長  2007「樟味高木遺跡11次調査」松山市文化財調査報告書第117集

河野史知  2006「構味高木遺跡12次調査」松山市埋蔵文化財調査年報18

加島次郎  2007「構味四反地遺跡 7次調査」松山市文化財調査報告書第117集

加島次郎  2007「構味四反地遺跡 8次調査」松山市文化財調査報告書第117集

加島次郎  2007「構味四反地遺跡 9次調査」松山市文化財調査報告書第117集

宮内慎-  2007「檸味四反地遺跡16次調査」松山市埋蔵文化財調査年報19
水本完児  2007「ね味立添遺跡 4次調査」松山市埋蔵文化財調査年報19
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第 2章 檸味四反地遺跡12次調査

1.調査の経緯
(1)調 査の経緯

調査は2005(平成17)年 10月 17日 から12月 26日 までの間実施した。以下調査工程を略記する。発掘

調査は廃土置き場の都合上、調査地内を東半分と西半分とに分けて実施した。10月 17日 、西半分の調

査を開始する。重機にて表土層を除去した後、引き続き包含層を掘り下げて遺物を取 り上げる。10月

24日 、第Ⅵ層上面にて竪穴住居、掘立柱建物、土坑、溝、柱穴を検出した。10月 26日 、竪穴住居と土

坑の掘 り下げをする。掘立柱建物を構成する柱穴は半裁し、測量をおこなう。なお、■月 1日 、発掘

調査中には職場体験学習として、勝山中学校の生徒 2名が調査に参加し屋外調査や測量作業を体験し

た。11月 2日 、測量業者に基準点測量を委託し、 5m四方のグリットを設定する。ll月 17日 、すべて

の遺構測量を終了し、西半分の調査を終了した。11月 21日 、重機により西半分の埋め戻 し作業をおこ

ない、引き続き東半分の表土掘削をおこなう。11月 24日 、第Ⅶ層上面にて竪穴住居、溝、柱穴を検出

した。なお、竪穴住居は西半分で検出した住居の廷長部である。12月 1日 、竪穴住居の掘 り下げをす

る。12月 22日 、東半分の調査を終了した。12月 26日 、重機により東半分の埋め戻し作業をおこなう。

12月 26日 、発掘機材や用具を撤収し発掘調査を終える。

(2)調 査組織

調 査 地  松山市構味 4丁 目228呑 3

遺 跡 名  裕味四反地遺跡12次調査

調査期間  2005(平成17)年 10月 17日 ～2005(平成17)年 12月 26日

調査面積  201∬

2.層 位
(1)基本層位 (第 6図 )

調査地は標高39.20mに立地し、調査以前は既存宅地であった。調査地の基本層位は以下のとおり

である。

第 I層 :近現代の造成に伴う客上で、地表下40～50cmま で開発が行われている。

第Ⅱ層 :近現代の水田耕作に伴う耕上である。土色の違いにより2層に分層される。

第Ⅱ①層―青灰色 (5B6/1)粘質土で水田耕作にかかわる耕作上である。層厚 5～ 15cmを 測る。

第工②層一責橙色 (7.5YR7/8)粘 質土で水田耕作にかかわる床土である。層厚 5～ 15cmを測る。

第Ⅲ層 :灰褐色 (7.5YR4/2)粘質シルトで調査地北東部を除く全域に堆積し、層厚10～ 15cmを測る。

第Ⅳ層 :灰責褐色 (10YR5/2)粘質シルトで調査地西部に堆積し、層厚20～ 25cmを測る。本層中か

らは、主に古代に時期比定される土師器、須恵器のほか、石器が出土した。

第V層 :黒色 (10YR2/1)粘質シルトで調査地全域に堆積し、層厚15～25cmを 測る。本層中からは

弥生土器、土師器、須恵器が出土した。

第Ⅵ層 :にぶい責褐色(10YR4/3)粘 質シルトで、本層上面が調査における最終遺構検出面となる。

-9-



構味四反地遺跡12次調査

本層中からの遺物の出土はない。

検出遺構や出土遺物から、第Ⅳ層は古代、第V層は弥生時代～古墳時代までに堆積した上層と考え

られる。なお、第Ⅵ層
―
上面の標高を測量すると、調査地北東部が最も高く、南西部に向けて緩傾斜す

る (比高差35cm)。 なお、調査地内を5m四方のグリツトに分けた。グリットは西から東へA・ B・

C、 北から南へ 1・ 2・ 3と し、Al・ A2・ ・・C3といつたグリツト名を付した。

(2)検出遺構・遺物

調査では主に古墳時代の遺構を検出した。竪穴住居 1棟 〔後期後半〕、掘立柱建物 l椋 〔後期後半

以降〕、溝 1条 〔時期不明〕、土坑3基 〔SKl:中期後半、SK2:中期後半、SK3:申期後半〕、
柱穴49基である。遺物は遺構及び包含層中より、弥生土器、土師器、須恵器、石器、鉄器、玉類のほ

か、分銅形上製品2点 と軟質土器片が出上した。

-10-



位層

構味口反地追跡(3次 )

峰味四反地遺跡(10次 )
欅味四原地遺謝(9,刑

第41図 調査地位置図 (S=1:250J
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構味四反地遺跡12次調査

X=93165

|

X=93160

|

Y=-65855

Y=-65860

Y=-65865

Y=…65870
民
e

5m

(S=1:100)

第 5図 遺構配置図
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・①

Ⅱ②

Ⅲ

Ⅳ

ｖ

Ⅵ

H=39.40m

造成上

青灰色 (5B6/1)粘質土

黄橙色 (7.5YR7/8)粘質上

灰褐色(7.5YR4/2)粘質シル ト

灰黄褐色 (10YR5/2)粘 質シル ト

黒色 (10YR2/1)粘 質シル ト

にぶい黄褐色 (10YR4/3)粘 質ンル ト

H=39.40m

Ｗ

ｄ

↓

　
Ｅ

Ｃ

↓

Ｎ ｓ

一

第 6図 調査壁土層図
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遺 構 と 遺 物

3.遺構と遺物
本調査では、竪穴住居 l棟、掘立柱建物 1棟、溝 1条、土坑 3基、柱穴49基を検出した。すべて第

Ⅵ層上面での検出である。

(1)竪穴住居
SBl(第 5・ 7図、図版3)
SBlは調査区東側Bl～ C3区に位置する。SBlは住居埋上の掘り下げを進めるうちに、住居

内側にて新たな住居プランを検出した。断面観察の結果、建て替え (拡張)が施された住居であるこ

とがわかった。ここでは構築時と改築時に分けて説明する。

i)構築時 :住居西側は掘立1柱穴 (SP④・⑥)に切られ、東側、南側は調査区外に続く。第Ⅵ

層上面での検出であるが、調査区南壁の上層観察により第Ⅳ層上面から掘り込まれた遺構であること

を確認した。平面形態は方形を呈するものと考えられ、規模は東西検出長670m、 南北検出長560

m、 壁高10～ 16cm、 床面積37.52∬ を測る。住居埋土は黒褐色粘質シルトに、にぶい黄掲色粘質シル

トがブロック状に少量混入するもの (⑤層)である。主柱穴はSP①～④の4本を確認した。各柱穴

の平面形態は円形～楕円形を呈し、規模は径40～ 50cm、 深さ20cmを 測る。柱穴掘り方埋土は黒褐色粘

質シルトに、にぶい黄褐色粘質シルトがブロック状に混入するもの (⑥層)である。なお、SP③・

④では柱痕を確認し、柱痕径は径15cmを測る。柱痕埋土は黒褐色粘質シルト (③層)である。床面に

て、住居構築以前と思われる土坑3基 (SK③・⑤・⑦)を検出した。平面形態は隅丸方形～楕円形

を呈し、規模は径12～ 2.4m、 深さ20～ 40cmを淑1る。断面形態は逆台形状を呈し、埋土は黒色粘質シ

ルト(⑦層)である。土坑内からは弥生土器や石器のほか、SK⑤より分銅形土製品が1点出上した。

1)改築時 :平面形態は方形を呈するものと考えられ、規模は東西検出長770m、 南北検出長6.30

m、 壁高26～ 32cm、 床面積48.51ゴ を測る。住居埋土は大きく2層あり、上層は黒褐色粘質シルトに

掲色粘質シルトが斑点状に混入するもの (①層)、 下層は黒褐色粘質シルトに、にぶい黄褐色粘質シ

ルトがブロック状に混入するもの (②層)であり、にぶい黄褐色粘質シルト (③層)がブロック状に

混入する。住居床面にて土坑4基 (SK① o②・④・⑥)と 溝1条 (SD①)を検出した。各遺構埋

土は、にぶい黄掲色粘質シルトに黒褐色粘質シルトが少量混入するもの (④層)である。

遺物は埋土上層から、弥生土器、土師器、須恵器、石器、鉄器のほか、滑石製の臼玉6点が散在し

て出上した。

出土遺物 (第 8。 9図、図版 5)

1～ 9は土師器である。 1～ 7は甕の回縁部である。口縁部が内湾するもの (1～ 6)と 、口縁部

が外反するもの (7)と に分かれる。前者のうち、 2以外は口縁端部が内傾する面をもつ。 6は胴部

に線刻による記号を施す。 8は高杯の杯部片で、杯部下位に稜をもつ。 9は甑の把手で断面楕円形で

ある。10～20は須恵器である。10～ 13は杯蓋で、10。 11は天丼部が丸味を帯びる。10。 12・ 13は回縁

端部が九く、11は日縁端部が内傾する。12は口縁端部に刻目を施す。14～17は郭身である。14～ 16は

たちあがりが短く内傾し、16は底部にヘラ記号を施す。17は受部端に沈線状の凹みが巡り、たちあが

り端部は丸い①18は壷の口縁部で回縁端部は断面三角形状に肥厚する。19は高杯の脚部片で、脚端部

は下方に屈曲する。裾部外面に凹線状の凹みが巡る。20は器台の杯部片で、凹線状の凹みが 2条 と波

状文を施す。21～ 27は弥生土器である。21～ 23は奏である。21は 口縁部下に貼付凸帯文 1条 と凸帯文

上に押圧を施す。22は平底で、タト面にヘラミガキを施す。23は小さい平底で、底部外面にタタキ痕が

残る。
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構味四反地遺跡12次調査

舟醤
SP①

‐
０

儲
�

劉
Θ  ｀

⑤
掘立 1
SP⑤

0
⑬

①

②

　

③

④

　

⑤

　

⑥

　

⑦

⑥

黒褐色(10YR4/3)粘 質シルトに、にぶい黄掲色(10YR4/3)粘 質シル

(1～ 2 cm大)に少量混入。

黒掲色(10YR4/3)粘 質シルトに、にぶい責掲色(10YR4/3)粘 質シル

(3～ 5 cm大 )に混入。〔SP①～④埋土〕
黒色(10Y2/2)粘 質シルト。〔SK③・⑤・⑦埋土〕
黒掲色(10YR2/3)粘 質シルト。

第 7図  SBl測 量図

掘立 1
SP⑦

◎謬
σ
l

黒掲色 (7 5YR2/2)粘質シル トに、掲色 (7 5YR4/6)粘質シル トが斑点状に混入。
黒褐色 (7 5YR2/2)粘質シル トに、にぶい黄掲色 (10YR4/3)粘 質シル トがブロック状
(2～ 5 cm大 )|こ混入。
にぶい責掲色(10YR4/3)粘 質ンルト。
にぶい黄掲色(10YR4/3)粘 質シルトに、黒掲色(10YR2/3)粘 質シル

〔SK① '②・①・⑥、SD①埋土〕
卜が少量混入。

卜がブロック状

卜がブロック状
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遺 構 と 遺 物

移
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こ :Ξ I亜 :三 二 ゝ
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一
生 ｀ 3

//。
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＼
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＼

絢
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o               lo             20cm

(S=1:4)

第 3図  SBl出 土遺物実測図(1)
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檸味四反地遺跡12次調査

24～ 26は三である。24・ 25は広口壼で、241よ 口縁端部を上方に拡張し、日縁端面に凹線文 3条を施

す。円形浮文のはがれ痕を看取する。25は豊後系土器で、口縁端面に沈線文 3条と縦方向の沈線文を

施し、口縁端部上面に円形浮文を貼付ける。26は無頸壺の口縁部である。27は器台で口縁端面に波状

文 5条 と円形浮文を貼付け、回縁部上端に半裁竹管文を施す。28は分銅形土製品で、左右 2ヶ所に表

面から穿孔する。表面に刺突文を施し、赤色顔料が付着する。29～ 31は打製石鏃で、29は 凹基無茎

式、30・ 31は平基無茎式である。材質はサヌカイトである。32・ 33は鉄製品で、32は基、33は刀子で

ある。34～ 39は滑石製の臼玉で直径0.38～ 0.49cm、 高さ0.11～ 0.28cm、 重さ0.02～0.08gを測る。

時期 :出土した土師器、須恵器の特徴と検出層位などから、 SBlの 廃棄、埋没時期は古墳時代後
期後半とする。

(2)掘 立柱建物

掘立 1(第 5。 10図、図版 4)

調査区中央部A2～B2区に位置する。2間 ×2間の東西棟で、建物を構成する5基の柱穴 (SP
①～③)は SBl、 SP③はSKlを切っている。建物方位は真北より約 4° 東へ振つている。規模
は梁行長5.12m、 桁行長4.12mを測る。各柱穴の平面形態は円～楕円形を呈し、規模は径40～ 70cm、

深さ30～40cmを 測る。柱穴掘り方埋土は黒褐色粘質シルトに、にぶい責褐色粘質シルトがブロック状

修の 8

(S=1 :2)
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第 9図 SBl出 土遺物実測図(2)
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遺 構 と 遺 物

に混入するもの (①層)である。柱痕は6基の柱穴 (SP①～⑤ o③)で検出され、柱痕径は14～ 20

cmを測る。柱痕埋土は黒褐色粘質シルト (②層)である。柱穴掘り方内からは弥生土器や土師器片、

須恵器片が少量出土した。

出土遺物 (第 10図 )

40は須恵器郭蓋である。天丼部は丸く、口縁端部は内傾する。断面三角形状の明瞭な稜をもつ。

時期 :出土遺物の特徴とSBlを切ることから、古墳時代後期後半以降とする。

(3)溝
SDl(第 5図 )
調査区北東部、Cl・ 2区に位置する北東一南西方向の溝である。溝東端はS P59に 切られ、西端

余

U」0898=H

|

〓藉
①②

腺 州
刊

Ｅ
ｏ
〕
∞
∞
＝
〓

‖惜8 ||

|§

幹|SP⑥

H=3830m

①

　

②

③

・
①
↓

一
一

黒褐色 (10YR2/2)粘 質シル トに、

ブロック状に混入。

黒掲色 (10YR2/2)粘 質シル ト。

黒色 (10YR2/2)粘 質シル ト。

① ①
難

一
一

40           
帥

(S=1 :4)

第10図 掘立 1測量図・出土遺物実測図

にぶい黄掲色 (10YR4/3)粘 質シル トが
0      1     2m

(S=1 ,80)

電                   亜
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構味四反地遺跡12久調査

は S P47を 切る。規模は検出長2.06m、 幅0,70m、 深さ7cmを測る。断面形態は皿状を呈し、埋土は黒

褐色粘質シルトに、にぶい黄褐色粘質シル トが混入する。溝底は東から西へ緩傾斜する (比高差 3

cm)。 溝内からの遺物の出土はない。

時期 :出土遺物がなく、時期特定が困難である。

(4)土 坑
SKl(第 5'11図、図版 3)
調査区南西部A2・ 3区に位置する。土坑東側は掘立 1柱穴 (SP③ )に切られ、南側は調査区外
に続く。平面形態は円形を呈するものと考えられ、規模は東西長3.45m、 南北検出長3.15m、 深さ30

cmを測る。断面形態は逆台形状を呈するが、土坑西側壁体は比較的緩やかに立ち上がる。土坑埋土は

2層あり、黒褐色粘質シルト (①層)、 黒褐色粘質シルトに、にぶい黄褐色粘質シルトが斑点状に混

入するもの(②層)である。土坑底面にて径 6～ 10cm、 深さ5～ 8 cm大の小ピットを多数検出したが、

遺構に伴うものかは判断できなかった。遺物は土坑埋土中より、土師器片や弥生土器片のほか、分銅

形土製品 1点が出土した。

痢

O
0

③
⑤
°

〇

③
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O°

OO

①

Ｅ
ｏ
ｒ
６
∽
＝
〓

狂

H=3810m

①

②

黒掲色 (10YR2/3)粘 質シル ト

黒掲色 (10YR2/3)粘 質シル トに、にぶい黄掲色 (10YR4/3)
粘質シル トが斑点状に混入。

第 11図  SKl測 量図
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遺 構 と 遺 物

出土遺物 (第 12図、図版 6)

41～491よ土師器である。41・ 42は甕で、口縁部は内湾し、口縁端部は内傾する面をもつ。42は 口縁

端面がナデ凹む。43～ 45は椀で、口縁部は内湾して立ち上がる。46～49は高杯である。46は 口縁部が

わずかに外反する。47は郭部と脚部の接合法が差込技法である。48・ 49は柱裾部内面に稜をもつ。

50・ 51は弥生土器である。50は甕の胴部小片で、沈線文 5条 と刺突文 2列 を施す。51は大型の広口壺

である。口縁部を上方に拡張し、口縁端面に凹線文 5条 と刻目を施す。521よ製塩土器で、器壁がうす

い。53は軟質土器の甕の胴部片で、外面に格子タタキを施す。54は分銅形土製品である。表面に10カ

所、裏面に8ケ所の穿孔が看取される。

時期 :出上した土師器の特徴と検出層位より、古墳時代中期後半とする。

SK2(第 5。 13図 )

調査区西部Al・ 2区に位置する。土坑北側は S Pll、 南側は S P17に 切られ、土坑北狽↓は調査区

外に続 く。平面形態は不整楕円形を呈するものと考えられ、規模は東西長1.15m、 南北検出長2.11

m、 深さ7 cmを測る。断面形態は皿状を呈する。土坑埋土は黒褐色粘質シル トに、にぶい黄褐色粘質

シルトが斑点状に混入するもの (①層)である。上坑底面にて径10～ 15cm、 深さ4～ 6 cmの小ピット

を検出したが、遺構に伴うものかは判断できなかった。遺物は土坑埋土中より、土師器片が数点出土

した。
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SK刊 出土遺物実測図
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ヒ

黒掲色 (10YR2/3)粘 質シル トに、にぶい

黄褐色 (10YR4/3)粘 質シル トが斑点状に混入。

檸味四反地遺跡12次調査

J    H=38.10m

(S=1 :40)

第13図  SK2測 量図・出土遺物実測図

出土遺物 (第 13図 )

55は土師器甕の胴部片である。外面にハケメ調整、内面にヘラケズリ調整を施す。

時期 :出土遺物が少なく時期特定は困難であるが、遺構埋上がSKlと 酷似することから概ね古墳
時代中期後半とする。

SK3(第 5・ 14図 )
調査区北部 Bl区 に位置する。平面形態は不整楕円形を呈 し、規模は東西長1.33m、 南北長0,70
m、 深さ6 cmを測る。断面形態は皿状を呈する。土坑埋土は黒褐色粘質シルトに、にぶい責褐色粘質

シルトが斑点状に少量混入するもの (①層)である。土坑底面にて径 6～ 14cm、 深さ4～ 8 cmの小ピ

ットを数基検出したが、遺構に伴うものかは判断できなかった。土坑内からの遺物の出土はない。

時期 :遺構埋上がSK2と類似することから、概ね古墳時代中期後半としておく。

⑫◎、D
SP17③

X、“
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その他の遺構と遺物

_        ①    H=3820m

― ― Ｉ

Ｍ

Ⅲ

Ｉ ＩＩ Ｉ

Ｉ ＩＩ ‐

Ｗ

Ｉ Ｉ Ｉ

川

― ― ―

Ｅ
ｏ
蝉
∞
ｏ
＝
〓ゴ

0        1m

(S=1 :40)

A類

B類

C類

D類

E類

埋上が黒色粘質シルトであるもの…………Ⅲ………………………………21基

埋上が黒色粘質シルトに黄色粘質シルトがブロック状に混入…………19基

埋土が黒色粘質シルトに茶褐色粘質シルトがブロック状に混入…・……2基

埋土が黒色粘質シルトに灰責色粘質シルトがブロック状に混入……… 5基

埋土が灰色上であるもの…………Ⅲ…………Ⅲ……………………………・2基

①

Ｌ

① 黒褐色 (10YR2/2)粘 質シル トに、にぶい
黄褐色 (10YR4/3)粘 質シル トが斑点状に

少量混入。

第14図  SK3測 量図

4。 その他の遺構と遺物

(1)柱 穴

本調査で検出した柱穴は、49基である。すべて第Ⅵ層上面での検出である。柱穴の平面形態は円形

もしくは楕円形を呈し、径は最小30cm～最大90cmを測る。遺物は掘り方埋土中から出上し、大半が小

片であるが実測可能な遺物を掲載する。埋土は5種類に分類され、黒色粘質シルト (A類)と、黒色

粘質シルトに黄色粘質シルトがブロック状に混入 (B類)と、黒色粘質シルトに茶褐色粘質シルトが

ブロック状に混入 (C類 )と、黒色粘質シルトに灰黄色粘質シルトがブロック状に混入 (D類 )、 灰

色土 (E類)である。なお、A類、B類は調査地北部に分布する。

出土遺物 (第 15図 )

56は S P17出 上の須恵器広口重である。口縁端部は上下方に肥厚し、断面三角形状となる。口縁部

下に凸線 1条と波状文を施す。57は S P57出 上の童の胴部片で、沈線文2条 と沈線文間に波状文を施

す。

＼ 異 ダ
SP17:56
SP57:57

0              10            20cm

(S=1 :4)

第15図 柱穴出土遺物実測図
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｀`
｀`

丼
(ここ三二正三二!::::::`子

″

4:1

＼、、、、そ」  Ξ:三三と三三三!::::::::ヽ   〔|:テ44:

M∞

0               10             20cm

(S=1:4)

第Ⅳ層 :58～ 71

第V層 :72～ 34

第16図  包含層出土遺物実測図(1)
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その他の遺構と遺物

(2)包 含層出土遺物

本調査では、第Ⅳ層及び第V層中より、土器や石器が出土した。このうち、第Ⅳ層中からは遺存状

態の良好な土師器 (58～ 71)がまとまって出上した。調査区南壁の上層観察により、本来は第Ⅳ層中

に遺構が存在しており、これらの上器は遺構に伴うものと考えられる。出上した土師器の底部切り離

し技法や、形態の特徴などから、遺構は平安時代後期、11世紀代のものと考えられる。

1)第Ⅳ層出上遺物 (第 16図、図版 6)

58～ 70は土師器である。58～ 67は杯である。58～62は 円盤高台状の底部で、底部の切り離しは回転

ヘラ切 り技法である。68～ 70は椀で、断面三角形の高台が付 く。68・ 70は底部切り離しが回転糸切り

技法、69は 回転ヘラ切 り技法である。71は緑釉陶器の碗で、京都産である。

2)第 V層出土遺物 (第 16・ 17図、図版 6)

72～ 76は土師器である。72～ 74は高杯で、72は 口縁部がわずかに外反する。73は脚部片で、柱裾部

内面に稜をもつ。柱部内面にシボリ痕を看取 し、接合法は充填技法である。74は柱部片で中実とな

り、接合法は差込技法である。75は カマ ド片で、日縁部下に把手貼付痕を看取する。76は甑の把手で、

断面円形である。77～84は須恵器である。77・ 78は杯蓋で、77はかえりが下方に短く伸びる。78は 口

縁部がわずかに下方に屈曲する。79・ 80は杯で、79は短い高台が底部のやや内側に付 く。801よ底部切

り離しが回転糸切り技法である。81は高杯で脚端部は下方に屈曲し、裾部外面に凸線 l条 と透かし2

ケ所が看取される。82は悟鉢で、口縁端部は内面にわずかに肥厚する。口縁端面はナデ凹む。胴部外

面に沈線 2条を施す。83・ 84は奏で、83は 口縁郡が外反し口縁端部は三角形状に肥厚する。841ま大型

品で、外面に平行叩きを施す。85～ 87は弥生土器である。85'86は奏で、85は 口縁端部がナデ凹む。

頸部には凸帯文 1条を貼付け、凸帯上に押圧を施す。86は底部で、上げ底となる。87は壷の肩部片で、

貝殻文を施す。

(3)地 点不明出土遺物 (第 17図 )

88・ 89は土師器の杯である。88の底部切り離しは、回転ヘラ切り技法である。89イよ口縁部が内湾し、

口縁端部は九い。

響、く＼陀

第V層  :85～ 87
地点不明 :88・ 39

0              10            20cm

(S=1:4)

第17図  包含層(2)。 地点不明出土遺物実測図
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檸味四反地遺跡12久調査

5.小 結
今回の調査では、主に古墳時代の遺構と弥生時代から古代までの遺物を確認することができた。

中期後半では直径3.5mの 円形土坑 SKlが 検出された。断面形態は逆台形状を呈するが、西側壁

体は比較的緩やかに立ち上がる。土坑内からは土師器のほか分銅形土製品が 1′点と軟質土器片が出土

した。後期後半では、一辺 7mを超える比較的大型の方形住居 SBlが検出された。住居は改築が施

されており、住居の北側で70cm拡張されている。住居内からは土師器、須恵器、石器、鉄器のほか滑

石製の臼玉 1点が出上した。また、住居内床面上坑内からは、弥生土器のほか分銅形土製品が 1点出

上した。なお、分銅形土製品は形態や顔面表現が山陽地方の特徴を備えたものであった。弥生時代か

ら古墳時代にかけて、調査地周辺では多数の集落関連遺構や遺物が確認されており、今回の調査結果

は、該期の集落が構味地区の南方に展開していることを示唆するものとなった。また、軟質土器や分

鋼形土製品の出土は、当時の構味地区と他地域との交流を知るうえで、好資料となるものである。こ

のほか、包含層資料であるが、平安時代後期の上師器がまとまって出上したことから、古代集落の存

在を知る手がかりを得ることもできた。

遺構・遺物一覧 一凡例―

(1)以下の表は、本調査地検出の遺構・遺物の計測値及び観察一覧である。

(2)遺物観察表の各記載について。

法量41a

調整欄

( ):復元推定値

土器の各部位名称を略記した。

例)口→口縁部、天→天丼部、頭→頸部、胴→胴部、脚→脚部、底→底部。

胎土・焼成欄 胎土欄では混和剤を略記した。

例)石→石英、長→長石、金→金ウンモ、密→精製土、角→角閃石。

( )の中の数値は混和剤粒子の大きさを示す。

例)石・長 (1～ 4)→「 1～ 4 nlm大の石英・長石を含む」である。

焼成欄の略記について。◎→良好、○→良、△→不良。
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表 2 竪穴住居一覧
穴
動
竪
俗

時期 平面形
規  模 (m)

長さ(長径)× 幅 (短径)× 深さ
埋  土

床面積
(ド )

主柱穴

(本 )

内部施設
周壁溝 備 考

高床 土坑 炉 カマド

1 不 明 方形 (670+α )× (560+α )X016

黒掲色粘質シルトに、
にぶい責褐色粘質シ
,レ トがブロック】犬に少
量混入

3752 ○

構築時

掘立 1に

切られる。

l
古墳時代
後期後半

方形 (770+α )X(630+α )× 032
黒褐色粘質シルトに、

褐色粘質シル トが斑

点状に混入、等

4851 ○ 改築時

表6 SBl出 土遺物観察表 土製品

遺 構 一 覧

表3 掘立柱建物一覧
掘 立 雛
働

方向
桁  行 梁   行

方 位 床面積
(活 )

時期 備 考
実長 (m) 柱間寸法(m) 実長 (m) 柱間寸法(m)

l 2X3 東西 412 220,192 512 260・ 252 N-4° 一E 古墳時代
後期後半以降

SBtt SKlを 切る。

表 4 清一覧
溝

ＳＤ
地区 断面形

規 模  (m,
長さ×幅×深さ

方  向 埋  土 出土遺修 時  期 備  考

1 C1 2 皿状 206× 070X007 北東―南西
黒褐色粘質シル トに、にぶい責褐色粘質シ

ル トが混入
不 明

SP59イこ切らオt、

SP47を切る。

表 5 土坑一覧
坑
Ю
±
６

地区 平面形 断面形
規 模 (m)

長さ(長径)× 幅 (短径)× 深さ

床面積

(席 )
埋  土 出土遺物 時  期 備 考

l A2・ 3 円形 逆台形 345× (315+α )× 030 864 黒褐色粘質シルト、等
土師器

弥生土器

分銅形土製品

古墳時代
中期後半

掘立 1に

切られる。

2 A1 2 不整楕
円形

皿状 (211+α )Xl15X007
黒褐色粘質シルトに、にぶ
い黄褐色粘質シル トが斑

点状に混入

土師器
古墳時代
中期後半

SPXl 17に

切られる。

3 Bl
不整楕
円形

皿状 133× 070× 006
黒褐色粘質シルトに、にぶ
い責掲色粘質シル トが斑
点状に少量混入

古墳時代
中期後半

番号 器種 法量 (cm) 形 態 。 施 文
調 整 色調絵吾|

土
成

胎
焼

備考 図版
外 面 内 面

1 奏
口径 (199)
残高 34

口縁部は内湾し、口縁端部は内
傾する面をもつ。

マメツ

(ヨ コナデ)
ヨコナデ

淡褐色
淡茶褐色

石 長(1～3)金
◎

霊
口径 (223)
残高 43

口縁部は内湾し、国縁端部はナ
デにより凹む。

⑩マメツ

(ハケ)

ハケ

(マメソ)
淡茶褐色

淡灰褐色
石 長(1～ 3)金
◎

甕
口径 (180)
残高 77

口縁部は内湾し、口縁端部は内
傾する面をもつ。

マメツ

(ハケ)

◎ハケ
(マメツ)

色

色

褐

掲

暗

暗
石 長 (1～ 3)金

◎
黒斑 5

4 甕
口径 (171)
残高 69

口縁部は内湾し、口縁端部は内
傾する面をもつ。

◎ハケーヨコナデ
⑩ハケ

ヨヨナデ

ナデ
灰責褐色
暗灰褐色

石 長 (1～ 5)金

◎
煤付着

5 養
口径 (168)
残高 75

口縁部は内湾し、口縁端部は内傾す
る面をもつ。端面は沈線状に凹む。

デ
本
ナ
６
コ
ヶ
ヨ

ハ

◎

⑩
◎ハケ(5本/cm)
⑩ナデ・板ナデ

茶褐色

暗茶褐色
石 長 (1～3)金

◎

甕
ロイ蚤 176
残高 98

口縁部は内湾し、国縁端言Ыま内傾す
る面をもつ。胴上位にヘラ記号。

Θヨコナデナデ
⑩ハケ(5本/cm)

◎ヨコナデ
⑪ハケ

明茶色
暗茶掲色

石長(1～4)金 角
◎

5

7 甕
口径 (204)
残高 72

口縁部は外反し、日縁端部は丸
い 。

ハケ(5本/cm)
→ナデ ヨヨナデ

◎ハケーヨヨナデ
⑪ケズリ

淡灰褐色
淡褐色

石 長 (1～4)金

◎
黒斑

高郭 残高 23 郭部片。 ナデ
ヨコナデ

マメツ
黄褐色
淡茶褐色

密 金
◎

甑 残高 把手。断面楕円形。 ナ デ ナ デ
乳茶褐色

乳茶褐色
石 長(1～ 4)
◎

杯蓋
径
高
口
残
(130)
33
天丼部は九味があり、口縁端部
は九い。

〇回転ヘラケズリ
①ケズリ?
→回転ナデ ナデ

暗灰色
灰色

密

◎

杯蓋
径
高
口
器

天丼部は九く、口縁端部は内傾
する。

〇回転ヘラケズリ
◎回転ナデ

○回転ナデ
→ナデ

青灰色
青灰色

密

◎
火だすき 5

郭蓋
口径 (134)
残高 30

口縁端部は九い。日縁部外面に

刻目。
○回転ヘラケズリ
◎回転ナデ

回転ナデ
色
色
灰
灰

密

◎

郭蓋
口径 (140)
残高 27 口縁端部は九

い 回転ナデ 回転ナデ
灰色
暗灰色

密

◎

郭身
口径 (120)

残高 39
底部は丸く、たちあがりは短く内
傾する。たちあがり端部は九い。

◎回転ナデ
⑥回転ヘラケズリ

⑥回転ナデ
→ナデ

灰色
乳灰色

密

◎

イ身
口径 (119)
残高 37

底部は九く、たちあがりは低く内
傾する。たちあがり端部は九い。

Θ回転ナデ
⑥回転ヘラケズリ

回転ナデ
青灰色
青灰色

密

◎
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SBl出 土遺物観察表 土製品

表 7 SBl出 土遺物観察表 石製品

表 8 SBl出 土遺物観察表 金属製品

表 9 SB刊 出土遺物観察表 玉類

檸味四反地遺跡12次調査

(2)

番号 器種 法 量 形 態 ・ 施 文
調 整 色調棧目|

生
成

胎
焼

備 考 図版
外  面 面

郭 身
口径 (128)
残高 35

底言日よ丸く、たちあがりは低く内傾する。
たちあがり端部は丸彰ち底部にヘラ記号e

Θ回転ナデ
⑥回転ヘラケズリ

⑥回転ナデ
→ナデ

色

色

灰

灰

主曰
主目

密

◎

杯身
口径 (136)

残高 31
たちあがり端部は丸い。受部端
に沈線状の凹み。

Θ回転ナデ
⑥回転ヘラケズリ

回転 ナデ
灰色

灰色

密

◎

霊
口径 (168)
残高 54

口縁端部は三角形状に肥厚す
る。

タタキ
→回転ナデ

回転 ナデ
暗灰色
暗灰色

密

◎

高郭
径
高
底
残

脚端部は下方に屈曲する。裾部
外面に凹線状の凹みが巡る。

回転ナデ 回転ナデ
灰色

灰色

密

◎

器台 残高 57 凹線】犬の凹みが巡り、凹みの間
に波状文18条。

回転 ナデ 回転 ナデ
暗灰色
灰色

密

◎

甕 残高 40 口縁下に貼付凸帯文 1条 十押
F■ 。

ヨコナデ

ミガキ
◎ヨヨナデ
⑪ミガキ

茶褐色
茶褐色

石 長 (1～ 2)

◎

塞
底径
残高

平底。
ミガキ

⑥ナデ
ナデ (マメツ)

茶掲色
茶褐色

石 長(1～3)金
◎

差
厠
底径

残高
平底。

キ

デ

タ

ナ

タ
⑥

ハケー

ナデアゲ
乳褐色
乳掲色

石 長 (1～4)金

◎
黒 斑

一霊 残高 20 口縁端部を上方に拡張し、端面に凹線
文3条を施す。円形浮文のはがれ痕。

ハケ(6本/cm)
→ヨコナデ

ヨコナデ
茶色
茶色

石 長 (1～2)金

◎

霊
口径 (246)
残高 21

回縁端面に沈線文3条 +縦方向の沈線
文。日縁端部上面に円形浮文(ゆ 07cm)。

マメツ マメツ
淡橙茶褐色
淡橙茶褐色

石 長 (1)
◎

5

士堕
口径
残高

無顎童。
マメツ

(ミ ガキ ?)

デナコ

おア

ヨ

ナ

◎

⑩
黄茶褐色
明茶掲色

石 長 (1～ 2)金

◎
5

器 台
径
高
口
残
(342)
23
日縁端面に披状文5条十円形浮文(φ 2∝ m、上からゅOB
cmの竹告文押圧)。日縁上端に半裁竹管文(φαttcm)。

ミガキ
ナデ
ヨコナデ

赤茶色
赤茶色

石 長 (1～ 2)金

◎
黒斑 5

形
品
銅
製
分
土

残長 20 左右2ヶ所に表面から裏面に穿孔(貫通)。表面
に刺突文(上方3列、下方2列 )O赤色顔料付着。

ナ デ 茶色
石 長 (1)金
◎

巻頭Z
5

番 号 器 種 残 存 材 質
法 量

備 考 図版
長さ(cn) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重さ債)

打製石鏃 ほぼ完存 サヌカイト 凹基無茎式 5

打製石鏃 完存 サヌカイ ト 10 平基無茎式 5

打製石鏃 ほぼ完存 サヌカイト 平基無茎式 5

番号 器 種 残  存 材  質
法 日軍

備 考 図版
長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重さ伯)

磐 茎部欠失 鉄 5

刀子 身部 鉄 5

番号 器 種 残  存 材  質 色
法 旦

皇
備 考 図版

直径 (cm) 高さ(cm) 重さ僚)

臼玉 完形 滑石 灰 色 002 5

臼玉 完形 滑石 灰 色 020 5

臼王 完形 滑石 灰色 028 5

臼玉 完形 滑石 灰色 025 5

臼玉 完形 滑石 灰色 026 5

臼王 1/2 滑石 灰 色 022 004 5

表10 掘立 1出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調 整 色調

1禽目|
生
成

胎
焼

備 考 図版
外  面 内  面

杯蓋
口径 (141)
残高 44

天丼部は九く、口縁端言Ыよ内傾する。
断面三角形状の明瞭な稜をもつ。

回転ナデ 回転ナデ
色
色
灰
灰

密

◎
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表1l SKl出 土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 形 態 ・ 施 文
調 整 色調

1禽目|
生
成

胎
焼

備考 図版
外  面 内 面

甕
径
高
口
残
(188)
23
口縁部は内湾し、口縁端部1ま内
傾する面をもつ。

ヨコナデ ヨコナデ
茶褐色

茶褐色
石 (1～ 2)

○

甕
径
高
口
残
(185)
29
口縁都は内湾し、口縁端部は内傾す
る面をもつ。口縁端面がナデ凹む。

ヨコナデ マメツ
明茶褐色
明茶褐色

石 長 (1)金
○

椀
径
高
口
残
(125)

51
口縁部は内湾 し、立ち上がる。

口縁端部は九い。
◎ヨコナデ
ミガキ

◎ヨコナデ
ミガキ

暗茶褐色

暗茶褐色
密 金
◎

黒斑
煤付着

6

椀
口径 (124)
残高 43

口縁部は内湾 し、立ち上がる。

口縁端部は丸い。

ミガキ

ケズリ
◎ヨコナデ
ミガキ ?

茶褐色
茶掲色

石 (1～ 5)

◎

椀
径
高
口
残
(152)
45
口縁部は内湾 し、立ち上がる。

日縁端部は丸い。
◎ヨヨナデ
ミガキ

ヨコナデ
⑥工具痕

茶色
茶褐色

石 長 (1～5)金

◎
煤付着

高イ
径
高
口
残

(孔70
39
杯部片。口縁部はわずかに外反
する。

ヨコサデ
Θ ヨコナデ
ミガキ

淡明茶色

淡茶褐色
石 長 (1～2)金

◎

高郭 残高  59 脚部片。差込技法。 ナデ (マ メツ) マメツ
淡茶褐色
淡灰黄褐色

石 長(1)金
◎

高杯
底径 (108)
残高 29

柱裾部境内面に稜をもつ。裾部
は水平。

マメツ (ナデ)
ヨコナデ

⑩ケズリ
⑧ヨコナデ

淡褐色

茶褐色
石 長 (1)金
◎

高杯
底径 (101)
残高 文5 柱4E部境内面に稜をも

つ。 ヨヨナデ
デ

デ

ナ

ナ

旦
（
コ

エ

ヨ

⑩

⑥
淡茶掲色
淡褐色

密

◎

甕 残高 28 沈線文 5条 +刺突文 2列。 ミガキ
ナデ

(ミ ガキ ?)

色褐
色
茶
茶

石・長 (1～ 3)

◎

宣

夕仁
昔向

口
残
(277)
49
大型品。口縁部は上方に拡張
し、端面に凹線文 5条 と刻目。

ハケ→ミガキ
ヨコナデ
ーミガキ

淡茶色

灰褐色
石 長 (1)金
◎

黒斑

煤付着

塩
器
製
土

径
高
口
残
(70
32
器壁うすい

ナデ

タタキ
ナ デ

淡灰褐色
淡灰褐色

密 金
◎

甕 残高  29 胴部片。軟質土器。 格子タタキ ハクリ
責褐色
暗灰色

石 長 (1～ 3)

◎
6

分銅形
土製品
残長 43
幅  35

表面に10ケ所穿孔(7ケ貫通)。裏面に

8ケ所穿孔(6ヶ貫通)。目の表現あり。
ナ デ 乳責褐色

石 長 (1)
◎

巻頭Z
6

表14 第Ⅳ層出土遺物観察表 土製品

遺 物 観 察 表

(1)

表12 SK2出 土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 形 態 ・ 施 文
調 整 色調棧目|

生
成
胎
焼

備 考 図版
外 面 内  面

甕 残高  55 胴部小片。 ⑪ヨコナデ
⑩ハケ(7本 /cm)

⑪ヨコナデ
⑩ハケーヘラケズリ

責褐色

暗褐色
石・長 (1～2)金

◎

表13 柱穴出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調 整 色調

1衡目|
生
成

胎
焼

備考 図版
外 面 内  面

一霊
口径 (182)
残高 34

日縁部上下方は三角形に肥厚する。日縁部下

に凸線l条を施す。凸線下位に波状文10条。
回転 ナ デ 回転ナデ

暗灰色
暗灰色

密

◎
SP17

霊 残高 23 胴部片。沈線文
2条 と沈線文間

に波状文 5～ 7条を施す。
回転ナデ

回転ナデ

カキメ

灰色
灰色

密

◎
SP57 巻頭2

番号 器種 法量 (cm) 形 態 。 施 文
調 整 色調

1織目|
生
成

胎
焼

備 考 図版
外 面 内  面

jTN
径
高
口
器

回転ヘラ切り。2/3の残存。
スノコ痕。

ヨコナデ
ヨコナデ
⑥ナデ

暗灰褐色
暗褐色

密

◎
黒斑 ? 6

杯
径
高
口
器
(109)
39
回転ヘラ切り。1/3の残存。 ヨコナデ

ヨコナデ

⑥ナデ
乳仄褐色
乳茶褐色

密

◎
煤付着

杯
径
高
口
器
(110)
43 回転

ヘラ切り。1/3の残存。 ヨコナデ ヨヨナデ
乳灰褐色
淡灰褐色

密

◎

杯
底径 62
残高 22 回転

ヘラ切り。スノコ痕。 ヨコナデ ヨコナデ
乳茶褐色
乳灰褐色

密

◎

不
径
高
底
残

回転ヘラ切り。 ヨコナデ ヨコナデ
乳茶褐色
乳茶掲色

石 長 (1～ 2)

◎

杯
径
高
口
器
(107)
28
2/3の残存。 マメツ マメツ

淡灰掲色
乳白褐色

密

◎
黒斑 6

郭
径
高
口
器

回転ヘラ切り。2/3の残存。
スノコ痕。

ヨコナデ
ヨヨナデ
⑮ヨコナデ→ナデ

暗灰褐色
暗灰褐色

密

◎
媒付着 6

郭
径
高
口
器
(109)
26
回転ヘラ切り。2/3の残存。 ヨコナデ ヨコナデ

暗灰褐色
黒灰色

密

◎
6

杯
口径 (168)
器高 43 回転

ヘラ切り。1/2の残存。 ヨコナデ
ヨコナデ

⑥ヨコナデ→ナデ
乳茶褐色
乳茶褐色

密

◎
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第Ⅳ層出土遺物観察表 土製品

檸味四反地遺跡12次調査

(2)

番号 器種 法量 形 態 。 施 文
調 整 色調

1禽目|
生
成
胎
焼

備考 図版
外  面 内  面

杯
依住
甘回

底
残

回転ヘラ切 り。 ヨコナデ ヨコナデ
乳白褐色
乳白褐色

密

◎

椀
径
高
口
残

体部が九味をもつ。回転糸切
り。

ヨヨナデ
ヨコナデ

(マ メツ)

乳白茶色
暗灰褐色

密

◎
黒斑
煤付着

6

椀 残高  27 体部が九味をも
つ。回転ヘラ切

り。
マメツ ヨコナデ

乳白褐色
乳白褐色

石 長(1～妙金
◎

椀
底径 65
残高 24 回転糸切り。 ヨコナデ

ヨコナデ
→ ミガキ

淡責白色
淡責灰色

密

◎

碗
径
高
底
残 緑釉陶器。ヘラ切り。京都産。 施釉 施釉

淡緑色
淡緑色

密

◎
胎土 !

灰白色
巻頭乏

表15 第V層出土遺物観察表 土製品
番 号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文

調 整 色調
1禽目|

生
成
胎
焼

備考 図版
外 面 内 面

高杯
口径 (172)
残高 48

不部片。口縁部はわずかにタト反
する。

マメツ マメツ
明橙茶褐色
橙茶褐色

石・長 (1～ 3)
○

高杯
径
高
底
残

脚部片。内面にシボリ痕。充填
技法。

ハケ ナデ
マメツ

工具ナデ

ナデ (マ メツ)

乳責茶色
乳責茶色

石 長 (1～ 3)
◎

高杯 残高 86 柱部片。中実。差込技法。 マメツ ⑥板ナデ状
乳茶色
茶色

石 長(1～ 2)
◎

カマ ド
口径 (306)
残高 8X 口縁部下に把手貼付痕を看取。

ナデ
ヨコナデ

ハケーナデ
ヨヨナデ

灰茶褐色
乳茶褐色

石 長 (1～ 6)
◎

煤付着 6

甑 残高 51 把手。断面円形。 マメツ(ナデ) ナデ (マ メツ)
橙茶色
橙茶色

密

◎

77 郭蓋 残高 21 かえりは下方に伸びる。 回転 ナデ 回転ナデ
灰色

灰色

密

◎

不蓋
口径 (172)
残高 14

口縁部はわずかに下方に屈曲
する。

回転 ナデ 回転 ナデ
赤茶色
灰赤茶色

密

◎

郭
察任
昔回

底
残

体部は九味を帯びる。高台は短
く、底部の内側に付く。

回転ナデ 回転ナデ
青灰色
灰色

密

◎

雰
径
高
底
残

回転糸切り。 回転 す デ 回転ナデ
色
色
白
灰
灰
白

密

◎

高不
底径
残高

脚端部は下方に屈曲して尖る。裾部
外面に凸線1条。透かし2ヶ所看取。

回転 ナデ 回転ナデ
灰色

青灰色

密

◎

悟鉢
径
高
口
残
(156)

61
日縁端吉脚よ内面にわず力ヽこ,巴厚する。日縁
端面はナデ凹む。胴部中位に沈線文2条。

回転ナデ 回転ナデ
赤茶色
赤茶色

密

◎ 6

甕
径
高
口
残
(266)
71
大型品。外反口縁。口縁端部の

外面を三角形に肥厚する。
饉D格子叩き
→回転ナデ

回転ナデ ナデ
⑩叩き

色
色
灰
灰

密

◎

甕 残高 大型品。
平行叩き
→鳥足形 ?

ナ デ
灰白色
灰白色

密

◎ 煤付着

饗
宏住
昔向

口
残
(289)

76
口縁端面はナデにより凹む。押
圧凸帯文 1条。

◎ヨヨナデ
⑩ミガキ

Θヨコナデ
⑪ハケ→ミガキ

茶褐色
茶褐色

石・長 (1～ 3)
◎

黒斑

甕
径
高
底
残

上げ底。
ミガキ ナデ
⑥ヨヨナデ ナデ

ナ デ
茶褐色
茶褐色

石 長(1～ 3)
◎

笠 残高 27 肩部片。貝殻文。 ナ デ ナ デ
淡茶色
淡茶色

密

◎

表16 地点不明出土遺物観察表 土製品
番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 支

調 整 色調絵目|
生
成
胎
焼

備考 図版
外 面 内 面

杯
径
高
口
器
(115)
44
1/4の残存。回転ヘラ切り。 ヨヨナデ ヨコナデ

乳茶褐色
乳白褐色

石・長 (1～ 2)金

◎

郭
径
高
口
残
(155)

51
口縁部は内湾し、口縁端部は九
ヤヽ。

ヨコナデ ヨコナデ
灰白色
白灰色

密

◎
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第 3章 檸味四反地遺跡13次調査

1.調査の経緯
(1)調査の経緯

調査は2005(平成17)年■月 1日 から2006(平成18)年 3月 30日 までの間に実施した。以下、調査

工程を略記する。発掘調査は申請者の協力のもと、調査地東側隣接地を調査事務所及び廃土置き場と

して使用した。10月 18日 から調査事務所の設置や発掘機材の運搬をする。11月 1日 、重機にて耕作上、

床上、包含層の順番で掘削し、土の種類ごとにつF土置き場においてビニールシートで養生する。11月

4日 からは包含層を掘り下げ、土層ごとに遺物を取り上げる。11月 16日 、遺構検出面と調査壁面の精

査をし、第Ⅷ層上面にて竪穴住居、土坑、溝、柱穴を検出する。11月 22日 、測量業者に4級基準点測

量を委託し、調査地内に5m四方のグリットを設定する。その後、調査地南半分で検出した竪穴住居

を中心に掘り下げ作業をおこなう。住居群調査終了後、北半分で検出した竪穴住居と溝を中心に、掘

り下げ及び沢1量作業をおこなう。第Ⅷ層以下の上層確認のため、調査区北壁、南壁及び西壁沿いに深

掘リトレンチを設定する。2006(平成18)年 1月 16日 より、溝、土坑、柱穴の掘り下げ及び測量作業

をおこない、併行して調査壁土層図を作成する。 2月 10日、高所作業車を使用し、遺構完掘状況写真

を撮影する。2月 18日、樟味四反地遺跡12次調査と13次調査とを合わせて、一般市民対象の現地説明

会を開催し、100名 を超える参加者を得た。2月 20日 より、遺構内に設置したセクシヨンベルトの除

去や、半裁の土坑や柱穴の完掘作業、及び土層や遺構の最終確認をおこなう。2月 23日 、最終確認作

業により、新たに検出した柱穴を測量図面上に合成し、図面上及び現場での確認作業をおこなった結

果、調査区南西部にて大型建物の存在を確認した。調査期間の関係上、報道関係にのみ報告をおこな

い、3月 9日 、調査を終了する。3月 10日 より重機による埋め戻し作業を開始する。調査地は発掘作

業後も水田耕作をおこなうため、大型建物は真砂土で保護をした後、包含層、表土層の順に埋め戻し

作業をおこなう。天候不良のため、埋め戻し作業に約 3週間を費やす。3月 27日 から発掘機材や測量

図面、遺物などを埋蔵文化財センターに運ぶ。 3月 30日 、すべての埋め戻し作業が終了し発掘作業を

完了する。

(2)調査組織

調 査 地  松山市檸味4丁目231番 1
遺 跡 名  裕味四反地遺跡13次調査
調査期間  2005(平成17)年 11月 1日 ～2006(平成18)年 3月 30日

調査面積  820ゴ
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檸味四反地遺跡13次調査

2.層 位
(1)基本層位 (第 19・ 20図 )

調査地は標高39.2mに立地し、調査以前は水田であった。調査地の基本層位は、以下のとおりであ

る。なお、第Ⅷ層以下は調査地西、南、北壁に設定した深掘リトレンチで確認した土層である。

第I層 :近現代の水田耕作に伴う耕作上である。土色の違いで2層に分層される。

第I①層―青灰色 (5B6/1)粘質上で、調査地全域に堆積する。層厚10～20cmを 測る。

第I②層―明青灰色 (5BG7/1)粘 質土で、調査地南西部と北西部に堆積する。層厚 4～ 6 cmを

測 る。

第Ⅱ層 :近現代の水田耕作に伴う床上である。土色の違いで2層に分層される。

第工①層―責橙色 (7.5YR7/8)粘質土で、調査地全域に堆積し、層厚8～ 12cmを測る。

第Ⅱ②層一オリーブ灰色 (10Y6/2)粘質上で、調査地西部に堆積し、層厚8～ 10cmを測る。

第Ⅲ層 :灰色 (7.5Y6/1)粘質上で、調査地全域に堆積し、層厚 6～ 18cmを測る。土層観察の結果、

第Ⅵ層

本層上面より遺構 〔埋土⑥〕が掘削されていることを確認した。

褐灰色 (10YR5/1)粘 質上で、調査地中央部から南部に堆積し、層厚 8～ 12cmを測る。本

層中からは、古代の上師器、須恵器、陶磁器、瓦が出上した。

灰責褐色 (10YR4/2)粘 質シルトで、調査地全域に堆積し、層厚 8～ 18cmを測る。本層中

からは主に古墳時代から古代までに時期比定される土師器、須恵器のほか、石器が出上し

た。土層観察の結果、本層上面より遺構〔埋土⑤・⑥〕が掘削されていることを確認した。

暗褐色 (75YR3/2)粘 質シルトで、調査地全域に堆積し、層厚12～26cmを測る。本層中

からは、弥生土器、土師器、須恵器、石器が出土した。土層観察の結果、本層上面より遺

構 〔埋土◎・◎〕が掘削されていることを確認した。

黒掲色(10YR2/3)粘 質シルトで、調査地中央部から北部に堆積し、層厚 8～20cmを測る。

本層中からは弥生土器、石器が出土した。土層観察の結果、本層上面より遺構 〔埋土④・

◎〕が掘削されていることを確認した。

極暗褐色 (75YR2/3)粘質シルトで、調査地北西部に堆積し、層厚 7～ 12cmを測る。本

層上面が、調査における最終遺構検出面となる。

褐色 (7.5YR4/6)粘 質シルトで、調査地全域に堆積し、層厚12～ 86cmを測る。土層観察

の結果、本層上面より遺構 〔埋土①・③〕が掘削されていることを確認した。

褐色 (7.5YR4/6)シルトで、調査地全域に堆積し、層厚10～ 35cmを 測る。

褐灰色 (10YR6/1)砂礫で、調査地全域に堆積する。

第Ⅶ層

第Ⅳ層

第V層

第Ⅷ層

第Ⅸ層

第X層

第�層

第Ⅷ層上面の標高を測量すると、調査地北東部が最も高く、南西部に向けて緩傾斜する (比高差28

cm)。 検出遺構や出土遺物から第Ⅳ層は古代、第V層は古墳～古代、第Ⅵ・Ⅶ層は弥生～古墳時代ま

でに堆積したものと考えられる。

(2)検出遺構 。遺物 (表 17)
本調査で検出した遺構は竪穴住居11棟 〔弥生時代 :2棟、古墳時代 :9棟〕、大型建物 1棟 〔古墳

時代初頭〕、掘立柱建物 1棟 〔古墳時代中期後半以降〕、溝7条 〔弥生時代 :4条、古墳時代 :2条、

時期不明 :1条〕、土坑 8基 〔弥生時代 :4基、古墳時代 :4基〕、柱穴276基である。出土遺物は弥

生土器、土師器、須恵器、陶磁器、瓦、石器、鉄器、玉類 (臼玉)、 軟質土器、分銅形土製品1点、

種子、動物遺存体 (骨)である。
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表17 遺構一覧

時 期 竪穴住居 掘立柱建物 溝 土 坑

弥生前期 SK l・ 4

弥生後期 SB 2・ 4 SD l'3'4・ 7 SK 6・ 7

古墳前期 3号大型建物 SD 2

古墳中期 SB l ・ 3 ・ 5 ・ 6 ・ 8 。10・ 11 掘立 1 SD 5 SK 2・ 3・ 8・ 9

古墳後期 SB 7・ 9

時期不明 SD 6

(※ SK5は 欠呑)
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構1味四反地遺跡13次調査

＼
―

揮味四反地遺跡(6次 ) 構味四反地速跡

(16次 )

欅味四反地遺跡

(3次)

第18図 調査地位置図 (S=1:500)
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送 _____― 一 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

〔南壁〕

I① 青灰色(5B6/1)粘質土
I② 明青灰色(5BG7/1)粘 質土
Ⅱ① 黄橙色(7 5YR7/8)粘質土
Ⅲ  灰色(7.5Y6/1)粘 質土
Ⅳ  掲灰色(10YR5/1)粘 質土
V  灰黄掲色(10YR4/2)粘 質シルト

◎  灰掲色(7.5YR5/2)シルト

H=3950m

Ⅵ 暗褐色 (7 5YR3/2)粘質シル ト
Ⅶ 黒掲色 (10YR2/3)粘 質シル ト
Ⅷ 極暗褐色 (7 5YR2/3)粘質シル ト
Ⅸ 褐色 (7 5YR4/6)粘質シル ト
X 褐色(7 5YR4/6)シ ル ト
� 褐灰色 (10YR6/1)砂 礫

⑥

◎

○

灰色(10Y6/1)シ ルト

黒褐色(10YR3/1)粘 質シルト〔掲色(7 5YR4/6)シ ルト混入〕
灰黄色(7 5YR6/2)粘質シルト

／
．

第19図  北壁 南壁土層図
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I① 青灰色(5B6/1)粘質土
I② 明青灰色(5BG7/1)粘 質土
I① 黄橙色(7.5YR7/8)粘質土
I② オリーブ灰色(10Y6/2)粘 質土
Ⅲ  灰色(75Y6/1)粘質土
Ⅳ  褐灰色(10YR5/1)粘 質土
V  灰黄掲色(10YR4/2)粘 質シルト

黒掲色 (10YR3/1)粘 質シル ト

灰褐色 (7 5YR5/2)シル ト

灰色 (10Y6/1)ンル ト

暗掲色 (7 5YR3/2)粘質シル ト

黒掲色 (10YR2/3)粘 質シル ト

極暗掲色 (7.5YR2/3)粘質シル ト

掲色 (7.5YR4/6)粘質シル ト

掲色 (7.5YR4/6)シル ト

掲灰ヨ (10YR6/1)砂 礫

Ⅵ

Ⅶ

Ⅷ

区

Ｘ

�

⑥

⑥

◎

0          1          2m

(S=1 :40)

第20図  西壁土層図
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第21図  遺構配置図
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構味四反地遺跡13次調査

3.弥生時代の遺構と遺物
弥生時代の遺構は竪穴住居 2棟、溝 4条、土坑 4基である。

(1)竪穴住居
SB2(第 21・ 22図、図版10)
調査区南東部B2～ C3区に位置する。住居西側は3基の3号大型建物柱穴 (SP⑭・〇・⑮)と

南東側はS B10、 南側はSPlに切られる。平面形態は隅丸方形を呈し、規模は東西長5,10m、 南北

H=3870m

」仁

黒褐色(10YR3/1)粘 質シルト。

黒掲色(10YR3/2)粘 質シルト。

暗褐色(7 5YR3/4)粘質シルトに少量の焼上が混入。

黒色(10YR2/2)粘 質シルト。〔SK①埋土〕
黒褐色(10YR3/2)粘 質シルト。〔SPl埋土〕

第22図  SB2。 10測量図

0         1        2m

(S=1 :50)

①

②

⑥

④

⑥
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弥生時代の遺構と遺物

長4.75m、 壁高は20cmを 測る。住居埋土は黒褐色粘質シルト (②層)である。住居床面中央部にて炉

址SK①を検出した。平面形態は精円形を呈し、長径1.25m、 短径0.9m、 深さ20cmを測る。埋土は黒

色粘質シルト (④層)である。そのほか床面にて径10～ 70cm大のピットを多数検出したが、主柱穴は

特定することができなかった。なお、調査時はS B10と の切り合い関係が明確でなく、遺物は混在し

ている可能性がある。遺物は埋土中から弥生土器と土師器、須恵器、石器が出上した。

ヽ ⑫
８
へ、鐘 ∫ヽ ０

‐‐

第23図  SB2出 土遺物実測図
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構味四反地遺跡13次調査

出土遺物 (第 23図、図版18)

弥生土器 (1～15)1～ 4は奏である。 1～ 3は「く」の字状口縁で、 4はやや上げ底の底部であ

る。 5～ 11は重である。 5は複合口縁重で、口縁部外面に波状文と竹管文を施す。 6は長頚三の顎部

で細沈線文を施す。 7～ 11は肩部片で、 7は外面に刻目凸帯文 1条を施す。 8。 9は貝殻施文による

列点文を施す。10・ 11はヘラ描き沈線文を施す。12・ 13は鉢である。12は外反口縁の鉢で、口縁端部

はやや肥厚する。13は直口口縁で、内外面共にヘラミガキ調整を施す。14は高郭で、脚裾部に凹線文

3条 と裾端部に凹線文 l条を施す。柱部に矢羽根透かし(未貫通)lヶ所を施す。15は支脚の受部で、

断面円形を呈する。

土師器 (16・ 18)16は高郭で、口縁部はわずかに外反する。18は製塩土器で器壁がうすい。

須恵器 (17)17は奏で、回縁部下位に凸線 1条を施す。

石器 (19)19は凹基無茎式の打製石鏃で、材質はサヌカイトである。

時期 :出上した弥生土器の特徴と切り合いから、SB2の廃棄・埋没時期は弥生時代後期後半とす
る。

SB4(第 21・ 24図、図版10)

調査区南西部A2～ B3区に位置する。住居内部を5基の3号大型建物柱穴 (SP①・⑤・⑥・

⑩・①)と S P292・ 374・ 375に切られ、西半分は調査区外に続く。平面形態は円形を呈するものと

考えられ、規模は東西検出長3.10m、 南北長5.70m、 壁高は10cmを測る。住居埋土は暗褐色粘質シル

ト (①層)である。住居東側壁体沿いにて、溝SD①を検出した。規模は幅22～ 75cm、 深さ7 cmを測
る。溝埋土は暗褐色粘質シルト (①層)である。住居床面にて径10～ 50cm大のピット16基を検出した

が、主柱穴を特定することはできなかった。遺物は、埋土中から弥生土器片と土師器片が出上した。

出土遺物 (第25図 )

弥生土器 (20～ 26)20～ 22・ 26は甕である。20は口縁端部に刻目を施す。21は口縁端部を上下方に

拡張し、口縁端面に凹線文 1条を施す。221よ胴部小片でタタキ痕を残す。26は甕の底部で、上げ底と

なる。23は壼で、頸部に貼付凸帯文 1条とヘラ描き斜線文を施す。24は鉢で、口縁部は外反する。25

は高杯で、日縁部外面に凹線文 3条と刺突文を施す。

土師器 (27)27は甑で、楕円形の孔を3ヶ所看取する。

時期 :出上した弥生土器の特徴と切り合いから、SB4の廃棄・埋没時期は弥生時代後期後半とす
る。
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弥生時代の遺構と遺物

暗掲色(715YR3/4)粘質シルト

黒掲色(10VR2/2)粘 質シルトに少量の小礫が混入。

第24図 SB4測 量図

0        1        2m

(S‐ 1:50)

一ゴ

器土

石

●
　
ム

①

②
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檸味四反地遺跡13次調査

0              10            20cm

(S=1 :4)

第25図  SB4出 土遺物実測図

(2)溝
SD4(第 21図 )
調査区南西部A・ Bl区に位置する、北東―南西方向の溝である。溝北側及び北東側は3号大型建

物柱穴 (SP④ o②)と S P363に 、北西側はSK7に切られる。溝の両端は消失する。規模は検出
長2.92m、 幅0.56m、 深さ9～ 13cmを測る。断面形態はレンズ状を呈し、埋土は暗褐色粘質シルトであ

る。溝底は南西から北東に緩傾斜する (比高差 8 cm)。 遺物は坦土中から、弥生土器と鉄器が出土し

た。

出土遺物 (第26図、図版18)

28・ 29は SD4出土品である。28は弥生土器の甕で、上げ底である。29は鉄製の鎖である。重さは
6.8gを波よる。

時期 :出土遺物の特徴と切り合いから、弥生時代後期後半以前とする。

SDl(第 21図 )
調査区南部B3～ Cl区に位置する、北西―南東方向の溝である。溝南西側はSB3に切られ、溝
北端、中央部及び南端は6基の3号大型建物柱穴 (SP② o⑦・⑬・⑬・②・①)に切られる。溝の

北端は消失し、南端は調査区外 |こ続く。規模は検出長13.30m、 幅1.48m、 深さ15～25cmを 測る。断面

形態は皿状を呈し、埋土は暗褐色粘質シルトである。溝底は北西から南東へ傾斜する(1ヒ高差20cm)。

遺物は坦土中から、弥生土器や土師器が出上した。

出土遺物 (第26図 )

30～35は SDl出土品である。30は甕の口縁部で口縁端部をわずかに拡張し、口縁端面に凹線文2

条、頸部に刻目凸帯文 1条を施す。31は複合口縁壼、32・ 33は高杯の脚部である。32は柱部内面にシ

ボリ痕を看取する。33は 3方向に未貫通の矢羽根透かしを施す。34は支脚で、中空となる。35は製塩

土器で器壁がうすい。

時期 :出土遺物 (31,34)の 特徴と切り合いから、弥生時代後期後半とする。

(
22

いい麒【】「ぃぃぃぃぃぃ」Ｐ

（ｈ
´
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弥生時代の遺構と遺物

SD3(第 21図 )
調査区南西隅A・ Bl区に位置する、北西―南東方向の溝である。溝中央部は 3号大型建物柱穴
(SP④ )に切られ、溝両端は調査区外に続く。規模は検出長3.86m、 幅0.64m、 深さ 9 cmを測る。

断面形態は皿状を呈し、埋土は暗掲色粘質シルトである。溝底は北西から南東方向に緩傾斜する (比

高差 3 cm)。 遺物は埋土中から、弥生土器が少量出上した。

出土遺物 (第 26図 )

36は SD3出 土品である。弥生土器の甕で、口縁端部を上方に拡張し、口縁端面に凹線文 2条を施
す。

時期 :埋上が SDl・ 4と 酷似することと切り合いから、概ね弥生時代後期後半とする。
SD7(第 21図 )
調査区中央部B5～ C4区に位置する、北西―南東方向の溝である。溝南東部は掘立 1柱穴 (SP
⑤)に切られ、北東部は S P338、 南西部は S P97に 切られる。溝の両端は消失する。規模は検出長

2.75m、 幅0,86m、 深さ6～ 10cmを測る。断面形態は皿状を呈し、埋土は暗褐色粘質シル トである。

溝底は南東から北西へ緩傾斜する (比高差 7 cm)。 遺物は、埋土中から弥生土器が少量出土した。

出土遺物 (第26図 )

37は SD7出 土品である。壼の底部で、わずかに上げ底である。
時期 :埋土が SDl・ 4と酷似することから、概ね弥生時代後期後半とする。

(3)土 坑

SKl(第 21・ 27図 )
調査区北東部D8・ 9区に位置する。土坑北側はS P21,216を切り、東側は調査区外に続 く。平

面形態は隅九長方形を呈するものと考えられ、規模は東西検出長2.10m、 南北長1.68m、 深さ28cmを

測る。断面形態は逆台形状を呈し、埋土は黒掲色粘質シル トに、にぶい黄褐色粘質シルトが混入する

ものである。土坑底面中央部には、やや凹凸がみられる。遺物は埋土中から、弥生土器や石が出土し

た。なお、遺物は主に土坑南西側底面付近から出土した。

出土遺物 (第27図、図版18)

38は折曲口縁の甕で、日縁端部に刻日、胴部上位にヘラ描き沈線文 2条を施す。39は大型童の口縁

部で、口縁部下に段をもち、口縁端面にヘラ描き沈線文 1条、口縁上端部及び下端部に刻目を施す。

40は大型壼の底部で、平底である。

時期 :出土遺物の特徴より、弥生時代前期前半とする。

SK4(第 21・ 28図 )
調査区中央部B6・ 7区に位置する。平面形態は楕円形を呈し、規模は長径1.15m、 短径0.90m、

深さ48cmを 測る。断面形態は逆台形状を呈するが、西側壁体は一部袋状となる。埋土は黒色粘質土で

ある。土坑底面は平坦で、径 8～ 12cmの小ピット4基を検出した。ピット埋土は黒色粘質土である。

遺物は埋土中から、弥生土器が出上した。

出土遺物 (第28図 )

41・ 42は奏で、41は胴部外面にヘラ描き沈線文 3条 と刺突文を施す。42は平底の底部で、外面にタ

テ方向のヘラミガキ調整を施す。43～45は重である。43は肩部片で、ヘラ描きによる線刻を施す。44

はわずかに上げ底、451ま平底の底部で、外面にヨコ方向のヘラミガキ調整を施す。

時期 :出土遺物の特徴より、弥生時代前期後半とする。
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第26図  SDl・ 3・ 4・ 7出土遺物実測図

SK6(第 21,29図 )

調査区中央部C7区に位置し、SD2底 面にて検出した。平面形態は不整形を呈し、規模は東西長
2.21m、 南北長0,79m、 深さ40cmを測る。断面形態は船底状で、東西壁体沿いはテラス状の高まりを

もつ。土坑埋土は黒褐色粘質シルトである。遺物は埋土中から、弥生土器が出上した。

出土遺物 (第29図 )

46は甕で、口縁端部に凹線文 1条、口縁上端部及び下端部に刻日、顎部に刻目凸帯文 1条を施す。

47～ 49は壺である。47は胴部に貼付凸帯文 2条を施す。48は直口口縁壼で、口縁部はわずかに内湾す

る。49は尖底である。

時期 :出土遺物 (48・ 49)の特徴と検出層位から、概ね弥生時代後期後半以前とする。
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弥生時代の遺構と遺物

① 黒褐色(10Y2/2)粘質シルトに、にぶい黄掲色(10Y5/3)
粘質シルトが斑点状に混入。

器土

石

●
　

▲

0         1m

(S=1:40)

(S=1 :4)

第27図  SKl測 量図 。出土遺物実測図

H=3870m

-47-



檸味四反地遺跡13次調査

SK7(第 21・ 30図 )
調査区南西部Al区に位置する。土坑西側は3号大型建物柱穴 (SP⑩)に切られ、南側はSD4
を切る。平面形態は不整精円形を呈するものと考えられ、規模は検出長径1.56m、 短径0.92m、 深さ

37cmを測る。断面形態はレンズ状を呈し、埋土は暗褐色粘質土である。土坑底面は平坦である。上坑

内から、遺物の出土はない。

時期 :出土遺物がなく時期特定は困難であるが切り合いから、概ね弥生時代後期後半以前とする。

① 黒色(10Y2/2)粘質土
(S=1 :40)

第28図 SK4測 量図・出土遺物実測図
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弥生時代の遺構と遺物

]

第29図  SK6測 量図・出土遺物実測図

① 黒掲色(10YR2/2)粘 質シルト 0         1m

(S=1:40)

148

0        1m

(S=1 :40)

① 暗褐色(7 5YR3/4)粘質土

第30図  SK7測 量図
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檸味四反地遺跡13次調査

古墳時代の遺構と遺物

吉墳時代の遺構は竪穴住居 9棟、大型建物 l棟、掘立柱建物 1棟、溝 2条、土坑 4基である。

(1)竪穴住居
S B10(第 21・ 22図、図版10)

調査区南東部C・ D2区に位置する。住居西側、北側はSB2を切り、南側はSPlに切られ、南
東側は調査区外に続く。平面形態は隅丸方形を呈するものと考えられ、規模は推定東西長3.9m、 推

定南北長3,7m、 壁高は8 cmを 測る。住居埋土は黒褐色粘質シルト (①層)である。住居床面にて、

径10～ 50cm大のピットを多数検出したが、主柱穴は特定するには至らなかった。遺物は埋土中から完

形品を含む弥生土器、土師器のほか臼玉が 1点出土した。遺物は住居中央部付近に弥生土器が集中し

て出土し、東側からは土師器が出土した。上師器の破片には、接合すると完形品や一部が欠損する完

形品があった (50。 51・ 54)。 このほか、住居北東隅にて1.Om× 05mの範囲に焼土の広がりを検出し

た。検出状況からカマドの残骸と考えられ、焼土内からは土師器甕 (51・ 53)が出土した。なお、調

査時はSB2と の切り合い関係が明確でなく、両者を同時に掘り下げたため、遺物は混在している可
能′l■がある。

出土遺物 (第 31図、図版19)

土師器 (50～ 55・ 64・ 65)50～53は甕で、50は復元完形品である。球形の胴部に口縁部は内湾し、

口縁端部は内傾する面をもつ。51は底部が欠損するが、ほぼ完形品である。球形の胴部に口縁部は内

湾し、日縁端部は内傾する九味のある面をもつ。52は口縁部が外反し、口縁端部は内傾する面をもつ。

53は胴部が長胴である。54は高杯の完形品である。口縁部はわずかに外反し、外部下位外面に明瞭な

稜をもつ。脚部は「ハ」の字状に開き、柱裾部内面に明瞭な稜をもつ。杯脚部の接合法は充填技法で

ある。55は高イの脚部で、柱裾部内面に明瞭な稜をもつ。杯脚部の接合法は充填技法である。64・ 65

は製塩土器で、器壁がうすく、熱を受けて変形している。

弥生土器 (56～ 63)56～58は壼で、56は広口董、57は長顎重である。58はわずかに上げ底の底部で

ある。59～ 62は鉢である。59は平底で、わずかに突出する。60は完形品。61は胴部片で、62は突出す

る小さな平底である。63は支脚の受部で、断面形態は円形である。

装飾品 (66)66は滑石製の臼玉で、直径0.40cm、 高さ0.25cm、 重さ005gを測る。

時期 :出上した土師器の特徴と切り合いから、古墳時代中期前半とする。
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檸味四反地遺跡13次調査

SBl(第 21・ 32図、図版11)

調査区南東部 C・ Dl区に位置する。住居西側は溝 SDlを 切り、北側はS P372・ 373に切られ、

住居東側及び南側は調査区外に続く。平面形態は隅丸方形を呈するものと考えられ、規模は東西検出

長2,74m、 南北検出長3.74m、 壁高は18cmを測る。住居埋土は黒褐色粘質シルト (①層)である。住

居床面西側にて、土坑 SK①を検出した。平面形態は楕円形を呈し、長径2.Om、 短径1.Om、 深さ24

cmを測る。埋土は黒色粘質シルト (④層)である。床面東側にて、土坑SK②を検出した。平面形態
は方形を呈するものと考えられ、規模は長さ1.Om、 幅05m、 深さ12cmを測る。埋土は黒褐色粘質シ

ルトに、にぶい黄褐色粘質シルトが少量混入するもの (②層)である。このほか、住居床面にて径10
～40cm大のピット30基を検出した。遺物は埋土中から弥生土器、土師器、須恵器のほか、土錘が出土

した。

出土遺物 (第 32図、図版20)

土師器 (67～ 70)67・ 68は甕で口縁部は内湾し、口縁端部は内傾する面をもつ。69は椀で、口縁部

は内湾する。70は土錘で、径0.4cmの子しを穿つ。

須恵器 (71～ 73)71は扁平な天丼部をもつ杯蓋で、日縁端部は内傾する面をもつ。72は不身で、た

ちあがり端部は内傾する凹面をもつ。73は有蓋高杯の蓋で、つまみ中央部は凹み、稜は明瞭である。

弥生土器 (74・ 75)74は壺の頸部片で、外面にヘラ描き沈線文 3条を施す。75は大型壷の胴部で、

外面にヘラ描き沈線文 3条を施す。

時期 :出上した土師器や須恵器の特徴と切り合いから、SBlの廃棄・埋没時期は古墳時代中期後
半とする。

SB3(第 21・ 33図、図版11)
調査区南部Bl～ C2区に位置する。住居東側はSDlを切り、住居北側はS P30、 西側はSP
28・ 29、 南側はS P10に 切られる。平面形態は隅九方形を呈するものと考えられ、規模は東西検出長

3.30m、 南北長3.67m、 壁高は14cmを測る。住居埋土は黒褐色粘質シルト (①層)ヽ である。住居床面

にて径15～65cm大のピット10基を検出したが、主柱穴を特定するには至らなかった。なお、住居床面

にて4基の3号大型建物柱穴 (SP④ o②・⑩・⑩)を検出した。遺物は埋土中から弥生土器、土師

器、須恵器、石器が出土した。

出土遺物 (第34図、図版20)

土師器 (76～ 79)76～79は奏で、76は底部を欠損するが、ほぼ完形品である。扁球形の胴部に口縁

部は内湾し、口縁端部は内傾する九味のある面をもつ。77・ 78は口縁部が内湾し、口縁端部は内傾す

る面をもつ。79は口縁部が直立し、口縁端部は内傾する面をもつ。

須恵器 (80～ 82)80は杯蓋で、日縁端部は内傾する凹面をなす。81は有蓋高杯の蓋である。つまみ

中央部がわずかに突出し、回縁端部は内傾する。82は無蓋高郭で、杯部中位に凸線 2条、凸線間に波

状文3～ 4条を施す。脚部に長方形状の透かし2ケ所を看取する。

弥生土器 (83)折曲口縁の甕で、口縁端部に刻目を施す。

石器 (84)84は緑色片岩製の石庖丁である。

時期 :出土した土師器、須恵器の特徴と切り合いから、SB3の廃棄・埋没時期は古墳時代中期後
半とする。
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檬味四反地遺跡13次調査

SB5(第 21・ 35図、図版12)
調査区南東部C3～ D4区に位置する。住居北側はS P68・ 73・ 74、 南偵Iは S P271、 東狽1は SP
277に切られる。平面形態は隅丸方形を呈し、規模は東西長3.35m、 南北長3.55m、 壁高は8 cmを測

る。住居埋土は暗褐色粘質シルト (①層)である。主柱穴はSP①～④の4本を確認した。各柱穴の

平面形態は円形～精円形を呈し、規模は径25～ 30cm、 深さ25～ 40cmを測る。柱穴掘り方埋土は暗褐色

粘質シルトに、にぶい黄褐色粘質シルトがブロック状に混入するもの (②層)である。住居壁体沿い

に溝を検出した。規模は幅10～.31cm、 深さ9 cmを測る。溝埋土は暗褐色粘質ンルト (①層)である。

遺物は埋土中から、土師器と須恵器が出土した。

出土遺物 (第35図 )

土師器 (85～ 88)85～87は椀で、口縁部が内湾してたちあがる。86の底部外面にヘラ記号を看取す

る.988は直口口縁で、口縁端部はわずかに内傾する。

須恵器 (89・ 90)89は杯蓋で、口縁端部は内傾する凹面をなする90は郭身で底部は九味をもち、た

ちあがり端部は内傾し、受部端に沈線状の凹みが巡る。

時期 :出土遺物の特徴から、SB5の廃葉・埋没時期は古墳時代中期後半とする。

SP10

�

①

②

③

黒掲色(7.5YR2/21粘質シルト。

黒褐色(10VR3/2)粘 質シルト。
黒色(10Y2/2)粘 質シルト。〔SDl埋土〕

・ 土器

▲石

1

(S=1 :50)

第33図  SB3測 量図
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SB6(第 21,36図、図版13)

調査区中央部西側A4～ B5区に位置する。住居南側は S P86イこ切られ、西側は調査区外に続く。

平面形態は方形を呈するものと考えられ、規模は東西検出長300m、 南北長4.50m、 壁高は30cmを 測

る。住居埋土は暗掲色粘質シルト (①層)である。住居壁体沿いに周壁溝を検出した。周壁溝は幅12

～15cm、 深さ3～ 6 cmを測る。埋土は暗褐色粘質シルト (①層)である。住居床面にて数条の溝を検

出した。溝は幅8～ 12cm、 深さ3～ 6 cmを測る。溝埋土は暗褐色粘質シルト (①層)である。このほ

か住居底面にて大小40基のピットを検出したが、主柱穴を特定するには至らなかった。遺物は床面中

央部西側の埋上下位付近から、ほぼ完形の小型壷 (93)や土師器片、須恵器片などが出上したほか、

埋土上位より弥生土器、鉄器、石器と径10～20cm大の円礫がまとまって出土した。

出土遺物 (第37図、図版21)

土師器 (91～ 105)91は甕で、口縁部は外反し口縁端部は九い。口縁部中位に不明瞭な稜をもつ。

92～ 98は壼である。92は直口口縁壼で、口縁端部は「コ」の字状である。93～ 98は小型壺である。93

は完形品で、口縁部は外反し口縁部中位に明瞭な稜をもつ。94は口縁部が直立気味で、口縁端部は丸

い。95～98は胴部片である。97・ 98は内面にヘラケズリ調整を施す。99は ミニチュア品。1001ま椀で、

口縁部は外傾して立ち上がる。101～ 105は高郭である。101・ 102は杯部で、口縁部はわずかに外反し、

古墳時代の遺構と遺物
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檸味四反地遺跡13次調査

邦部下位に不明瞭な稜をもつ。103～ 105は脚部である。103・ 104は柱裾部内面に明瞭な稜をもつ。

105の杯脚部接合法は充填技法である。

須恵器 (106～108)106は杯蓋で口縁端部は内傾 し、わずかに凹面をなす。107・ 108は盟である。

107は口縁部に凸線 1条 と波状文 3条を施す。108は胴部中位に径1.6cmの孔を穿つ。

瓦質土器 (109)109は 瓦質土器で、日縁部は断面形態が三角形状に肥厚する。口縁端部下位に波状

文 3条を施す。
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◎
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暗掲色 (7 5YR2/3)粘質ンル ト。

暗褐色 (7.5YR2/3)粘質シル トに

にぶい黄掲色 (10Y5/3)粘質シル トがブロック状に混入。
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第35図  SB5測 量図・出土遺物実測図
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古墳時代の遺構と遺物

弥生土器 (110～■3)110。 111は甕の口縁部で、■0は口縁端面に凹線文 1条 と頸部に押圧凸帯文

1条 を施す。112・ 113は壼である。112は広口壼で口縁端部を上下方に拡張し、口縁端面に凹線文 4

条を施す。113は肩部片で刺突文を施す。

石器 (114・ ■5)114・ ■5はサヌカイト製の打製石鏃である。

鉄器 (l16・ 117)116。 117は器種不明の鉄器である。116は重量3.4g、 ■7は2.3gを測る。

時期 :出上した土師器、須恵器の特徴から、SB6の 廃棄・埋没時期は古墳時代中期後半とする。

Ｅ
Ｏ
峙
∞
〇
＝
正

彎0
ρΘ
陥①
③

ゴ

D
◎

①

③O③

①

②

H=3870m

暗掲色 (7 5YR2/3)粘質シル ト。

暗褐色 (7.5YR2/3)粘質シル トに、にぶい黄褐色 (10Y5/3)粘質シル トが

斑点状に少量混入。

第36図  SB6測 量図

●土器

▲石

0        1        2m

(S=1 :50)

雰
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檸味四反地遺跡13次調査

SB8(第 21'38図、図版12)

調査区中央部西側 B5・ 6区に位置する。住居内部を掘立 1、 西側は S P262、 南側は SP127・

130'131に切られる。平面形態は隅丸方形を呈し、規模は東西長28m、 南北長2,4m、 壁高は35cmを

測る。住居埋土は2層に分層され、上層は黒色粘質シルト (①層 )、 下層は黒色粘質シル トに、にぶ

い黄褐色粘質シル トが斑点状に混入するもの (②層 )、 にぶい責褐色粘質シル ト (③層)である。住

居南側から南東部にかけてテラス状の段を検出した。規模は幅0.4～ 1.Om、 高さ15cmを測る。このほ

か、住居底面にて径10～ 20cm大のピットを32基検出したが、主柱穴を特定するには至らなかった。遺

物は埋土中より弥生土器、土師器、須恵器が出土した。

出土遺物 (第38図、図版21)

土師器 (118'119)118は 甕で回縁部は内湾し、口縁端部は「コ」の字状を呈する。1191ま奏で、胴

部に貝殻文を施す。

須恵器 (120。 121)120は杯身で、たちあがり端部は内傾する面をもつ。121は高不で、脚部に長方

形状の透かし3ヶ所を施す。

弥生土器 (122～ 124)122は底部を欠損するほぼ完形の広口壷である。口縁端部を上方に拡張し、

口縁端面に凹線文 2条 と顎部に刻目を施す。123・ 124は高杯である。1231ま 口縁部に凹線文 2条 と凹

線文間に貝殻文を施す。124は 口縁部に凹線文 2条 と凹線文上に刻目を施す。

時期 :出土した土師器、須恵器の特徴から、SB8の廃棄・埋没時期は古墳時代中期後半とする。
S Bll(第 21,39図、図版14)

調査区北部B6～ D7区 に位置する。住居北西側はSB9、 南側はSD2を 切 り、西側はSP
187、 南側はS P149。 195・ 382に切られ、東側は調査区外に続く。平面形態は方形を呈するものと考

えられ、規模は東西検出長8.Om、 南北検出長6.4m、 壁高は20cmを 測る。住居埋土は暗褐色粘質シル

トに、にぶい責褐色粘質シルトが混入するものである。住居底面にて40～80cm大のピット4基を検出

したが、主柱穴を特定するには至らなかった。遺物は埋土中から弥生土器、須恵器、土師器、石器、

自玉が出上した。

出土遺物 (第 40。 41図 )

土師器 (125～ 127・ 151)125は奏で、口縁部は内湾し口縁端部は内傾する面をもつ。126・ 127は高

杯である。127は脚部で、郭脚部の接合法は差込技法である。151は製塩土器で器壁がうすい。

須恵器 (128～ 138)128～ 130は杯蓋である。128は天丼部が九く、日縁端部は内傾する凹面をなし、

稜は明瞭である。129,130は 口縁端部が丸 く、130は稜が凹線状に凹む。131・ 132は杯身である。両

者共に底部は九味をもち、たちあがり端部は内傾する凹面をなす。133～ 135は高杯である。138は無

蓋高杯で、杯部中位に凸線 2条 と波状文を施す。134・ 135は脚部で、134は長方形状の透かしlヶ 所

を看取する。135は脚端部を下方に屈曲し、透かしlヶ 所を看取する。136・ 137は広口壼である。両

者共に口縁端部は九味のある長方形状に肥厚する。138は奏で、口縁端部を三角形状に肥厚する。

弥生土器 (139～150)139～ 141は甕である。139。 140は 口縁端面に凹線文、顎部に押圧凸帯文 1条

を施す。141は折曲回縁で、口縁端部に刻目を施す。142～ 145は複合口縁重である。1421よ半我竹管文

と竹管文を施す。1441よ刻目、145は波状文を施す。146・ 147は広口壼である。146は 口縁部を上下方

に拡張し、日縁端面に凹線文 2条 と刻目を施す。147は 口縁端部を上下方に拡張し、口縁端面に凹線

文 4条 と山形文を施す。大型品。1481ま奏の底部で、上げ底である。149は支脚の受部で、中空となる。

150は器種不明品である。

石器 (152)152は 緑色片岩製の石庖丁で、 1/3の 残存である。
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樟味四反地遺跡13次調査

装飾品 (153)153は 滑石製の臼玉で、直径0,70cm、 高さ0,20cm、 重さ0.14gを測る。

時期 :出土した土師器、須恵器の特徴と切り合いから、 S Bllの廃棄・埋没時期は古墳時代中期後

半とする。

●土器
▲石

Ｅ
Ｏ
Ｏ
．∞
〇
＝
〓

ゴ

①

②

　

③

④

黒色 (10Y2/2)粘質シル ト。

黒色 (10Y2/2)粘質ンル トに、にぶい黄掲色 (10Y5/3)粘質シル トが

斑点状に混入。

にぶい黄掲色 (10Y5/3)粘質シル ト。

黒掲色 (10YR2/3)粘 質シル ト。

0           10

(S=1:4)

第38図  SB8測 量図・出土遺物実測図
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古墳時代の遺構と遺物

SB9(第 21,42図、図版14)

SB9は 調査区北部B6～D8区に位置する。調査当初は、住居北東隅がやや突出する方形プラン

の住居と考え埋上の掘り下げをおこなった。埋上を掘り下げた時点で、方形プランをなす住居 (改築

時)を確認し、 2棟の重複住居であることがわかった。

その後土層観察の結果、先行する時期の住居は埋土②、後出する時期の住居は主に埋土①の住居で

あることがわかった。なお、重複か建替なのか判断しがたいが、住居床面の標高値や住居形態から建

替と考えた。なお、出土遺物は埋上下位で取り上げたもの (154～ 174)と埋土上位で取り上げたもの

(175～208)と を、別々で掲載した。ここでは、構築時と改築時 (縮小)と に分けて説明する。

i)構築時 :住居南東側はS Bll、 南側はSD2を切り、5基の柱穴 (S P257・ 261'304'379・

380)に切られる。平面形態は方形を呈するものと考えられ、規模は北東一南西長8.2m、 北西―南東

長7.8m、 壁高24cm、 床面積64∬ を測る。住居埋土は黒褐色粘質シルトに、にぶい黄褐色粘質シルト

がブロック状に少量混入するもの (②層)である。住居床面にて径40cmの ピット1基を検出したが、

主柱穴は不明である。

H=3860m

① 暗掲色(7 5YR3/3)粘質シルトに、にぶい黄掲色
(10Y5/3)粘質シルトが少量混入。 0     1     2m

(S=1 :80)

第39図  S Bll測量図

}ノ

-61-



檸味四反地遺跡13次調査

――

髭 127

129                         130

3     (≦」とこ≡=と[__!どさ蛍レ

、D:。 [J

　ヽ
０
、
“

　

胃

＼

ゝ

Ｗ

、
‐４２

く

‐

0              10            20cm

(S=1:4)

第40図  SBll出土遺物実測図(1)

-62-



古墳時代の遺構と遺物

0              10            20cm

(S=1 :4)

0              5cm

(S=1 :2)

第41図  SBll出土遺物実測図(2)

ii)改築時 :平面形態は方形を呈し、規模は北東一南西長8.6m、 北西―南東長6.6m、 壁高20cm、

床面積56ゴ を測る。住居埋土は黒褐色粘質シルト (①層)である。主柱穴はSP①～①の4本を確認
した。各柱穴の平面形態は円形～楕円形を呈し、規模は径30～ 60cm、 深さ20cmを測る。柱穴掘り方埋

土は黒褐色粘質シルトに、灰黄色粘質シルトが少量混入するもの (⑤層)である。周壁溝は住居北西

側と北東側で検出した。規模は幅15～ 30cm、 深さ10cmを測る。埋土は暗褐色粘質シルトに、灰色砂が

少量混入するもの (④層)である。このほか、住居床面にて柱穴30基を検出した。平面形態は円形～

楕円形を呈し、規模は径40～ 80cm、 深さ15cmを測る。埋土は黒色土である。また、住居北東側で土坑

SK①を検出した。平面形態は不整楕円形を呈し、規模は長径16m、 短径0.6m、 深さ16cmを測る。
埋土は暗褐色粘質シルトに、灰色砂が少量混入するもの (④層)である。構築時及び改築時の北壁付

近には、径1.2mの範囲に焼土塊を検出したが、おそらくカマドの残骸ではないかと推測される。遺

物は住居南東部の埋土中位付近から、ほぼ完形の須恵器杯身2点 (181,182)と、埋土中より上師器

片や須恵器片、臼玉、鉄器片、紡錘車、土錘が出上した。

出土遺物 (第 43・ 44図、図版22・ 23)

①埋上下位出土品

土師器 (154～ 172・ 174)154～ 165は甕である。口縁部が内湾するもの (154～ 156・ 158～ 165)と

外反するもの (157)に分けられる。口縁部が内湾するものには、口縁部中位に稜をもつもの (159～

165)、 稜をもたないもの (154～ 156、 158)がある。166は椀で、口縁部は内湾して立ち上がり、口縁

端部は九い。167・ 168は高杯である。168は柱裾部内面に稜をもつ。169～ 172は甑である。170は楕円

形孔を lヶ 所看取する。171・ 1721よ把手で、断面形態は楕円形を呈する。174は製塩土器で器壁がう

すく、口縁端部は尖る。

須恵器 (173)173は 須恵器の広口壷で、口縁端部下に凸線 1条を施す。

②埋土上位出土品

須恵器 (175～ 196)175～ 177は郭蓋である。175は天丼部がやや扁平で、口縁端部は内傾する凹面

をなす。176・ 1771よ天丼部が九く、口縁端部は内傾する凹面をなす。178～ 1821ま杯身である。181・
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構味四反地遺跡13次調査

182は完形品。178・ 180は底部が扁平で、179。 181'182は九い。たちあがり端部は、すべて内傾する

凹面をなす。183～ 189は高杯である。183,184は有蓋高杯の蓋で、つまみ中央部が凹み、183は 口縁

端部が内傾する凹面をなす。185～ 187は無蓋高杯である。185は台形状の透かし3ヶ 所を看取する。

186・ 187は 口縁部中位に凸線と下位に波状文を施す。188は脚部に長方形状の透かし2ヶ所、189は 1

ヶ所を施す。190。 191は抗である。190は胴部中位に凸線 2条 と凸線間に波状文を施す。191は凸線 1

条と波状文を施す。192・ 198は醒である。両者共に胴部中位に沈線 2条 と沈線間に波状文を施す。

194は短頸重で口縁部は短く直立し、端部は九い。195'196は奏で、195は 口縁端部を長方形に肥厚す

る。196は 口縁部下位に凸線 1条を施す。

土師器 (197・ 204)197は 甑の把手で、断面形態は楕円形を呈する。204は土錘で、径0.4cm大 の孔

を穿つ。

弥生土器 (198～203)198は 甕の底部で、平底である。外面にタタキ調整を施す。199～ 203は壷で

ある。199は広口重で口縁部を上方に拡張し、口縁端面に凹線文 3条を施す。200～ 203は肩部片である。

200は沈線文 2条 と貝殻文、201は貝殻文、202はヘラ描きによる線刻、203は刺突文を施す。

石器 (205)205は 完形の有孔円板である。滑石製。

鉄器 (206)206は 鉄製の刀である。長さ10。 lcm、 幅2.Ocm、 厚さ0.6cm、 重さ20.3gを 測る。

装飾品 (207・ 208)207・ 208は滑石製の臼玉で、直径0.46～ 0,60cm、 高さ0.30～ 0.41cm、 重さ0.10～

0.20gである。

時期 :埋土上位出土品の特徴より、SB9の 廃棄・埋没時期は古墳時代後期前半とする。

SB7(第 21・ 45図 )

調査区中央部東側 C・ D5区に位置する。住居北側はS P140・ 300・ 311・ 376、 西側はS Pl13・

114・ 115。 135。 378に切られ、住居東側は調査区外に続く。平面形態は隅丸方形を呈し、規模は東西

検出長2.8m、 南北長3.8m、 壁高は10cmを測る。住居埋土は極暗褐色粘質シルト (①層)である。周

壁溝は住居北・西・南側で検出した。規模は幅12～ 24cm、 深さ18cmを測る。埋土は極暗褐色粘質シル

ト (①層)である。床面にて径15～45cm大のピットを5基検出したが、主柱穴は特定できなかった。

遺物は埋土中から土師器片、須恵器片が少量出土した。

出土遺物 (第45図 )

土師器 (209)209は 土師器の高郭で、杯部下位に明瞭な稜をもつ。

須恵器 (210)210は 郭蓋片で、口縁端部は内傾する凹面をなす。

時期 :出土遺物が少なく時期特定は難しいが、出土遺物の特徴より、SB7の廃棄・埋没時期は、
概ね古墳時代後期前半とする。
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檬味四反地遺跡13久調査
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種暗掲色 (7.5YR2/3)粘質シル ト

暗褐色 (7.5YR3/3)粘質シル ト

第45図  SB7測 量図
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(2)掘立柱建物

構味四反地遺跡ではこれまでの調査において、ね味四反地遺跡 6次調査 (平成10年度 :1号大型建

物と呼称)、 同8次調査 (平成15年度 :2号大型建物と呼称)で、それぞれ大型建物が発見されてい

る。今回検出した大型建物は槍味地区において3例 目となるため、 3号大型建物と呼称して報告す

る。調査当初は3号大型建物を構成する36基の柱穴のうち、10基が竪穴住居の床面で検出したため、

竪穴住居に伴う主柱穴と判断して調査をおこなった。各柱穴完掘後、調査終了時点で柱穴が並ぶこと

がわかり、これらの柱穴も大型建物の柱穴であることが判明した。その時点において各柱穴は完掘状

態であり、土層断面図は作成できていないため、土層堆積状況は不明である。なお、各柱穴は、東西

列と南北列のエレベーション図の測量のみをおこなった。大型建物の断面ポイントは、東西列がA～

Gラ イン、南北列はH～Mラ インの断面図を掲載する。

3号大型建物 (第 21・ 46～ 48図、図版15'16)

調査区南西部Al～ C2区に位置する。南北 6間 (1106m)、 東西 5間以上 (96m)を 測る総柱建

物で、建物方位は真北よりやや西に振っている。建物を構成する柱穴の一部はSB2・ 4(弥生時代

後期後半)、 SB3(5世 紀後半)掘 り下げ後の床面にて検出された。SP②・⑦・〇・⑬・⑩はS
Dl、 SP⑩はSK7、 SP④はSD4、 SP④はSD3を切り、建物西側及び南側は調査区外に続

く。調査では36基の柱穴を検出した。側柱を構成する柱穴は平面形態が隅九長方形～楕円形を呈して

おり、さらに建物東側の側柱は東西に長い長方形を呈し、北側と南側は南北に長い長方形を呈する。

規模は径90～ 120cm、 深さ45～55cmを測る。なお、柱穴は建物内側部分がテラス状となっており、柱

抜き取りの際の掘り方ではないかと推測される。遺物は14基の柱穴内から弥生土器片、土師器片が出

土した。各柱穴内からは、主に甕形土器の胴底部片 (タ タキ調整あり)が数多く出土している。

〔建物を構成する柱穴〕

SP① :建物北西部に位置する側柱で、SB4床面にて検出した。平面形態は隅九長方形を呈し、

規模は長軸140cm、 短軸96cm、 深さ52cmを測る。断面形態は北狽」と東側がテラス状になる。柱穴内か

ら、遺物の出土はない。

SP② :建物北西部に位置する側柱で、SDlを 切る。平面形態は不整楕円形を呈し、長径130

cm、 短径80cm、 深さ56cmを測る。断面形態は北側と南側がテラス状になる。遺物は、甕の胴部片や壼

の頸部片が出上した。

SP③ :建物北東部に位置する側柱である。平面形態は不整形を呈し、長径110cm、 短径56cm、 深

さ64cmを淑1る。断面形態は北側と南側がテラス状になる。柱穴内から、遺物の出土はない。

SP④ :建物北東隅に位置する側柱である。平面形態は隅丸方形を呈し、長軸70cm、 短軸60cm、 深

さ50cmを測る。断面形態は北側がテラス状になる。柱穴内から、遺物の出土はない。

SP⑤ :建物北西部に位置する束柱で、西側は調査区外に続く。平面形態は楕円形を呈し、検出長

径70cm、 短径70cm、 深さ30cmを 測る。埋土は黒褐色粘質シルト (①層)である。断面形態は北東側が

テラス状になる。柱穴内から、遺物の出土はない。

SP⑥ :建物北西部に位置する束柱であり、SB4床面にて検出される。平面形態は楕円形を呈

し、長径66cm、 短径36cm、 深さ32cmを測る。埋土は黒褐色粘質シルト (①層)である。断面形態は東

側がテラス状になる。柱穴内から、遺物の出土はない。

SP⑦ :建物北西部に位置する束柱で、SDlを切る。平面形態は円形を呈し、径44cm、 深さ20cm

を測る。埋土は黒褐色粘質シルト (①層)である。柱穴内から、遺物の出土はない。

SP③ :建物北東部に位置する束柱である。平面形態は円形を呈し、径56cm、 深さ86cmを測る。柱
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穴内から、遺物の出土はない。

SP⑨ :建物北東部に位置する側柱である。平面形態は隅丸長方形を呈し、長軸100cm、 短軸44

cm、 深さ50cmを 測る。西側がテラス状になる。遺物は、甕の胴部片が数点出土した。

SP⑩ :建物中央部西側に位置する東柱で、SB4床面にて検出した。平面形態は楕円形を呈し、

長径50cm、 短径44cm、 深さ44cmを 測る。埋土は黒褐色粘質シルト (①層)である。柱穴内から、遺物

の出土はない。

SPO:建物中央部西側に位置する束柱で、SB4の床面で検出した。平面形態は楕円形を呈し、

長径76cm、 短径60cm、 深さ28cmを 測る。埋土は黒褐色粘質シルト (①層)である。遺物は、タタキ痕

が施される甕と壷の胴部片が出土した。

SP⑫ :建物中央部に位置する束柱である。平面形態は円形を呈し、径40cm、 深さ30cmを測る。埋

土は黒褐色粘質シルト (①層)である。遺物は、須恵器杯蓋の小片が出土した。

SPO:建物中央部東側に位置する東柱で、S Dlを切る。平面形態は円形を呈し、径60cm、 深さ

40cmを測る。柱穴内から、遺物の出土はない。

SP⑭ :建物中央部東側に位置する側柱で、SB2を切る。平面形態は不整精円形を呈し、長径

110cm、 短径64cm、 深さ44cmを測る。柱穴内から、遺物の出土はない。

SPO:建物中央部西側に位置する束柱である。平面形態は円形を呈し、径50cm、 深さ48cmを測
る。埋土は黒掲色粘質シルト (①層)である。遺物は、タタキ痕が残る鉢の胴部片が出上した。

SP④ :建物中央部西側に位置する東柱である。平面形態は楕円形を呈し、長径60cm、 短径40cm、

深さ38cmを測る。埋土は黒褐色粘質シルト (①層)である。柱穴内から、遺物の出土はない。

SP⑦ :建物中央部西側に位置する束柱である。平面形態は円形を呈し、径40cm、 深さ36cmを測

る。断面形態は西側がテラス状になる。遺物は、タタキ痕が残る鉢の胴部片が出土した。

SPO:建物中央部東側に位置する東柱で、SDlを切る。平面形態は円形を呈し、径56cm、 深さ

30cmを 測る。柱穴内から、遺物の出土はない。

SP⑩ :建物中央部東側に位置する側柱で、SB2床面にて検出した。平面形態は楕円形を呈し、

長径76cm、 短径58cm、 深さ28cmを 測る。埋土は黒褐色粘質シルト (①層)である。断面形態は南側が

テラス状になる。柱穴内から、遺物の出土はない。

SP⑩ :建物南西部に位置する束柱で、SK7を切る。平面形態は円形を呈し、径30cm、 深さ48cm

を波1る。断面形態は西側がテラス状になる。遺物は、秦の口縁部と底部が出土した。

SP④ :建物南西部に位置する束柱で、SD4を切る。平面形態は楕円形を呈し、長径60cm、 短径

44cm、 深さ44cmを 測る。柱穴内から、遺物の出土はない。

SP② :建物南西部に位置する束柱で、SD4を切る。平面形態は楕円形を呈し、長径60cm、 短径

50cm、 深さ40cmを測る。断面形態は北東側がテラス状になる。遺物は、甕の口縁部片、甑の把手、須

恵器の杯身片が出土した。

SP④ :建物南東部に位置する束柱で、SB3床面にて検出した。平面形態は楕円形を呈し、長径

64cm、 短径50cm、 深さ30cmを測る。埋土は暗褐色粘質シルト (②層)である。断面形態は東側がテラ

ス状になる。遺物は、タタキ甕の胴部片が数点出上した。

SP② :建物南東部に位置する束柱で、SB3床面にて検出した。平面形態は円形を呈し、径40

cm、 深さ20cmを 測る。埋土は2層あり、暗褐色粘質シルト (②層)と 黒褐色粘質シルト (③層)であ

る。遺物は、弥生土器の童の口縁部片、鉢の口縁部片が出上した。

SP⑮ :建物南東部に位置する側柱で、SB2床面にて検出した。平面形態は楕円形を呈し、長径
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60cm、 短径48cm、 深さ36cmを 測る。埋土は黒褐色粘質シルト (①層)である。柱穴内から、遺物の出

土はない。

SP④ :建物南西部に位置する東柱で、SD3を切る。平面形態は楕円形を呈し、長径64cm、 短径
40cm、 深さ60cmを 測る。柱穴内から、遺物の出土はない。

SP② :建物南西部に位置する東柱で、平面形態は円形を呈し、径60cm、 深さ36cmを測る。柱穴内
から、遺物の出土はない。

SP④ :建物南西部に位置する束柱である。平面形態は不整楕円形を呈し、長径80cm、 短径50cm、

深さ44cmを測る。遺物は、鉢の口縁部片が出上した。

SP⑩ :建物南東部に位置する束柱である。平面形態は楕円形を呈し、長径50cm、 短径30cm、 深さ
32cmを測る。埋土は暗褐色粘質シルト (②層)である。柱穴内から、遺物の出土はない。

SP⑩ :建物南東部に位置する東柱である。平面形態は楕円形を呈し、長径70cm、 短径44cm、 深さ
24cmを測る。埋土は暗掲色粘質シルト (②層)である。柱穴内から、遺物の出土はない。

SP① :建物南東部に位置する側柱である。平面形態は楕円形を呈し、長径80cm、 短径60cm、 深さ
58cmを測る。断面形態は西側がテラス状になる。遺物は、弥生土器、土師器、須恵器の小片が少量出

土した。

SP⑫ :建物南西部に位置する側柱で、南側は調査区外に続く。東西長42cm、 南北検出長16cm、 深
さ20cmを測る。埋土は黒褐色粘質シルトに、にぶい黄褐色シルトがブロック状に混入するもの(④層)

である。柱穴内から、遺物の出土はない。

SPO:建物南西部に位置する側柱で、南側は調査区外に続く。平面形態は隅九方形を呈し、長軸
62cm、 短軸48cm、 深さ22cmを 測る。埋土は褐灰色粘質シルトに、にぶい責掲色シルトがブロック状に

混入するもの (⑤層)である。遺物は、タタキ痕が施される甕の胴部片が数点出土する。

SP① :建物南東部に位置する側柱である。平面形態は隅九長方形を呈し、長軸100cm、 短軸42
cm、 深さ50cmを 測る。埋土は2層あり、黒褐色粘質シルト (①層)と 暗褐色粘質シルト (②層)であ

る。断面形態は北側がテラス状になる。遺物は、弥生土器、土師器の小片が出土する。

SP⑮ :建物南東部に位置する側柱である。平面形態は隅九長方形を呈し、長軸96cm、 短軸60cm、

深さ60cmを 測る。断面形態は北側がテラス状になる。柱穴内から、遺物の出土はない。

SP⑩ :建物南東部に位置する側柱で、SDlを切る。平面形態は楕円形を呈し、長径60cm、 短径
50cm、 深さ60cmを測る。断面形態は北狽1がテラス状になる。柱穴内から、遺物の出土はない。

出土遺物 (第 49・ 50図、図版23)

SP② (211・ 212)211,212は 弥生土器である。211は甕の胴部片で、タタキ調整を施す。212は壺
の頸部片で、貼付凸帯文1条 と凸帯上に斜格子目文を施す。

SP⑨ (213)213は 弥生土器甕の胴部小片で、タタキ調整を施す。
SP① (214～216)214～ 216は弥生土器である。214は甕の胴部小片で、タタキ痕が顕著である。
215は甕の底部片で、平底である。216イよ壺の胴部小片である。

SP⑫ (217)217は 須恵器郭蓋の口縁部小片である。
SP⑮ (218)218は 弥生土器鉢の胴部小片で、タタキ調整を施す。
SP⑫ (219～222)219～ 222は弥生土器である。219は広口壼の回縁部片、220は三の胴部小片であ
る。221は鉢の胴部小片で、外面にタタキ調整を施す。222は支脚の受部で、断面は楕円形を呈する。

SP⑩ (223・ 224)223・ 224は弥生土器である。223は甕の口縁部小片、224は底部片で、タタキ調
整を施す。
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SP② (225～227)225は 土師器奏の口縁部小片で、口縁端部は内傾する面をもつ。226は土師器甑

の把手である。227は須恵器杯身の小片である。

SP④ (228・ 229)228'229は 弥生土器である。228は甕の胴部片で、タタキ調整を施す。229は複

合口縁壷の口縁部である。

SP② (230・ 231)230・ 231は弥生土器である。230は広口壼で口縁端部を下方に拡張し、口縁端

面に波状文 5条を施す。231は鉢の口縁部小片である。

SP② (232)232は 弥生土器鉢の小片で、口縁部は直立する。
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④ 黒掲色(10YR3/1)粘質シルトに、にぶい黄褐色
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第47図  3号大型建物柱穴断面図(1)

H=3870m

SP⑮

o     1     2m

(S=1 :80)

SP②

式 ② 片

SP⑫

※A～Gは断面図作成ライン

① 黒褐色(10YR3/1)粘 質シルト。
② 暗掲色(7 5YR3/4)粘質シルト。
③ 黒褐色(10YR2/2)粘 質シルト。
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SP⑪ (233～235)233は 土師器高郭の杯部小片で、234は弥生土器の甕で上げ底の底部である。
235は須恵器邦蓋の小片で、稜は明瞭である。

SP⑬ (236～238)236・ 237は弥生土器である。236は奏の胴部河ヽ片で、タタキ痕が残る。237は折
曲口縁の鉢小片である。238は須恵器杯身の小片である。

SP⑭ (239～243)239～ 242は弥生土器である。239は奏の日縁部、240は壷の肩部小片で、貝殻文
を施す。241は突出する鉢の底郡片である。242は支脚片で中空となる。243は土師器の高杯で、柱裾

部内面に明瞭な稜をもつ。

時期 !出土遺物の特徴と遺構の切り合い等から、古墳時代初頭とする。
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第48図  3号大型建物柱穴断面図(2)
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古墳時代の遺構と遺物

第49図  3号大型建物出土遺物実測図(1)
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第50図  3号大型建物出土遺物実測図(2)
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古墳時代の遺構と遺物

掘立 1(第21・ 51図 )

調査区中央部西側B・ C4～ B6区に位置する。 2間 ×4間の南北棟で、3基の建物柱穴 (SP⑩
～⑫)は SB8を切り、SP②はS P 160に切られる。建物方位は真北より19° 西へ振っている。規

模は桁行長3,70m、 梁行長640mを 測る。各柱穴の平面形態は円～楕円形を呈し、規模は径60～ 90

cm、 深さ10～20cmを測る。柱穴掘り方埋土は暗褐色粘質シルト (①層)である。柱痕はSP③で検出

され、柱痕径は15cmを測る。柱痕埋土は黒褐色粘質シルト(②層)である。遺物は柱穴掘り方内から、

弥生土器片や土師器片が少量出土した。

出土遺物 (第 51図 )

244は弥生土器である。広口壼の回縁部で、日縁端部を上方に拡張し口縁端面に凹線文3条を施す。

245。 246は土師器である。245は小型壼で、内外面共にナデ調整を施す。246は高郭の杯部で、口縁部

はわずかに外反する。

時期 :出上した土師器の特徴と遺構の切り合い等から、古墳時代中期後半以降とする。

(3)溝
SD2(第 21・ 52図、図版16・ 17)
調査区中央部、A5～ D7区に位置する北東―南西方向の溝である。SD2は、平成10年度に実施

した檸味四反地遺跡 6次調査検出の溝SD001の 延長部分である。
溝中央部はSB9・ ■、北側はS P183・ 384・ 385、 南側は S P 182・ 383に切られ、両端は調査区

外に続く。溝は第Ⅸ層上面で検出し、溝上面は第Ⅶ層が覆う。規模は検出長145m、 幅0.80～ 150

m、 深さ20～ 38cmを測る。断面形態はレンズ状を呈する。埋土は8層に分層され、上層は黒褐色粘質

土 (①層)で、厚さ15～20cm(第Ⅶ層上面下)、 下層は黒褐色粘質土に直径 l cm大の石が混入するも

ので、下位には直径 5～20cm大の河原石が多量に出土した (②層)① 厚さ20cmを 測る。最下層は黒褐

色粘質土に、にぶい掲色土がブロック状に混入するもの (③層)で、厚さ5 cmを測る。溝は①層 。②

層・③層の順で掘り下げをおこない、遺物を取り上げた。溝西側の 1区、2区では①層を掘り下げた

後、②層上面にて径10～20cm大の河原石 (礫層)が出土した。溝東側及び西側底面では径10～ 50cm大

のピット35基を検出した。溝底はほぼ平坦である。遺物は上層、下層、礫層、及び調査時に設定した

セクションベルト、 トレンチ内から出土した。すべての地点からは、弥生時代中期後半から古墳時代
の土器が混在して出上した。このうち、下層出土品には分銅形土製品が 1点含まれる。

出土遺物

i)1区下層出土品 (第 53・ 54図、図版23)

弥生土器 (247～263・ 265～276)247～ 257は甕である。247は折曲口縁で、口縁端部に刻目を施す。

248は 口縁部下に貼付凸帯文 1条 と、凸帯上に押圧を施す。249は 口縁部が「く」の字状を呈し、口縁

端部はナデにより凹む。251～253は 回縁部が「く」の字状を呈し、口縁端部は九い。254～256は底部

で、254・ 255は平底、256は上げ底である。外面にタテ方向のヘラミガキ調整を施す。257は長胴で、

底部は小さな平底となる。胴部外面にタタキ調整を施す。258～268は重である。258～261は広口壼の

回縁部で、258は 口縁端部に刻日、日縁内面に貼付凸帯文 1条を施す。大型品。259～261は口縁端部

を上下方に拡張し、口縁端面に凹線文を施す。262は複合口縁壷で、日縁部に波状文4条を施す。263

は長顎壼で、頸部にヘラ描き沈線文 6条及び貼付凸帯文 1条と凸帯上に貝殻文を施す。265～268は底

部である。265は平底、266・ 267は わずかに上げ底である。268は大型壼の底部で、突出する平底であ

る。269～273は 鉢である。269,270は 口縁部が外反し、271・ 272は突出する小さな平底である。
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予

① 暗掲色(7.5YR3/3)粘質シルト
② 黒掲色(10YR2/3)粘 質シルト

(S=1 :60)
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第51図 掘立 1測量図 。出土遺物実測図
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① 黒褐色(10YR3/1)粘 質土
② 黒褐色(10YR3/2)粘 質上に、直径l cm大の石が20°/。程度混入。
直径5～20cm大の河原石 (花商岩)が多量に出土。
③ 黒褐色(10YR3/2)粘 質上に、にぶい掲色(7 5YR5/4)土がブロック状に混入する。

〔西壁〕

第52図  SD2測 量図

-79・ 80-



古墳時代の遺構と遺物

274・ 275は高郭である。274は口縁部に凹線文を施し、凹線文下に刻目を施す。275は脚部で、杯部と

脚部の接合法は差込技法である。277は分銅形土製品で、眉毛と目の表現がある①裏面から径0.3cmの

孔を穿つ。

土師器 (264・ 276)264は小型壷で、口縁部は直立し顎部内面に稜をもつ。276は器台である。

石器 (278)278は緑色片岩製の石庖丁の未製品である。

ii)2区下層出土品 (第 55図、図版24)

弥生土器 (279～ 297)279～ 286は甕である。279は 口縁端面に凹線文 1条 と刻日、顕部に押圧凸帯

文 1条 を施す。280は月同部外面に刺突文を施す。281～286は底部である。281・ 282は平底で、外面に

タテ方向のヘラミガキ調整を施す。283。 284は上げ底である。285・ 286は平底で、外面にタタキ調整

を施す。287～293は壺である。287は広口壺で、口縁部は外反し口縁端部を上下方に拡張後、口縁端

面に凹線文 3条を施す。288は長顎壼の口縁部で、わずかに外反する。289は底部が欠損するほぼ完形

品の小型の壺で、口縁部が外反し口縁端部は先細 りする。290は大型壷の肩部で、外面に刺突文を施

す。291は頸部に刻目凸帯文 1条 を施す。292は胴部片、293は大型壼の底部で平底となる。底部外面

にタタキ調整を施す。294・ 295は鉢である。294は口縁部を上下方に拡張し、口縁端面に凹線文 2条

を施す。頸部に刺突文を施す。295は底部で、小さな平底である。底部外面にタタキ調整を施す。296

は高杯の脚部で、脚部内面にシボリ痕を残す。297は器台の脚部で、裾部外面に凹線文 5条以上を施

す。

石器 (298)298は、ほぼ完形品の砥石である。

�)1区上層出土品 (第 56図、図版24)

弥生土器 (299～324)299～ 805は甕で、299は口縁部が「く」の字状を呈し、回縁端部は「 コ」字

状となる。300は 口縁部が直立し、口縁端部は面をもつ。301は頸部内面に明瞭な稜をもつ。302は胴

部片、303・ 304は底部片である。304は平底で、底部外面にヘラミガキ調整を施す。305は上げ底の底

部である。306～ 316は壷である。306・ 307は広口壺で、306は口縁部が外反し、口縁端部を上下方に

拡張し、口縁端面に凹線文 4条を施す。307は小型品で口縁部が外反し、口縁端部を上下方に拡張し、

口縁端部に凹線文 3条 を施す。308は広口壼で、回縁部は下方に垂下し、口縁端面にヘラ描き斜線文

を施す。309は複合口縁壺で、口縁拡張部外面に刻目を施す。311・ 312は鉢である。311は口縁部が外

反し、口縁端部は先細 りする。顎部内外面に不明瞭な稜をもつ。312は口縁部が直口し、日縁端部は

九い。頸部内外面に明瞭な稜をもつ。313は頸部に貼付凸帯文 l条 と刻目を施す。314・ 315は平底の

底部である。3141よ底部内外面共にヘラミガキ調整を施す。316は口縁外面に凹線文 5条以上と、口縁

端面に2条を施す。317～3201よ 高杯である。317は裾部外面に凹線文 3条 と裾端面に凹線文 1条 を施

す。柱部下位に矢羽根透かし (未貫通)1ケ所を看守する。3181よ郭部下位に稜をもつ。319は脚部片

で、柱部内面にシボリ痕を看守する。320は裾部小片で、赤色顔料が付着する。321～323は支脚である。

321は受部片で、322・ 323は 中空となる。323は外面にタタキ調整を施す。324は器種不明品で、円形

浮文上に押圧竹管文を施す。

�)2区上層出土品 (第 57図、図版24)

弥生土器 (325～336)325～ 328は甕である。325は小型品で、日縁端部を上方に拡張し、口縁端面

に凹線文 1条を施す。326は 回縁部が「く」の字状口縁を呈し、口縁端部は丸い。327は「く」の字状

口縁を呈 し、口縁端部は先細 りする。328は胴部片である。329～334は壺である。329。 330は広口重

の大型品である。329は 口縁部が外反し、口縁端面に凹線文 3条 と頸部に刻目凸帯文 l条を施す。330

は口縁部が大きく外反し、日縁端部を上下方に拡張後、口縁端面に凹線文 3条を施す。331は頸部に
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構味四反地遺跡13次調査

刻 目凸帯文 1条を施す。332～334は平底の底部である。332は底部外面にヘラミガキ調整を施す。

335'386は支脚である。335は角状に伸びる受部で、断面楕円形である。336は受部片である。

須恵器 (337)337は 高郭で、柱裾部に凹線状の凹み 2条 と、脚部に長方形状の透かし3ケ 所を施す。

v)3区上層出土品 (第 57図 )
弥生土器 (338～ 346)338・ 339は甕である。338は折曲口縁で、回縁端部に刻日と胴部上位にヘラ

描き沈線文 3条以上を施す。339は 口縁部が外反し、回縁端部は「コ」の字状である。内面に籾圧痕

が残る。340～343は 三である。341は 広回壺で、口縁部は外反 し、日縁端部は平坦である。340。

342・ 343は底部で、342はわずかに上げ底、343は平底である。343は底部外面にヘラミガキ調整を施

す。344'345は 高杯の脚部である。344は柱部に沈線文 8条以上を施し、脚部に矢羽根透かしlヶ 所

を看取する。345は裾部に凹線文 4条を施す。346は器台もしくは三の口縁部片で、回縁端部を上下方

に拡張し、口縁端面に凹線文 3条以上を施す。

�)礫層出土品 (第58図、図版24)

弥生土器 (347～ 360)347～ 352は壼である。347～349は広口壼で、347は口縁端部を上下方に拡張し、

日縁端面に凹線文 3条を施す。348は 口縁端面が平坦で、349は 口縁端部が九い。350。 351は複合口縁

壺で、350は沈線文 5条 と波状文 5条を施す。351は頸部に貼付凸帯文 1条と凸帯上に斜格子文を施す。

352は顎部に貼付凸帯文 1条 と凸帯上に刻目を施す。353～355は甕である。353は胴部外面にタタキ調

整を施す。354は上げ底、355は平底である。356・ 357は壼の底部平底となる。358は鉢の底部である。

359は高郭で柱部にヘラ描き沈線文 8条 と刻日、柱部に矢羽根透かしを施す。吉備地方からの搬入品。

360は支脚で、中空となる。

vii)ベル ト出土品 (第 58図 )

弥生土器 (361～ 367)361は 広口壼で、口縁部を上下方に拡張し、口縁端面に凹線文 3条を施す。

362は複合口縁壷で、貝殻施文による刻目を看取する。363は無頸壼で、沈線文 3条 と刻 目を施す。

364は胴部上位に櫛描きによる波状文と沈線文を施す。365は大型鉢で、日縁部は外反する。366は わ

ずかに突出する外の底部である。367は高杯で、日縁部外面に凹線文 2条 と竹管文を施す。

�l)ト レンチ出土品 (第 58図、図版24)

弥生土器 (368～ 372)368・ 369は広回壼で、口縁部は外反する。368は 口縁部内面に竹管文 2列を

施す。3691よ貼付凸帯文 1条に布目押圧を施す。370は肩部片で外面に貝殻文を施す。371・ 372は高杯

で、371は柱部内面にシボリ痕を残す。372は裾部に凹線文 4条 を施し、径0,7cm大の円孔を3ケ 所看

取する。搬入品。形態は吉備地方のものに類似する。

時期 :出土遺物や切 り合いから、 SD2は 弥生時代末から古墳時代前期前半とする。
SD5(第 21図 )
調査区北東部 C・ D9区に位置する、北東―南西方向の溝である。溝中央部をSK2、 溝の一部は

柱穴に切られ、両端は消失する。溝の規模は検出長4.54m、 幅1.52m、 深さ30cmを測る。断面形態は

皿状を呈し、埋土は暗褐色粘質シル トである。溝底は北東から南西へ傾斜する (比高差18cm)。 遺物

は埋土中より須恵器片、土師器片が少量出土した。

出土遺物 (第59図 )

須恵器 (373)373は郭蓋片で、口縁端部は内傾する。

土師器 (374。 375)374は 奏の口縁部片で、口縁端部は内傾する面をもつ。375は高杯で、裾部内面

に明瞭な稜をもつ。

時期 :出土遺物の特徴や切 り合いから、古墳時代中期後半とする。
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SD2 1区 下層出土遺物実測図(1)

-83-



檸味四反地遺跡13次調査

０２

／
奇

″

一

「
ド
ヽ

｀｀
ヽ
ヽ
ヽ
、
、 、 」

赳 ヾ 響
懲 さ き さ |:::::二

Ξ ::::'多

´

272 ―み274

＼
M´ 旺乃′

278276                       1

0               10             20cm

(S=1 :4)

（
Ｓ

＝

１

¨
２

）

第54図  SD2 1区 下層出土遺物実測図(2)

(4)土  坑

SK9(第 21・ 60図 )
調査区中央部西側A・ B4区に位置し、土坑西側は調査区外に続く。平面形態は隅丸長方形を呈す

るものと考えられ、規模は東西検出長2.23m、 南北長0.94m、 深さ28cmを 測る。断面形態は逆台形状

を呈し、埋土は暗褐色粘質シルトである。遺物は埋土中より、土師器片、須恵器片が少量出上した。

出土遺物 (第 60図 )

376は土師器椀で、口縁端部はわずかに内湾する。377は須恵器郭身で底部は丸 く、たちあがり端部

は内傾する凹面をなす。

時期 :出土遺物の特徴から、古墳時代中期後半とする。

SK2(第 21・ 61図 )
調査区北東部 C・ D9区に位置し、SD5を 切る。平面形態は楕円形を呈し、規模は長径1,05m、

短径0,74m、 深さ8 cmを測る。断面形態は皿状を呈し、埋土は褐色粘質シルトである。土坑内から遺

物の出土はない。

時期 :出土遺物がなく時期特定はしかねるが、SD5と の切り合いから、概ね古墳時代中期後半以

降とする。
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0             10            20cm

(S=1:4)

第59図  SD5出 土遺物実測図

H=3860m

1 0cm

(S=1 :4)
① 皓掲色(7.5YR3/3)粘質シルト

(S=1 :40)

第60図  SK9測 量図・出上遺物実測図

SK8(第 21'61図 )

調査区北部 B・ C9区 に位置する。平面形態は不整形を呈 し、規模は東西長1.1lm、 南北長0,95

m、 深さ34cmを測る。断面形態は船底状を呈し、埋土は暗褐色粘質シルトである。上坑内から遺物の

出土はない。

時期 :埋上がSK9と 酷似することから、概ね古墳時代中期後半頃の遺構とする。

SK3(第 21・ 61図 )

調査区北西郡B8・ 9区 に位置する。平面形態は不整形を呈し、規模は東西長1.24m、 南北長1.95

m、 深さ72cmを測る。断面形態は逆台形状を呈し、埋土は暗褐色粘質シルトである。土坑内から遺物

の出土はない。

時期 :埋土がSK9と 酷似することから、概ね古墳時代中期後半頃の遺構とする。

すドレンチ
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その他の遺構と遺物

5。 その他の遺構と遺物

(1)時 期判断が困難 な遺構

SD6(第 21図 )

調査区北西部A8～ B9区に位置し、溝東偵1は柱穴に切られ、両端は消失する。溝の規模は検出長

7.50m、 検出幅1.80m、 深さ10cmを 測る。断面形態は皿状を呈 し、埋土は極暗褐色粘質シル トであ

る。溝底は南から北へ緩傾斜する (比高差 4 cm)① 溝内から遺物の出土はない。

(2)柱 穴

調査で検出された柱穴は276基である。埋上の違いにより、少なくとも3分類 (A・ B・ C類)さ

れる。柱穴の平面形は円形もしくは楕円形を呈し、柱穴径は最小20cm、 最大80cmを 淑1る。A類は調査

区全域に分布がみられ、B類及びC類は散在する。

A類 埋上が黒掲色粘質シルトであるもの 。…………Ⅲ…………………・245基

B類 埋土が灰褐色粘質シル トであるもの……Ⅲ…・……………………Ⅲ…25基

C類 埋土が黒色土であるもの・……Ⅲ……Ⅲ…Ⅲ……………Ⅲ…………………6基

なお、図化しうる遺物が出上した柱穴は、以下のとおりである。

A焚買 i S P266・ 199 '333・ 161 ・83・ 57・ 67・ 276・ 186・ 30。 120。  144・ 84・ 25・ 52・ 145

Btt i S P149

C慰、`S P96

遺物は掘り方埋土中から出上したもので、大半が小片であるが、ここでは実測可能な遺物を掲載す

る。

出土遺物 (第62図、図版24)

土師器 (378～ 384・ 398)378は 甕で口縁部は外反し、頸部内面に不明瞭な稜をもつ。379は鉢で、

口縁部は短く直立する。380～ 384は椀である。380～3821ま 口縁部が内湾し立ち上がる。3801ま底部に

葉脈痕を看取する。384は 回縁端部が内傾する面をもつ。398は製塩土器で、 2次焼成痕を看取する。

須恵器 (385～393)385は 杯蓋で、稜は明瞭である。386は杯身で、底部は九く、たちあがり端部は

内傾する凹面をなす。387～390は高杯である。3871ま脚端部を下方に屈曲し、柱部中位に円孔を 3ヶ

所穿つ。388は たちあがり端部が内傾する凹面をなす。柱部中位に円孔を穿つ。389は長方形状の透か

しを2ヶ所看取する。390は低脚で、円孔を2ヶ所施す。391は椀で、胴部中位に凸線 1条、下位に波

状文を施す。392は広口壷で、口縁端部は三角形状に肥厚する。393は器台の郭部で、凸線 4条 と凸線

間に波状文を施す。

弥生土器 (394～397)394は 甕で、貼付凸帯文 1条 と凸帯上に指頭押圧を施す。395は甕の大型品で、

ヘラ描き沈線文 1条 を施す。396は甕の底部でわずかに上げ底を呈 し、 2次焼成痕を看取する。397は

直口口縁の鉢である。

石器 (399)399は 緑色片岩製の石庖丁である。

鉄器 (400・ 401)400は 鉄鏃で、長さ4.2cm、 幅2 0cm、 厚さ0.3cm、 重さ42gを測る。401は鉄淳で、

重さ29.2gを 測る。
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(3)包 含層出土遺物

第Ⅵ層出土遺物 (第 63図、図版25)

土師器 (402～ 405・ 427)402は 甕の回縁部で、日縁端部は内傾する面をもつ。403～405は甑であ

る。405は把手で、断面楕円形を呈する。427は厚みのある重の底部であり、内外面共に赤色顔料が付

着する。

須恵器 (406～415)406は 鉢で、口縁部は外反する。407～409イよ杯蓋である。天丼部が扁平で、口

縁端部は内傾する凹面をなす。稜は明瞭である。4101ま杯身で、たちあがりは短く内傾する。底部外

面にヘラ切 り痕が残る。411は有蓋高杯の蓋で、つまみ中央部は凹み、回縁端部は内傾する。412・

413は高芥である。4121よ無蓋高郭で、胴部中位に凸線 1条と下位に波状文を施す。413は低脚の脚部

で、脚部中位に円孔を施す。414は甑で、円孔 lヶ所を看取する。415は器台で、凸線 2条 と波状文を

施す。

弥生土器 (416～426)416は 甕で、口縁部は内湾 し、日縁端部をわずかに肥厚する。417～424は壼

である。417・ 420・ 421は広口壺で、417は回縁端部を上下方に拡張し、口縁端面に凹線文 3条 を施す。

420,421は 口縁端面に波状文を施す。418・ 419は複合口縁壷で、418は頸部に貼付凸帯文と凸帯上に

斜格子目文を施す。419は波状文と斜格子目文を施す。422は大型壺で、口縁部内面に貼付凸帯文を施

す。423はヘラ描き沈線文と貝殻文を施す。424は短頸壺で、口縁部は短く外反する。425は高郭の脚

部で、内外面にヘラミガキ調整を施す。426は甕の底部で平底となる。

第Ⅳ層出土遺物 (第64図 )

土師器 (428・ 429)428は 羽釜で、断面形態が長方形状を呈する鍔が付 く。429は郭で、底部の切り

離しは回転ヘラ切 り技法による。

須恵器 (430～432)430は 杯で、底部の切 り離 しは回転ヘラ切 り技法による。431は杯の底部であ

る。432は横瓶で、外面に格子叩きを施す。

(4)地 点不明出土遺物 (第 64・ 65図 ・図版25)

弥生土器 (433～436)433は 甕の胴部で、胴部上位にヘラ描き沈線文 4条を施す。434・ 435は壺で

ある。434は 口縁部を下方に垂下し、口縁端面に波状文 5条を施す。435は大型壼で、胴部上位にヘラ

描き沈線文 1条を施す。436は支脚で、タタキ痕が顕者である。

土師器 (437～439)437は杯で、底部切り離しは回転ヘラ切り技法による。438は椀で、口縁部は内

湾して立ち上がる。439は土釜で、口縁部下に断面形態が三角形状を呈する鍔が付 く。

陶磁器 (440)440は 碗で、断面三角形状の高台が付 く。

須恵器 (441～445)441は 杯蓋で天丼部は丸味を帯び、口縁端部は九い。442・ 443は杯身である。

442は底部が九く、たちあがり端部は内傾する凹面をもつ。443はたちあがりが短く内傾する。444は

器台で、櫛描き波状文10～ 12条を施す。非陶色系。445は広口壼で、口縁端部を三角形状に肥厚し、

日縁端部下に凸線 1条 と波状文 7条を施す。

石器 (446～448)446は 滑石製の紡錘車である。447は緑色片岩製の石斧である。完形品。448はサ

ヌカイト製の打製石鏃である。

鉄器 (449～451)449は 鉄鏃で残存 1/2で ある。450。 451は鉄津で、重さ44.6～48,Ogを 測る。
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6.小 結
今回の調査では、弥生時代から古墳時代までの遺構と弥生時代から中世までの遺物を確認すること

ができた。

(1)弥 生時代

前期 :前期前半では方形土坑 SKl、 前期後半では楕円形土坑 SK4を それぞれ検出した。これま
で前期の遺構は検出例が少ないものの、これら土坑の検出は調査地周辺において前期集落が存在する

可能性を示す資料となる。

中期 :遺構は未検出であるが、古墳時代前期前半のSD2、 古墳時代中期後半 SB6・ 8・ 11や古

墳時代後期前半のSB9、 掘立 1か ら弥生時代中期後半の遺物が出上している。

後期 :後期後半では円形住居 SB4と 隅丸方形住居 SB2を検出した。松山平野において、該期の

竪穴住居は平面形態が方形と円形とがあることから、これまでの調査結果を追認する結果となった。

(2)古 墳時代

前期 :前期では大型建物を検出した。これまでの調査において、大型建物 2棟が検出されている。

構味四反地遺跡 6次調査において平成10年度には 1号大型建物、同8次調査において平成15年度には

2号大型建物がそれぞれ検出され、今回検出した大型建物 (3号大型建物と呼称)は裕味地区におい

て 3例 目となる。 3号大型建物は 6間 ×5間以上を測る総柱構造を呈し、床面積100∬前後を測る。

建物を構成する各柱穴は側柱が長軸60～ 140cm、 短軸50～ 100cm、 深さ64cmを 測る隅丸長方形及び

楕円形を呈し、一方、束柱は長径45～70cm、 短径40～ 70cm、 深さ20～ 60cmを 測る円形及び楕円形

を呈している。柱穴内からは弥生時代中期後半から古墳時代前期の遺物が出土している。このほか、

溝 SD2を検出した。これは調査地に隣接する裕味四反地遺跡 6次調査 (平成10年度)で検出した溝
SD001の 延長部である。長さ14.5m、 幅0,80～ 1.50m、 深さ20～ 38cmを 測る北東―南西方向の溝
で出土遺物より、大型建物と併存していた可能性が非常に高い遺構である。溝内からは弥生時代中期

後半から古墳時代前期の土器が混在して出上した。ね味地区では竪穴住居廃絶時に埋め戻し行為をお

こなっている事例が多数確認されている。今回の溝 SD2も 土層の堆積や遺物出土状況などから、人

為的に埋め戻しがおこなわれたものと考えられる。

中期 :7棟の竪穴住居を検出した。中期前半では S B10、 中期後半ではSBl・ 3・ 5。 6・ 8・

11を検出した。平面形態は方形～隅九方形を呈し、規模は3～ 4mを測るものが中心となる。また S

B10。 11内からは臼玉が出上した。これまでの調査でも住居内からガラス小玉や臼玉が出土する例が

多数あり、住居廃絶時の祭祀行為と考えられている。

後期 :後期前半ではSB7・ 9の 2棟を検出した。このうち、SB9は 一辺が 8mを超える大型住

居である。SB9か らは、土師器、須恵器の他に、滑石製の有孔円板や臼玉が出土している。

(3)古 代～中世

古代や中世の遺構は未検出であるが、第Ⅳ層中から飛鳥時代から室町時代までの遺物が出上した。

古代では 7世紀中頃の須恵器杯 (410)や平安時代の上師器芥 (429・ 439)が出土した。中世では13

世紀の上師器の羽釜 (428)や土釜 (439)のほか、陶磁器 (440)が出土した。そのほか地点不明で

はあるが須恵器の器台 (444)と 滑石製の紡錘車 (446)が出上した。
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第65図  地点不明出土遺物実測図(2)

遺構・遺物一覧 一凡例―

(1)以下の表は、本調査地検出の遺構・遺物の計測値及び観察一覧である。

(2)遺物観察表の各記載について。

法量欄    ( ):復 元推定値

調整欄    土器の各部位名称を略記した。

例)口→口縁部、口端→口縁端部、天→天丼部、顎→頸部、胴→胴部、

体→体部、脚→脚部、底→底部。

胎土・焼成I関 胎土欄では混和剤を略記した。

例)石→石英、長→長石、金→金ウンモ、銀→銀ウンモ、密→精製上、

角→角閃石。

( )の中の数値は混和剤粒子の大きさを示す。

例)石 。長 (1～ 4)→「 1～ 4 mm大の石英 。長石を含む」である。

焼成欄の略記について。◎→良好、○→良、△→不良。
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表20 溝一覧

裕味四反地遺跡13次調査

表18 竪穴住居一覧
穴
働
竪
６ 時期 平面帰

規  模 (m)
長さ(長径)×幅(短径)X深さ

埋  土
床面積
(下 )

主柱穴
(本 )

内部施設
司壁濃 備   考

葛床 土坑 炉 カマド

l
古墳時代
中期後半

丸
形
隅
方
(374+a)× (274+α )XO孔 8 黒褐色粘質シル ト (文025) ○ SD lを 切る。

2
弥生時代
後期後半

丸
形
隅
方

510× 475X020 黒掲色粘質シルト 2423 ○
3号大型建物に切
られる。

3
古墳時代
中期後半

九
形
隅
方

367× (330+α )X014 黒褐色粘質シルト (1211)
3号 大型建物に切
られる。

4
弥生時代
後期後半

円形 570× (310+α )× 010 暗褐色粘質シルト (1413)
3号 大型建物に切
られる。

5
古墳時代
中期後半

丸

形

隅

方
355× 335× 008 暗褐色粘質シルト 4

SP68 73 74 271.

277に切 られる。

6
古墳時代
中期後半

方形 450× (300+α )X030 暗褐色粘質シルト (1350)
壁
壁
南
東 間仕切り溝

7
古墳時代
後期前半

九

形

隅

方
380× (280+ α)X010 極暗掲色粘質シルト

封ヒ西
南壁
SPl13■ 141151351411300

311.3“ 378に切られる。

8
古墳時代
中期後半

丸

形

隅

方
280× 240× 035 黒色粘質シルト、等 672 ○ 掘立 1に切られる。

9
古墳時代後
期前半以前

方形 820× 780X024 黒褐色粘質シルトに、にぶい黄褐色

粘質シルトがブロック状に少量混入
(6400) ○ 構築時

9
古墳時代
後期前半

方形 860× 660X020 黒掲色粘質シルト 5670 4 ○ ○
壁

壁

西

東

北

北 女築時

古墳時代
中期前半

隅丸
方形

390X370× 008 黒褐色粘質シルト ○ 3B2を切る。

11
古墳時代
中期後半

方形 (800+α )X(640+α )+020
暗褐色粘質シルトに、にぶ
い責褐色粘質シルトが混入

9560 3B9 SD 2をウDる。

表19 掘立柱建物一覧

掘立 雛
働
方向

桁   行 梁  行
方 位

床面積
(ポ )

時 期 備  考
実長(m) 柱間寸法 (m) 実長(m) 柱間寸法 (m)

l 2X4 南北 370 190'180 160 160 155 165 N-19° W 2368 古墳時代中期後半以降 3B8を切る。SP1601こ切られる。

溝

ＳＤ
地  区 断面形

規 模 (m)
長さ×幅×深さ

方  向 埋   土 出土遺物 時 期 備  考

ユ B3～ Cl 皿状 1330× 148× 025 北西―南東 暗掲色粘質シルト 弥生土器
弥生時代
後期後半

3号大型建物に切られる。

A5～ D7 レンズ状 1450X080～ 150× 038 北東―南西 黒褐色粘質上、等 弥生土器
分飼形土製品

古墳時代
前期前半

SB9 11に切られる。

3 A・ Bl 皿状 386X064X009 北西―南東 暗褐色粘質シルト 弥生土器 弥生時代
後期後半

3号大型建物に切られる。

4 A Bユ レンズ状 292X056× 013 北東―南西 暗褐色粘質シルト
弥生土器
鉄器

弥生時代
後期後半

3号大型建物に切られる。

5 C D9 皿状 454× 152X030 北東―南西 暗褐色粘質シルト
器

器

忘

師

須

土
古墳時代
中期後半

A8～ B9 皿状 750× 180X010 極暗褐色粘質シルト 不 明
SP255 314 315 331 370
371に切られる。

7 B5～ C4 皿状 275× 086× 010 北西―南東 暗褐色粘質シルト 弥生土器
弥生時代
後期後半

掘立 1に切られる。

表2刊  土坑一覧
坑
Ю
土
俗

地区 平面形 断面形
規 模 (m)

長さ(長径)X幅 (短径)X深さ
晰
ｎ

味

で 埋  土 出土遺物 時  期 備   考

1 D8,9 隅丸長方形 逆台形 (210+α )X168X028 黒掲色粘質シルトに、にぶい黄褐色粘資シルトが混入 弥生土器 弥生時代前期前半 SP21 216を 切る。

2 C.D9 楕円形 皿状 105× 074× 008 褐色粘質シルト 古墳時代中期後半以降 SD 5を切る。

3 B89 不整形 逆台形 195X124× 072 156 暗掲色粘質シルト 古墳時代中期後半

4 楕円形 逆台形 115× 090× 048 黒色粘質土 弥生土器 弥生時代前期後半

5 欠 香

不整形 船底状 221× 079× 040 096 黒掲色粘質シルト 弥生土器 弥生時代後期後半以前 SD 2底面で検出。

7 A〕 不整精円形 レンズ状 (156+α )X092X037 128 暗褐色粘質土 弥生時代後期後半 3号大型建物に切られる。

B,C9 不整形 船底状 11l X095X034 暗褐色粘質シルト 古墳時代中期後半

9 隅丸長方形 逆台形 (223+a)X094X028 暗掲色粘質シルト 土師器須恵器 古墳時代中期後半 SP85を切る。
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表22 SB2出 土遺物観察表 土製品

表24 SB4出 土遺物観察表 土製品

遺 物 観 察 表

番号 器種 法量 (cm) 形態 施文
調   整 色調

1織目|
土
成

胎
焼

備考 図版
外  面 内 面

1 甕
口径 (195)
残高 120

「く」の字状口縁。口縁端部は
「コ」の字状。

αDヨ コナデ
ハケ(7～ 10本 /cm)

◎ハケ
⑩ハケ(工具痕)

暗褐色
黒掲色

石

◎

長 (1～ 2)金
黒 斑

2 甕
口径 (130)
残高 104

「 く」の字状口縁。口縁端部は
「コ」の字状。

⑩ハケ(9～ 10本 /
cm)→ナデ

⑩ハケ→ナデ
ナデアゲ→ナデ

淡黄褐色

淡責褐色
石 長 (1～ 3)金

◎
煤付着

甕
口径 (172)
残高 35

「くJの 字状口縁。口縁端部は
「コ」の字状。

ハケ(9～ 10本/cm) ハケ (7本 /cm)
暗茶褐色
茶褐色

石 長 (1～ 5)

◎

4 奏
雰住
古回

底
残

上げ底。
ハケ(12本/伽 )
⑥ナデ

ハケ(12本/cm)
→ ミガキ

責茶掲色
黒色

石 長 (1～ 2)金

◎
黒 斑

5 一宝
径
高
口
残

複合口縁壷。波状文 4～ 6条 +

1/r管文 (φ 04cm)1列 。
ヨコナデ ヨコナデ

色

色

茶

茶

淡

淡
石・長 (1～ 2)金

◎

士空 残高 55 長顎壺。細沈線文 3段 (9条以
上、15条、4条以上)。

ミガキ
ハケ (6本 /cm)

ナデ

淡責茶色
淡黄茶色

石 長 (1)
◎

7 霊 残高
肩部小片。貼付凸帯文 1条 十刻
目。

ヨヨナデ

ナデかミガキ
ナデ ヨコナデ

明茶色
明茶色

石 長(1～ 3)金
◎

黒 斑

士霊 残高 19 肩部小片。貝殻施文に
よる列点

文(3ヶ l組 )。
ナ デ ナ デ

色
色
茶
茶
明

石 長 (1～ 2)

◎
黒斑

9 望 残高 26 肩部小片。貝殻施文。 板ナデ ? ナ デ
色
色
茶
茶

石・長 (1～ 3)

◎

霊 残高 53 肩部小片。
ヘラ描き沈線文(3

条以上、3～ 4条、4条 )。
ナ デ ナ デ

色
色
褐
褐
暗
暗

石 長 (1～ 2)金

◎

士霊 残高  32 肩部小片。
ヘラ描き沈線文 4条

以上を施す。
ミガキ ナ デ

色

色

茶

茶

明

明
石 長 (1～ 4)金

◎

鉢
径
高
口
残
(152)
±06
外反口縁。口縁端部はやや肥厚
する。

Θナデ
⑪板ナデ ?

Θミガキ
⑩ナデアゲ

淡茶掲色

茶褐色

石

◎
長 (1～ 4)金

黒 斑

鉢
径
高
口
残
030
81
直口口縁。

Θヨヨナデ
⑩ミガキ(マメツ)

Θヨコナデ
⑩ミガキ(マメツ)

茶褐色
茶褐色

石・長 (1～ 2)金

◎
媒付着

高杯
伝仁
昔向

底
残
(120)
45
脚部片。脚裾部に凹線文4条 (外面3条、端部
1条 )、柱部に失羽根透かし(未貫通)lヶ所。

⑩ミガキ(マメツ)
⑥ヨコナデ

ナデ シボリ痕
⑥ヨコナデ

色
色
茶
茶

石 長 (1～ 3)金

◎

支脚 残高 44 受郡。断面円形。 ナ デ 灰黄褐色
石 長(1～ 2)金
◎

高郭
口径 (162)
残高 46

杯部片。口縁部はわずかに外反
する。

ヨコナデ

(マ メツ)
マメツ (ナデ)

淡褐色
明茶褐色

石 (1～4)金

◎

17 霙
口径 (293)
残高 29 口縁部下位に凸線 1条を施す。 回転ナデ 回転ナデ

暗灰色
暗緑色

密

◎
自然釉

塩
器
製
土

径
高
口
残

器壁うすい
タタキ

(一部ハケ ?)
ナ デ

淡明茶色

淡明茶色
密 金

◎

表23 SB2出 土遺物観察表 石製品

番号 器  種 残  存 材 質
法

備 考 図版
長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重さ(g)

打製石鏃 ほぼ完存 サヌカイト 四基無茎式

番号 器種 法量 (cm) 形態 施文
調  整 色調横目|

生
成

胎
焼

備考 図版
外  面 内 面

奏
口径 (212)
残高 15 口縁端部に刻目。

ヨコナデ ナ デ
淡茶色
明茶色

石 (1～ 3)

◎

甕
口径 (194)
残高 2覧

口縁端部を上下方に拡張し、端

面に凹線文 1条を施す。
ヨコナデ
ハケ

ヨコナ デ
明茶色
明茶色

石 長(1～ 2)
◎

甕 残高 29 胴言焉/1ヽ片。 タタキ ナ デ
乳茶色
乳茶色

石 長(1)
◎

空 残高 36 頸部片。貼付凸帯文 1条
十ヘラ

描き斜線文。
ナデ (マ メツ)

ヨコナデ
ハケ (5本 /cm)

明橙色
暗灰色

石 長 (1～ 4)金

◎
黒 斑

鉢
口径 (136)
残高 44 外反口縁。口縁端部は九

ヤ ハケ(9本 /cm)
ハケ(7～ 9本 /cm)
→ナデ

淡責掲色
淡黄褐色

石 (1～2)金

◎

高郭
径
高
口
残
(177)
と8

口縁部外面に凹線文 3条 十刺
突文(2ヶ l組、3ヶ l組 )。

ヨコナデ ヨコナデ
淡茶褐色

茶色
石 (孔～3)

◎

甕
径
高
底
残

上げ底。 マメツ(ナデ) マメツ
色

色

茶

茶
石 長 (1～ 3)

◎

甑
径
高
底
残

楕円形の孔(20X30cm)3ケ 所
看取。

マメツ ケヽ (マ メツ)
責茶色

責茶色

密

◎
黒斑
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表27 SDl出 土遺物観察表 土製品

表23 SD3出 土遺物観察表 土製品

表29 SD7出 土遺物観察表 土製品

表30 SKl出 土遺物観察表 土製品

表31 SK4出 土遺物観察表 土製品

構味四反地遺跡13次調査

表25 SD4出 上遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形態 施文
調   整 色調

i禽目|
生
成

胎
焼 備考 図版

外 面 内 面

甕 残高 上げ底。
ミガキ

(マ メツ)

マメツ

⑥ナデ
乳褐色
淡黄褐色

石・長(1～ 4)金
◎

黒斑

表26 SD4出 土遺物観察表 金属製品
番号 器 種 残 存 材 質

法 量
備 考 図版

長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重さ(R)

鎖 ? 完存 鉄

番 号 器種 法量 (cm) 形態・施支
調   整 色調

1禽目|
土
成
胎
焼

備考 図版
外  面 内  面

養
口径 (254)
残高 28

日縁端部をわずかに拡張し、端面に凹線
文2条を施す。貼付凸帯文1条+刻目。

ヨコナデ ヨコナデ
色
色
褐
茶
淡
淡

石 長(1～ 2)
◎

一空
口径 (132)
残高 34 複合口縁壷。

ハケ(3～ 5本/cm)
→ナデ

⊂⊃ヨコナデ
ハケ(4本/cm)

淡茶色
暗茶褐色

石。長 (1～ 2)金

◎

高郭 残高 54 柱部内面にシボリ痕。透か し
痕。

ハ ケ シボリ痕・ナデ
茶色

茶色
石。長 (1～ 3)
◎

高杯 残高 31 柱部小片。矢羽根透かし(未貫
通)3ケ所看取。

マメツ マメツ
茶褐色
茶褐色

石 長 (1)
◎

支脚
径
高
底
残
(110)
72
中空。内面にシボリ痕。

キ

デ

タ

ナ

タ
① シボリ痕・ナデ

黄茶褐色
茶色

石 長 (1～ 3)

◎

塩
器
製
土
口径 (73)
残高 20 器壁うす

い。 マメツ(ナデ) マメツ (ナデ )
淡褐色
黒色

密

◎

番号 器種 法量 (cm) 形態・施文
調   整 色調

1禽目|
生
成
胎
焼

備 考 図版
外 面 内 面

甕
径
高
口
残
(237)
■5

口縁端部を上方に拡張し、端面
に凹線文 2条を施す。

ヨコナデ ヨコナデ
淡茶色
淡茶色

石 長 (1～ 2)

◎

番号 器種 法量 (cm) 形態・施文
調   整 色調

1織目|
生
成

胎
焼 備考 図版

外 面 内 面

士空
伝“
せ向

底
残

わずかに上げ底。 マメツ マメツ
淡桃褐色

淡灰褐色
石長(1～ 3)金 角
◎

番号 器種 法量 (cm) 形態・施支
調   整 色調

1禽目|
生
成

胎
焼 備考 図版

外 面 内 面

奏
口径 (300)
残高 114

折曲口縁。口縁端部に刻目。胴部上

位にヘラ描き沈線文2条を施す。
◎ヨコハケ`ナデ
⑪板ナデ状

ナ デ
乳白褐色
乳白褐色

石 長 (1～ 3)金

◎

壼
口径 (432)
残高 37

大型品。口縁端面にヘラ結き沈線文1条、
日縁上端部及び下端言Ⅲこ刻目を施す。

ミガキ ガ キ
色
色
褐
掲
乳
乳

石。長 (1～ 2)

◎
黒斑

壼
底径 (112)
残高 86 大型品。平底。 ミガキ ナデ→ ミガキ

茶褐色
明茶褐色

石・長(1～ 4)金
◎

番号 器 種 法量 (cm) 形態 施文
調   整 色調

1禽目|
土
成

胎
焼 備考 図版

外  面 内  面

甕 残高 40 胴部片。
ヘラ描き沈線文 3条 十

刺突文。

ミガキ

(マ メツ)
ミガキ

茶褐色
明茶褐色

石 長(1～ 3)金
◎

甕
径
高
底
残

平底。
ミガキ マメツ

(工具痕 )
ナデ

淡灰茶色
責茶褐色

石 長(1～ 3)金
◎

士望 残高 30 肩部片。
ヘラ描き沈線文 3条 を

施す。
ミガキ ナ デ

乳茶色
乳茶色

石 長 (1～ 2)金

◎

士宣
径
高
底
残

わずかに上げ底。
ミガキ

(マ メツ)
ナ デ

淡黄掲色
乳褐色

石。長 (1～ 3)金

◎
黒斑

士霊
径
高
底
残

平底。
ミガキ

⑥ナデ
マメツ

乳黄茶褐色
淡灰黄褐色

石 長(1～ 4)金
◎
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表32 SK6出 土遺物観察表 土製品

番 号 器種 法量 (cm) 形態 施支
調   整 色調

1禽暑|
生
成

胎
焼

備考 図版
外 面 内  面

甕
口径 (280)
残高 30

日縁端部に凹線文1条、日縁上端部及び下

端部に刻目を施す。貼付凸帯文1条 +刻目。
ヨコナデ

ヨコナデ

ミガキ

黄茶褐色

黄茶褐色

石

◎
長 (1～ 3)

一里 残高  52 貼付凸帯文 2条。 ミガキ ナ デ
暗茶褐色
暗灰褐色

石長(1～2)金 角
◎

黒斑 ?

士堕
口径 (170)
残高 55 直口口縁壷。

ナデ→ハケ

(9～ 10本/cm)

ハケ

(9～ 10本 /cm)

橙茶色

淡灰褐色
石 長 (1～ 3)

◎

一霊
底径  13
残高 32 尖底。

ハケ(6本 /cm)‐タタキ
⑥ナデ

ナデ
淡責褐色
灰褐色

石 長 (1～ 3)金

◎
黒斑

表35 SBl出 土遺物観察表 土製品

遺 物 観 察 表

表33 S B10出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形態・施文
調   整 色調

1禽目|
土
成

胎
焼

備考 図版
外 面 内  面

甕
径
高
口
器
(140)
173
復元完形品。球形の胴部。口縁吉憮よ

内湾し、端言騨よ内傾する面をもつ。
◎ヨコナデ
⑩ナデ→ハケ(マメツ)

Θヨコナデ
⑩ナデ(指頭痕)

灰黄褐色
灰褐色

石 長(1～ 3)
◎

黒斑

煤付着

甕
伝住
古回

口
残

底部が欠損するほぼ完形品。球形の胴部。日

縁吉Ⅲま内湾し、端部内面は内傾する面をもつ。
◎ヨコナデ
⑩ハケ

◎ヨコナデ
⑪ナデ

色褐
色
責
褐
灰
淡

石 長 (1～3)金

◎
黒斑

甕
径
高
口
残
(136)
33
外反口縁。端部は内傾する面を

もつ。
マメツ マメツ

灰黄褐色
灰黄褐色

石 長 (1～2)金

◎

甕
径
高
底
残

長胴。
ナデかハケ ?

(マ メツ)
ナ デ

責灰褐色

責灰褐色
石 長(1～ 3)金
◎

黒斑

煤付着

高郭
伝ヒ
古
回

口
器

完形品。口縁部はわず力ヽこ外反する。柱

裾音F内面に明瞭な稜をもつ。充填技法。
Θヨコナデ(ハケ)
⑩ミガキハケ

⑤ナデ
延Dケズリ

明橙褐色
明橙掲色

石 長 (1～3)金

◎
黒斑

高杯
径
高
底
残

柱裾部内面に明瞭な稜をもつ。

内面にシボリ痕。充填技法。

マメツ

(ナデ ミガキ ?)
シボリ痕

淡茶褐色
淡茶褐色

密・金
◎

士霊
口径 (90)
残高 99 広口壺。

ハケ (8本/cm) ナ デ
茶褐色
茶褐色

石 長 (1～6)金

◎

軍 残高 94 長頚壷。 ハケ→ミガキ
ハケ(10本/cm)
→ナデ

茶褐色
茶褐色

石

◎
長 (1～ 2)金

霊

径
高
底
残

わずかに上げ底。
板ナデ】犬→ミガキ
⑥ナデ

板ナデ

(マ メツ)
茶褐色

茶褐色
石 長 (1～ 3)

◎

鉢
雰一
古向

底
残

わずかに突出する平底。
⑩ハケ(一部ナデ)
⑥ケズリ痕

板 ナ デ
乳黄褐色
淡乳褐色

石 長 (1～ 3)金

◎

鉢
径
高
口
器

完形品。外反口縁。 ハケ タタキ ナ デ
責茶褐色
黄茶褐色

石 ,長 (1～4)金

◎
黒斑

鉢 残高  34 月同言Б片。
ハケ(12～ 13木/cm)

(マ メツ)

ハケ
(8～ 11本 /cm)

色褐

色

茶

黒
石 長 (1～2)金

◎
黒斑

鉢
径
高
底
残

突出する小さな平底。
ハケ(11本 /cm)
⑥ナデ

ハケ

(9～ 10本 /cm)

茶褐色
黒色

石 長(1～3)金
◎

黒 斑

支脚 残高 122 受部。断面円形。
ナデハケ(6本 /cm)
タタキ

ナ デ
色

色

褐

褐

茶

茶
石 長 (1～3)金

◎

塩
器
製
土
口径 (46)
残高 53 器壁うす

い。
タタキ

(マ メツ)
ナ デ

茶褐色
茶褐色

密 金
◎

塩
器
製
土
残高 42 器壁うすい。

マメツ

(タ タキ)

マメツ

(ナデ)

灰茶色
灰茶色

密

◎

表34 S B10出土遺物観察表 玉類

番号 器 種 残 存 材  質 色
法 量

備 考 図版
直径 (cm) 高さ(cm) 重さ(富 )

口 玉 完形 滑石 緑灰色 025

番号 器種 法量 (cm) 形態・施文
調   整 色調

1禽目|
土
成

胎
焼

備考 図版
外  面 内  面

甕
径
高
口
残
(216)

81
口縁部は内湾し、端部は内傾す
る面をもつ。

◎ヨコナデ
⑪ハケ

◎ヨコナデ
⑩アヽケ ナデ

灰責褐色
灰責掲色

石 長(1～4)金
◎

甕
宏“
甘回

口
残
(197)
43
口縁部は内湾し、端部は内傾す
る面をもつ。

ヨコナデ ヨコナデ ナデ
淡掲色
淡褐色

石 長 (1)金
◎

黒斑

椀
径
高
口
残
(1■6)

38
口縁部は内湾し、端部は丸い。 ナ デ ナ デ

茶褐色
茶褐色

密 '金

◎
黒斑

土錘 欝
幅

穿孔 (φ 04cm)。 ナ デ 工具ナデ
淡灰褐色
淡灰褐色

石 長(1)金
◎

煤付着

不 蓋
径
高
口
器
(126)
43
扁平な天丼部をもち、口縁端部
は内傾する面をもつ。

〇回転ヘラケズリ
◎回転ナデ

回転 すデ
青灰色
青灰色

密

◎
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SBl出 土遺物観察表 土製品

表39 SB6出 土遺物観察表 土製品

檸味四反地遺跡13次調査

(2)

番号 器種 法量 (cm) 形態 施文
調   整 色調

1貧目|
生
成

胎
焼

備考 図版
外 面 内 面

杯 身
径
高
口
残
(109)
37
たちあがり端部は内傾する凹面
をなす。受部は上外方にのびる。

Θ回転ナデ
④回転ヘラケズリ

回転ナデ
色
色
灰
灰
暗
青

密

◎

蓋
つまみ径
残高

有蓋高杯の蓋。つまみ中央部は
凹む。稜は明瞭。

(つまみ)回転ナデ
〇回転ヘラケズリ

回転ナデ
暗灰色
灰色

密

◎

宣 残高 52 顕部片。
ヘラ描き沈線文3条を

施す。
ナデ (ハケ痕) ナ デ

暗灰茶褐色
暗灰褐色

石・長 (1～ 3)金
◎

黒斑

霊 残 高
大型品。ヘラ描き沈線文 3条 を
施す。

ミガキ ミガキ
灰褐色
乳黄褐色

石 長 (1～ 2)金

◎

表36 SB3出 土遺物観察表 土製品
番号 器種 法量 (cm) 形態 施文

調   整 色調
1禽目|

生
成

胎
焼

備考 図版
外  面 内 面

甕
径
高
口
残

扁球形の胴部。口縁部は内湾し、端
言印よ内傾する九味のある面をもつ。

Θマメツ(ナデ)
⑩マメツ(ハケ)

◎ヨコナデ(マメツ)
⑩ナデ(マ メツ)

灰責褐色
灰黄褐色

石 長(1～ 3)金
◎

煤付着

甕
口径 (184)

残高 72
口縁部は内湾し、端部は内傾す
る面をもつ。

Θ ヨコナデ(マメツ)

⑩マメツ
◎ヨコナデ ナデ
⑩ナデ(マメツ)

責茶褐色
責茶褐色

石 長 (1～ 4)金

○
黒斑

甕
口径 (204)
残高 35

口縁部は内湾し、端部は内傾す
る面をもつ。

マメツ マメツ
茶褐色
茶褐色

石 (1～ 3)金
○

甕
口径 (200)
残高 59

口縁部は直立し、端部は内傾す
る面をもつ。

マメツ (ハ ケ)
⊂⊃ヨコナデ
マメツ

淡責褐色
灰黄褐色

石 (1～ 3)金

◎

不蓋
口径 (124)
残高 27

口縁端部は内傾する凹面をな
す。

回転ナデ 回転ナデ
青灰色
青灰色

密

◎

蓋 期
絲

有蓋高郭の蓋。つまみ中央部がわず
かに突出する。国縁端部は内傾する。

(つまみ)回転ナデ
○回転ヘラケズリ

回転ナデ
色
色
白
掲
灰
乳

密

△

高杯
径
高
口
残
(150
57
イ部中位に凸線を2条、凸線間に波状文3～ 4
条を施す。脚部に長方形状の透かし2ケ所看取。

Θ回転ナデ
⑭ 回転ヘラケズリ

④回転ナデ
⑩叩き→ナデ

暗灰色
暗灰色

密

◎ 自然イ由

甕
径
高
口
残
(248)
16
折曲口縁。口縁端部に刻目。 ヨコナデ ヨコミガキ

淡乳褐色
淡乳褐色

石 長 (1～ 2)

◎

表37 SB3出 土遺物観察表 石製品

番号 器  種 残 存 材 質
法 量

備 考 図版
長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重さ(g)

石庖丁 2/ツ 3 緑色片岩

表38 SB5出 土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形態 施文
調   整 色調

1食目|
土
成

胎
焼

備 考 図版
外 面 内 面

椀
径
高
口
器
(1■8)

37
口縁部は内湾し、立ち上がる。

Θマメツ
⑥マメツ(工具痕)

マ メ ツ
色
色
褐
掲
茶
茶

石 長(1～ 3)
○

椀
径
高
口
器
(1■6)

46
口縁部は内湾し、立ち上がる。
底部外面にヘラ記号。

Θナデ(マメツ) ナデ (マ メツ)
乳茶褐色
乳茶褐色

石 長 (1～ 4)金

◎

椀
径
高
口
残
(116)
42
口縁部は内湾 し、立ち上がる。 マメツ (ナデ )

ヨコナデ

(マ メツ)

茶掲色
茶褐色

密

◎

椀
径
高
口
残
(147)
70
直口口縁。口縁端部はわずかに
内傾する。

Θヨコナデ
⑩板ナデケズリ状

◎マメツ(ヨ コナデ)
⑩マメツ(ナデ)

暗茶色
暗茶褐色

石 長(1～ 3)金
◎

黒斑 ?

郭蓋
径
高
口
残
(123)
42
口縁端部は内傾する凹面をな
す。

〇回転ヘラケズリ
◎回転ナデ

回転ナデ
灰色

灰色

密

◎

杯身
伝仕
古向

口
器

(文覧2)

50
底部は丸味をもち、たちあがり端部は

内傾し、受部端に沈線状の凹みが巡る。
Θ回転ナデ
⑬回転ヘラケズリ

回転ナデ
青灰色
青灰色

密

◎

番号 器種 法量 (cm) 形態 施文
調  整 色調

1禽目|
土
成

胎
焼

備 考 図版
外  面 内  面

甕
径
高
口
残
(145)
62
口縁部は外反し、口縁端部は九
▼ゝ 。

ヨコナデ
◎ヨコナデ
⑩ナデ

淡黄褐色
淡黄褐色

密

◎ 黒斑

一軍
径
高
口
残
(100
51
直口口縁壺。口縁端部は「コ」の

字状。
延⊃ヨコナデ
◎ハケ→ナデ

⊂Dヨ コナデ
Θハケ→ナデ

乳責白色
乳黄白色

密 金
◎

〓霊
伝住
せ向

口
器

完形品。口縁部は外反し直立す
る。口縁都中位に明瞭な稜をもつ。

⑩ナデ
⑥ナデアゲ?

◎ヨコナデ
⑩ナデ(工具)

淡黄褐色
淡赤茶色

石 長 (1～ 2)

◎
黒斑

士霊
径
高
口
残
(100)
61
小型品。口縁部が直立 し、口縁
端部は九い。

ナ デ
◎ヨコナデ
⑩ナデ ケズリ

明茶褐色
明茶褐色

密

◎

一望 残高 47 小型品。胴部小片。
″ヽケ (6本 /cm)
マメツ

ナ デ
責茶褐色
灰責褐色

石

◎
長 (1～ 2)金
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番号 器種 法量 (cm) 形態 施文
調   整 色調

1織目|
生
成

胎
焼

備考 図版
外 面 内 面

霊 残高 40 /1ヽ型品。月同言Б/1ヽ片。
〇ハケ→ヨコナデ
⑩マメツ(ア ケヽ?)

マメツ
淡黄褐色
淡灰色

石 長(1～ 2)
◎

笠

径
高
底
残

小型丸底童。内面に手持ちヘラ
ケズリによる調整。

Θナデ
⑩ハケ

◎ハケ(マメツ)
⑪ナデ'ケズリ

淡灰褐色
淡灰褐色

石 長 (1～ 3)金
◎

黒斑 ?

一宝 残高 36 卜型重。内面に手持ち
ヘラケズ

リによる調整。
ナ デ ナデ・ケズリ

乳灰褐色
淡灰色

石 長(1)
◎

ミニチュア
径
高
口
器

ミニチ ュ ア品。 ナ デ ナデ
茶褐色
淡責褐色

石 長 (1)金
◎

黒斑

椀
径
高
口
器
(106)
53
口縁部は外傾し、立ち上がる。 ナデ(指頭痕) ナ デ

褐色
褐色

密 金
◎

高郭
家ヒ
古回

口
残
(175)
57
口縁部はわずかにタト反する。杯部下
位に明瞭な稜をもつ。組合せ技法。

Θヨコナデ(マメツ)
⑮ナデ(マメツ)

◎ヨコナデ(マメツ)
④ナデ(マメツ)

淡褐色
淡褐色

密

◎

高杯
径
高
口
残
(165)
45
口縁部はわずかに外反する。 マメツ マメツ

淡黄茶褐色
黄茶色

密

◎

高郭
径
高
底
残
(119)
71
注裾部内面に明瞭な稜をもつ。 マメツ ケズリ

茶褐色
茶褐色

密

◎ 黒斑

高lTN
径
高
底
残
(121)
68 柱裾部

内面に明瞭な稜をもつ。 ナデ マメツ マメツ
乳責褐色
乳責褐色

密

○
黒斑

高郭 残高 78 充填技法。 ナデ (マ メツ)
④マメツ
⑩シボリ痕 ナデ

色
色
掲
褐
淡
淡

石 長 (1～ 2)

◎

郭 蓋
依仕
昔回

口
残
(123)
49
口縁端部は内傾し、わずかに四

面をなす。
〇回転ヘラケズリ
◎回転ナデ

回転ナデ
青灰色
青灰色

密

◎

庭 残高 34 凸線 1条
+波状文 3段 (2条、

±6～ 19条、5条 )。
回転ナデ 回転ナデ

青灰色
灰色

密

◎

盟 残高 37 胴中位に円孔 (φ 16cm)。 回転 ナ デ
ナデ

回転ナデ
青灰色
青灰色

密

◎

士霊 残高 33 口縁部が三角形状に肥厚する。口縁
端部下位に波状文3条以上。瓦質。

マメツ マメツ
灰白色
灰白色

密

○

甕
口径 (281)

残高 37
口縁端面に凹線文 1条 を施す。
貼付凸帯文 1条 十指頭押圧。

マメツ マメツ
淡責褐色
淡灰褐色

石 長 (1～ 2)

◎

甕
口径 (171)
残高 34 口縁端部は九

い。
本アナ

ツ

コ

メ

ヨ

マ

◎

⑩
◎ヨコナデ ナデ
⑩ナデ

淡褐色

淡褐色
石・長 (1～ 2)

○

望

口径 (孔50)

残高 49
口縁端部を上下方に拡張し、端
面に凹線文 4条を施す。

Θヨコナデ
⑪ナデ(ハケP)

ヨコナデ
茶褐色
灰茶褐色

石・長 (孔～3)

◎

笠 残高 18 刺突文 (4ヶ 、3ヶ 、2ヶ ) マメツ ナデ (マ メツ)
淡黄褐色
淡黄褐色

石 長 (1～ 3)

◎

SB6出 土遺物観察表 土製品

表42 SB8出 土遺物観察表 土製品

遺 物 観 察 表

(2)

表40 SB6出 土遺物観察表 石製品

番号 器  種 残 存 材  質
法

備 考 図版
長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重さ(=)

打製石鏃 ほぼ完存 サヌカイト 16 平基無茎式

打製石鏃 5//6 サヌカイ ト

表41 SB6出 土遺物観察表 金属製品

番号 器 種 残 存 材 質
法 皇

皇
備 考 図版

長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重さ(R)

不 明 鉄

不 明 鉄

番号 器種 法量 (cm) 形態・施文
調   整 色調

1賞暑|
生
成

胎
焼

備考 図版
外  面 内  面

甕
口径 (171)
残高 27

回縁部は内湾し、端部は「コ」の

字状。
ヨコナ デ ナデ (マ メツ)

暗灰褐色
茶掲色

石

◎
長 (1～2)金

黒斑

甕 残高 56 貝殻文(3ヶ l組 )。 ヨコナデ
⑪ヨコナデ・ナデ
⑩ケズリ

色

色

白

白

密

◎

杯身
口径 (106)
残高 45

たちあがり端部は内傾する面
をもつ。

◎回転ナデ
⑥回転ヘラケズリ

回転 ナ デ
青灰色

暗灰色

密

◎

高イ 残高 32 長方形状の透かし3ヶ所。 ①回転ヘラケズリ
⑩回転ナデ

④同心円叩き痕
⑩回転ナデ

暗灰色
灰色

密

◎

口径 (134)
残高 257

ほぼ完形品。口縁端部を上方に拡張
し、端面に凹線文2条と頭部に刻目。

Θハケ→ヨヨナデ
⑩ハケーミガキ

◎ヨコナデ
⑩ナデアゲ

色
色
茶
褐
暗
茶

石 長 (1～ 4)金

◎

黒斑

煤付着
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SB8出 土遺物観察表 土製品

檸味四反地遺跡13次調査

(2)

番号 器種 法量 (cm) 形態 施文
調   整 色調

1禽目|
生
成
胎
焼

備 考 図版
外 面 内 面

高郭
径
高
口
残
(161)
21
口縁部に凹線文 2条 を施す。凹
線文間に貝殻文(4ヶ l組 )。

ナデ (ハ ケ痕 )
ヨコナデ

(ハ ケ痕 )

暗茶褐色
暗茶褐色

石 長 (1～2)金

◎
黒 斑

高杯 残高
口縁部に凹線文 2条以上を施
す。凹線文上に刻目。

ハケ→ ミガキ
ハケ(10本/cm)
一部 ミガキ

茶綺色

茶褐色
石 長 (1～ 3)
◎

表43 S Bll出 土遺物観察表 土製品
番号 器種 法量 (cm) 形態・施支

調   整 色調
1禽目|

土
成
胎
焼

備考 図版
外  面 内  面

奏
口径 (208)
残高 39

口縁部は内湾し、端部は内傾す
る面をもつ。

◎ヨコナデ
⑩ハケ

デナコ
ケ
ヨ

ハ

◎

⑩
茶褐色

茶褐色
石 長(1～ 3)金
◎

高JTN 残高 31 杯部片。 マメツ マメツ
色
色
褐
褐
乳
乳

密

◎

127 高 杯 残高  37 脚部片。差込技法。 マメツ ナ デ
乳黄褐色
乳責褐色

密

◎

lTN蓋
口径 (114)
残高 42

天丼部は九く、口縁端部は内傾
する凹面をなす。稜は明瞭。

○回転ヘラケズリ
◎回転ナデ

回転 ナ デ
暗灰色

青灰色

密

◎ 自然釉

129 杯蓋
口径 (144)

残高  31 口縁端部は九
い。

〇回転ヘラケズリ
⑤回転ナデ

回転ナデ
灰色

灰色

密

◎

必蓋
口径 (146)
残高 33

口縁端部は丸い。稜は凹線状に

四む。
回転ナデ 回転 ナ デ

灰色

灰褐色

密

Ｏ

郭身
口径 (112)
器高 49

底部は丸味があり、たちあがり
端部は内傾し凹面をなす。

◎回転ナデ
⑥回転ヘラケズリ

回転 ナ デ
色
色
灰
灰
自
白

密

◎

不身
口径 (104)
残高 41

底部は九味があり、たちあがり
端部は内傾し凹面をなす。

◎回転ナデ
⑥回転ヘラケズリ

回転ナデ
灰色

灰色

密

◎

高郭
径
高
口
残
(158)
39
無蓋高杯。杯部中位に凸線 2条、
下位に波状文5条以上を施す。

回転 ナデ 回転 ナ デ
暗灰色
暗灰色

密

◎

高郭
底径 (89)
残高 25

脚部片。長方形状の透かしlヶ

所看取。
回転 ナデ 回転 ナ デ

色
色
灰
灰

密

◎

高郭
径
高
底
残

脚端部は下方に屈曲する。脚端面
に回線文1条、透かしlヶ所看取。

回転ナデ 回転ナデ
黒灰色

灰色

密 金

◎
自然釉

士空
径
高
口
残
(170
53
口縁端部は丸味のある長方形
】犬に肥厚する。

回転 ナ デ 回転 ナデ
色
色
灰
灰

密

◎

璽

依仁
舌向

口
残
(194)

37
口縁端部は長方形状に肥厚する。ロ

縁端部内面をわずかにつまみ上げる。
回転 ナ デ 回転ナデ

暗灰色
暗灰色

密

◎

甕
径
高
口
残
(262)
24
日縁端部は三角形状に肥厚する。日縁端
部下位に凹線文1条と凸線文l条を施す。

回転ナデ 回転ナデ
黒灰色
灰色

密

◎

甕
径
高
口
残
950)
32
日縁端部は上方に拡張し、端面に凹線文
l条を施す。貼付凸帯文l条十指頭押圧。

ヨヨナデ
ヨコナデ

ナデ

色
色
褐
褐
茶
茶

石 長 (1～3)金

◎
煤付着

賓
口径 (252)
残高 51

日縁端部に凹線文1条十刻日。貼付凸常文l条
+指頭押圧。日縁部内面に凹線状のナデ凹み。

Θヨコナデ
⑩ハケ(4本 /cn)

◎ヨコナデ
⑩ハケ

灰掲色

茶褐色
石・長 (1～ 2)

◎

奏
雰世
昔回

口
残
(242)
21
折曲口縁。国縁端部に刻目。 ヨヨナデ

ヨコナデ
マメツ

黄茶褐色
責茶褐色

石 長(1～2)金
◎

一霊
径
高
口
残
(228)
55
複合口縁壺。半裁竹管文と竹管
文を施す (2列、1列 、2列 )。

ヨコナデ
ヨコナデ
ハケ→ヨコナデ

黄茶掲色
黄褐色

石 長 (1～2)金

◎

〓空
径
高
口
残
(200)
38
複合口縁壷。口縁端部は「コ」の

字状。
ナ デ ハケ→ヨコナデ

淡褐色
淡茶褐色

石 長 (1～3)金

◎

一霊 残高 32 複合口縁重。刻目。
ヨコナデ
マメツ

マメツ
茶褐色
茶褐色

石 長 (1～3)金
◎

一空
宏住
昔向

口
残

(孔36)
23
複合口縁壺。波状文 5条以上を
施す。

ハケ→ナデ マメツ
橙茶褐色
橙茶掲色

石 長 (1～2)金

◎

〓霊 残高 23 口縁部は上下方に拡張し、端面
に凹線文2条 十刻目を施す。

ミガキ
ヨヨナデ
ミガキ

茶色
茶褐色

石 長 (1～2)金

◎

士空
径
高
口
残
(348)
77
大型品。口縁部は上下方に拡張し、
端面に凹線文4条十山形文を施す。

マメツ マメツ
淡赤掲色
淡責褐色

石 長 (1～ 3)

◎

奏
径
高
底
残

上げ底。
ミガキ
ヨコナデ

工具ナデ

ナデ

色
色
褐
茶
茶
暗

石 長(1～3)金
◎

黒斑

支脚 残高 38 受部片。中空。 ナ デ ナ デ
淡褐色
淡掲色

石 長 (1～ 4)

◎

不明 残高 41 器種不明。 ミガキ
ヨヨナデ

ナデ

淡褐色
茶褐色

石 長 (1～5)金

◎
黒斑

塩

器

製

土
口径 (42)
残高 47 器壁うすい。 ナデータタキ

ナデ
マメツ

灰責褐色
灰茶色

密

◎
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表44 S Bll出土遺物観察表 石製品

番号 器 種 残 存 材 質
法

備 考 図版
長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重さ(R)

石庖丁 1/3 緑色片岩

表46 SB9出 土遺物観察表 土製品

遺 物 観 察 表

(1)

表45 SBll出 土遺物観察表 玉類

番号 器 種 残 存 材  質 色
法

備 考 図版
直径 (cm) 高さ(cm) 重さ (富 )

臼玉 3/ア 4 滑石 黒灰色 020

番号 器種 法量 (cm) 形態・施文
調   整 色調

1禽目|
土
成

胎
焼

備考 図版
外  面 内  面

甕
径
高
口
残
(18の

66
口縁部は内湾し、端部は内傾す
る面をもつ。

マメツ
◎ヨコナデ
⑩ナデ(マ メツ)

乳責褐色
乳責掲色

石。長 (1～ 3)金
◎

甕
径
高
口
残
(190)
40
口縁部は内湾し、端部は内傾す
る面をもつ。

ヨヨナデ

(マ メツ)
マメツ

責茶褐色
茶褐色

密 金
◎

奏
口径 (166)
残高 55

口縁部は内湾し、端都は丸い。
胴上位にヘラ記号。

Θマメツ
⑩ハケ

マメツ
淡褐色
淡褐色

密,金

◎

157 賽
口径 (160)
残高 43

口縁部は外反し、端部は「コ」の

宇状。
マメツ マメツ

乳赤褐色

淡灰赤褐色
石 長 (1～ 3)

◎
黒 斑

甕
口径 (171)
残高 36

口縁部は内湾し、端部は内傾す
る面をもつ。

ヨヨナデ
ヨコナデ

板ナデ

褐色
赤掲色

石 長(1～ 3)金

◎

奏
口径 (198)
残高 38

口縁部は内湾し、端部は内傾す
る面をもつ。

マメツ マメツ
淡責茶色
淡褐色

密

◎

賽
口径 (211)
残高 44

口縁部は内湾し、端部は内傾す
る面をもつ。

ヨコナデ

(工具痕 ?)
マメツ

明茶掲色
明茶掲色

密

◎

甕
宏位
古ロ

ロ
残

(上95)
38
口縁部は内湾し、端部は内傾す
る面をもつ。

ヨコナデ

(マ メツ)
ヨコナデ

淡褐色
灰褐色

長 (1～ 2)

◎
煤付着

甕
径
高
口
残
(178)
31
口縁部は内湾し、端部は内傾す
る面をもつ。

マメツ ヨコナデ
灰茶褐色
灰褐色

石 長 (1～ 2)金

○

賽
径
高
口
残
(220)

74
口縁部は内,弯 し、端部は「コ」の

字】犬。
Θヨコナデ
⑪ハケ

ヨコナ デ
乳白褐色
乳白褐色

石 長 (1)金
◎

甕
径
高
口
残
(198)
59
口縁部は内湾し、端部は内傾す
る面をもつ。

Θヨヨナデ
⑩ハケ(マメツ)

マメツ
明茶褐色
明茶色

石 長 (1～ 4)

◎

165 甕
径
高
口
残
(186)
60
口縁部は内湾し、端部は内傾す
る面をもつ。

マメツ
Θマメツ
⑪ハケ?(マメツ)

乳責褐色
乳責褐色

石 長 (1～ 3)金

◎

椀
径
高
口
器
(1■0)

48
口縁部は内湾して立ち上がり、

端部は九い。

マメツ

(工具痕)
ヨコすデ

明茶色
乳褐色

密 金
◎

高郭 残高 44 ITN脚部片。 マメツ マメツ
橙茶色
橙茶色

密

◎

168 高杯
径
高
底
残
(100
26 柱裾部

内面に稜をもつ。
ナデ
ヨコナデ

ナ デ
明茶色
明茶色

石 長 (1～ 2)金

◎

甑
口径 (288)
残高 73 口縁部は平坦面をも

つ。
◎ナデ
⑩ハケ(5本 /cm)

Θハケ(8本 /cm)
⑩ナデ

淡灰褐色
淡灰褐色

石 長 (1～ 3)金

◎

甑 残高 21 楕円形孔 1ケ所看取。
ハケ

(6～ 7本/cm)

ハケ

(6～ 7本 /cm)

茶褐色
茶褐色

密

◎
黒 斑

甑 残高 把手。断面楕円形。 ナ デ マメツ
責茶褐色
黄茶褐色

石 長 (1～ 2)金

◎

甑 残高 59 把手。断面楕円形。 ナ デ マメツ(ナデ)
暗灰掲色
淡黄褐色

密

◎

空
口径
残高

口縁端部下に凸線 1条を施す。 回転ナデ 回転ナデ
灰色

灰色

密

◎

製塩

土器

口径

残高
器壁うす�

マメツ

(タ タキ)
マメツ

淡赤茶色
淡茶色

密

◎

イ蓋
察生
昔回

口
器
(1■8)

41
天丼部は扁平で、口縁端部は内
傾する凹面をなす。稜は明瞭。

〇回転ヘラケズリ
◎回転ナデ

回転ナデ
責灰色
青灰色

密

◎ 自身胡的

必 蓋
径
高
口
器
123
47
天丼部は九く、口縁端部は内傾
する凹面をなす。稜は明瞭。

〇回転ヘラケズリ
Θ回転ナデ

回転ナデ
青灰色
青灰色

密

◎

杯蓋
口径 (115)
器高 50

天丼部は九く、口縁端部は内傾
する凹面をなす。稜は明瞭。

〇回転ヘラケズリ
◎回転ナデ

回転ナデ
青灰色

青灰色

密

◎
自然干由

郭身
径
高
口
残
(104)
46
底部は扁平で、たちあがり端部は内

傾する凹面をなす。底部にヘラ記号。
◎回転ナデ
⑥回転ヘラケズリ

回転ナデ

ナデ

色

色

灰

灰

密

◎

不身
伝住
昔回

口
残
(106)

51
底部は九く、たちあがり端部は

内傾する凹面をなす。
Θ回転ナデ
⑥回転ヘラケズリ

回転ナデ
白灰色
白灰色

密

◎
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SB9出 土遺物観察表 土製品

檸味四反地遺跡13次調査

(2)

番号 器種 法量 (cm) 形態・施文
調   整 色調

1織暑|
生
成

胎
焼

備考 図版
外  面 内  面

lTN身
口径 (102)
器高 50

底部は扁平で、たちあがり端部は内
傾する凹面をなす。底部にヘラ記号。

◎回転ナデ
⑥回転ヘラケズリ

回転ナデ
青灰色
青灰色

密

◎

杯身
径
高
口
器

底部は九く、たちあがり端部は

内傾する凹面をなす。
◎回転ナデ
⑥回転ヘラケズリ

回転ナデ
暗灰色

青灰色

密

◎

郭身
径
高
口
器

底部は丸く、たちあがり端吉Ⅲま内傾する凹
面をなす。受部内側に沈線状の凹みを施す。

◎回転ナデ
⑥回転ヘラケズリ

回転 ナデ
青灰色
青灰色

密

◎

蓋
径
高
口
器

有蓋高不の蓋。つまみ中央部が凹む。日
縁端部は内傾する凹面をなす。稜は明瞭。

〇回転ヘラケズリ
◎回転ナデ

回転ナデ
黒灰色
青灰色

密

◎

蓋
つまみ径
残高

有蓋高郭の蓋。つまみ中央部が
凹む。稜は明瞭。

(つまみ)回転ナデ
〇回転ヘラケズリ

回転ナデ
灰色
青灰色

密

◎

高郭
伝佐
舌回

口
残
(162)
82
無蓋高不。台形状透か し3ヶ
所。稜は明瞭。

回転ナデ回転ヘラケズリ

⑩カキメ
回転ナデ

暗灰色
灰色

密

◎

高杯
径
高
口
残
(161)
40
無蓋高郭。口縁中位に凸線 1条
を施す。下位に波状文 7条。

回転ナデ 回転ナデ
青灰色

灰色

密

◎

高郭 残高 25 無蓋高杯。口縁中位に凸線 1条
を施す。下位に波状文11条。

回転ナデ
回転ヘラケズリ

回転ナデ
暗灰色
灰色

密

◎

高杯
伝住
昔向

底
残

脚端部は下方に屈曲する。長方
形状の透かし2ヶ所看取。

カキメ

延D回転ナデ
回転ナデ

暗灰色
青灰色

密

◎

高イ
径
高
底
残

脚端部は下内方に屈曲する。長
方形】大の透かしlヶ所看取。

回転ナデ 回転ナデ
灰色

暗灰色

密

◎

椀 残高 36 胴部中位に凸線 2条 と凸線間
に波状文 8～ 9条を施す。

回転 ナデ 回転ナデ
暗灰色
暗灰色

密

◎

椀
伝世
士回

口
残
(109)
42
胴部中位に凸線1条と沈線1条を

施す。凸線と沈線間に波状文10条。
回転 ナデ 回転ナデ

暗灰色
灰色

密

◎
自然釉

堪 残高 83 胴都中位に沈線 2条 を施す。沈
線間に波状文 7～ 8条。

回転ナデ
⑥ナデ

⑪ナデ
⑩回転ナデ

色灰
色
青
灰

密

◎ 自然釉

題 残高 57 胴部中位に沈線 2条、沈線間に
波状文 7～ 8条を施す。

廻⊃カキメ
⑥回転ヘラケズリ

回転 ナデ
青灰色
青灰色

密

◎ 自然釉

士空
径
高
口
残

短顎壺。口縁部は短 く直立 し、
端部は九い。

カキメ 回転ナデ
色

色

灰

灰

圭目
主戸

密

◎

甕
径

高
口
残
(188)
3孔

口縁端部を長方形状に肥厚す
る。

回転ナデ 回転ナデ
青灰色

青灰色

密

◎

甕
径
高
口
残
(256)

33
外反口縁。口縁部下位に凸線 1

条を施す。
回転 ナデ 回転ナデ

色灰
色
青
灰

密

◎

甑 残高 64 把手。断面楕円形。 ナ デ ナ デ
淡責褐色
淡責褐色

密

◎

甕
径
高
底
残

平底。
タタキ

⑥ナデ
ナ デ

灰褐色
茶褐色

石 長 (1～ 3)

◎
黒斑

士重
径
高
口
残
(168)

53
口縁部は上方に拡張し、端面に凹
線文3条を施す。顕言Falこ沈線1条。

ヨコナデ
⊂⊃ヨコナデ
◎マメッ

茶褐色
黄褐色

石 長 (1～ 3)金

◎

200 士笠 残高 42 肩部小片。沈線文 2条
+貝 殻

文。
ナ デ ヨコナデ

明灰茶褐色
乳茶褐色

密

◎

士霊 残高 肩部小片。貝殻文。 ナデ ナデ→ ミガキ
灰責掲色
褐黒色

石 長 (1～ 4)

◎

士霊 残高 23 肩部小片。
ヘラ横沈線文 6条

(タ テ4条、ヨコ2条 )。
ナ デ ナ デ

茶褐色
黒色

石 長 (1～ 4)

◎
黒斑

士霊 残高 44 肩部小片。刺突文。 ナ デ ナ デ
淡乳褐色
淡灰褐色

石 長 (1～ 3)

◎

土錘 欝
幅

円子し(φ 04cm)。 ナ デ 工具ナデ
淡茶褐色
淡茶褐色

石 長 (1～ 2)金

◎

表47 SB9出 土遺物観察表 石製品
番号 器 種 残 存 材  質

法 白重
備 考 図版

長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重さ(g)

有Tし円板 完存 滑 石

表48 SB9出 土遺物観察表 金属製品
番号 器 種 残 存 材  質

法
備 考 図版

長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重さ(R)

刀 ? 鉄
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表49 SB9出 土遺物観察表 玉類

番号 器 種 残  存 材 質 色
法 量

備 考 図版
直径 (cm) 高さ(cm) 重さ (富 )

207 臼玉 完形 滑 石 緑灰色 046

臼玉 完形 滑 石 黒灰色

表51 3号大型建物出土遺物観察表 土製品

遺 物 観 察 表

(1)

表50 SB7出 土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形態 施文
調   整 色調横目|

生
成

胎
焼

備考 図版
外 面 内 面

高杯
宏仕
舌回

口
残
(147)
61
杯部下位に稜をもつ。

ヨコナデ
マメツ

ヨコナデ

ナデ

明茶色
明茶色

密

◎
黒斑

不蓋
径
高
口
残
(120)
28
天丼部は九く、口縁端部は内傾
する凹面をなす。

回転ナデ 回転ナデ
淡褐灰色
淡褐灰色

密

◎

番号 器種 法量 (cm) 形態 施文
調   整 色調棧目|

生
成

胎
焼

備考 図版
外 面 内  面

甕 残高 98 胴 部 片 。

タタキ

(マ メツ)

ハケ

(5-6Я卜/cm)
黄褐色
淡黄褐色

石 長 (1～ 4)

◎ ＳＰ②
瓢

212 伍 残高 32 貼付凸帯文 1条 十斜格子目文。 ヨヨナデ
ハケ (3本 /cm)

ナデ

茶褐色
黒色

石 長 (1～ 3)

◎

SP②
黒斑

甕 残高 34 月同吉L/1ヽ
'キ

。 タタキ す デ
淡茶褐色

淡灰掲色
石 長 (1)金
◎

SP◎

甕 残高 32 胴部小片。 タタキ
ハケ

(8～ 10本 /cm)

乳灰茶色
淡灰褐色

石 長 (1～3)金

◎

SP①
煤付着

215 奏
径
高
底
残

平底。 ハケ (6本/cm) ナ デ
茶褐色
黄茶褐色

石

◎
長 (1～ 4) SPO

黒斑

一望 残高 53 月同吉Б/1ヽ ,十。 タタキ→

ハケ (5本 /cm)
ハケ(4本/cm)

色
色
茶
灰
淡
暗

石 長 (1～ 3)

◎

SPO
黒斑

邦蓋
径
高
口
残
(108)
■8
口縁部小片。 回転ナデ 回転ナデ

色
色
灰
灰
主日
主目

密

◎
SP@

218 鉢 残高 月同吉開 片ヽ。 タタキ ナデ (マ メツ)
淡黄褐色
淡責褐色

石 長 (1～ 2)

◎ ＳＰ⑮
翻

一空 残高 49 口縁部片。 ハケ ミガキ マメツ
色

色

茶

橙

明

淡
石 長 (1～3)金

◎
SP⑦

士笠 残高 39 月同吉F/1ヽ片。 タタキー
ハケ(4～5本/cm)

ハケ (4～ 5本/cm)

(マ メツ)
淡茶褐色
乳褐色

石 長 (1)
◎

SPOi

鉢 残高 59 胴部小片。 タタキ ハケ(10本/cm)
乳褐色
淡茶色

石 長 (1～3)金

◎

SP@
黒斑

222 支脚 残高 36 受部。断面楕円形。 ナ デ 淡褐色
石 長(1～4)金
◎

SP⑦

甕
口径 (196)
残高 14 口縁部小片。

ナ デ ナ デ
責茶褐色
暗褐色

石 長 (1～ 2)金

◎

SP⑩
黒斑

224 甕 残高 25 底部片。
タタキ

(マメツ)
ナ デ

色褐
色
淡
黒

長 (1～ 2)

◎

SP⑩
黒斑

225 巽 残高 26 口縁端部は内傾する面をもつ。 マメツ マメツ
黄茶褐色

黄褐色
石 長(1～2)金
◎

SP②

甑 残高 77 把手。 ナ デ ナ デ
黄褐色
黒色

石 長 (1～ 2)

◎

SP②
早斑I媒付着

227 郭身 残高 小片。 回転 ナデ 回転ナデ
色
色
灰
灰
暗
青

密

◎
SP@

奏 残高 87 月同吉Бナキ。 タタキ
ハケ

(5-6本/cm)
淡褐色
淡黄褐色

石 長(1～ 3)
◎

SP④

空 残 高 複合口縁重。 マメツ(ハケ)
ハケ→ナデ

ヨコナデ

橙茶色
黒灰色

石 長 (1～ 2)

○
躙
勁

一霊
口径 (358)
残高 21

口縁端部を下方に拡張し、端面
に波状文 5条を施す。

◎ヨコナデ
⊂⊃ハケ(5本たm)

マメツ
黄褐色

暗責褐色
石 長 (1～ 3)

◎
嘲
瓢

鉢
口径 (263)
残高 18 口縁部小片。

ヨコナデ
ハケ

(6-8月卜/cm)

色

色

褐

褐

茶

茶
石 長 (1～5)金

◎
SP②

鉢
口径 (155)
残高 34 口縁部は直立する。

ハケ (マ メツ)
⊂Dヨ コナデ
Θハケ(5～8本/cm)

淡茶褐色

淡黄褐色
石 長(1～2)金
◎ 勁
勁

高杯 残高 12 琢部月ヽ片。 マメツ マメツ
色
色
橙
茶
淡
暗

石 (孔 )
◎

SP⑪

奏
底径 (58)
残高 51 上げ底。

ナデ→

ヨヨナデ
ナ デ

暗黄茶色
灰褐色

石 長 (1～ 3)

◎
SP⑪

235 不 霊 残高 25 小片。 ○回転ヘラケズリ
◎回転ナデ

回転ナデ
色
色
灰
灰
圭目
主曰

密

◎
SP⑪
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3号大型建物出土遺物観察表 土製品

表53 SD2(1区 下層)出土遺物観察表 土製品

構味四反地遺跡13次調査

(2)

(1)

番号 器種 法量 (cm) 形態 施文
調  整 色調

1禽目|
生
成

胎
焼

備考 図版
外 面 内 面

236 甕 残高 41 胴
=Б

片。 タタキ
ハケ(5～6本/cm)

板ナデ
灰茶褐色
淡責褐色

石 長(1～ 2)金
◎

SP⑬

237 鉢
口径 (217)
残高 32 口縁部はわずかに外反する。

Θナデ

⑩ タタキ おア

？

ナ

ケ

コ

ハ

ヨ

◎

⑩
乳茶掲色
乳茶褐色

密

◎
SP⑬

238 郭身 残高 18 底部片。 回転ナデ

回転ヘラケズリ
回転ナデ

灰色
灰色

密

◎
SPO

239 甕
径
高
口
残
(212)
26
口縁端部は九し ナ デ ハケ (マ メツ)

乳灰褐色
乳灰褐色

石 長 (1)
◎

SP⑭

望 残高  34 肩部小片。貝殻文。
ミガキ

(マ メツ) キ
ア^
ガ

ナ

ミ

茶褐色

茶褐色
石 長 (1～ 4)

◎ ＳＰ⑭
勁

鉢
底径 16
残高 25 突出する小さな平底。

′ヽケ (10本 /cm) ナ デ
黒色

黒褐色

石 長(1～ 2)金
◎ ＳＰ⑫
瓢

242 支脚
径
高
底
残

中空。
ミガキ

(マ メツ)
マメツ

茶褐色
茶褐色

石 長 (1～ 2)

◎
SP⑭

高郭
径
高
底
残
(128)
14
柱裾部内面に明瞭な凌をもつ。

ミガキ

(マ メツ)
マメツ

淡橙色
乳責褐色

密

◎
SP⑦

表52 掘立 1出土遺物観察表 土製品

番 号 器種 法量 (cm) 形態 施文
調   整 色調

1織目|
生
成

胎
焼

備考 図版
外 面 内 面

〓空
径
高
口
残
(122)
32
口縁端部を上方に拡張し、端面
に凹線文3条を施す。

ヨコナデ ヨコナデ
茶褐色
茶褐色

石 長 (1～ 3)

◎

士霊 残高 小型重。 ナ デ ナ デ
暗灰褐色

暗灰色

密

◎
黒斑

媒付着

高不
口径 (212)
残高 35 口縁部はわずかに外反する。

ヨコナデ

(マ メツ)

ヨヨナデ

(マ メツ)

淡橙褐色
淡橙褐色

密

◎

番号 器 種 法量 (cm) 形態 施文
調  整 色調

1禽目|
生
成

胎
焼

備考 図版
外  面 内  面

247 甕
口径 (332)
残高 25 折曲回縁。口縁端部に刻目。

ヨコナデ
ヨコナデ

(マ メツ)

茶褐色

茶色
石・長 (1～ 2)

◎

248 甕 残高 36 貼付凸帯文 1条 +押圧。
ヨコナデ

ナデ
◎ヨコナデ
⑪ミガキ

色
色
茶
茶

石 長 (1)
◎

甕
口径 (158)
残高 50

「く」の年状口縁。口縁端部はナ
デ凹む。 キ

ガ

嘲

コ

おア

ヨ

ナ

Θ

⑩
◎ヨコナデ
⑪ナデ

灰茶褐色
茶色

石 長 (1～ 3)

◎
黒斑

250 甕
口径 (174)
残高 27

口縁部が外反し、口縁端部は丸
い 。

ナデ
ハケ (マ メツ)

マメツ
乳掲色
乳褐色

長 (1～ 4)

◎

甕
口径 (101)
残高 52

「く」の字状口縁。口縁端部は九
しゝ。

Θ ヨコナデ

⑩ハケ (マ メツ)

Θヨコナデ
⑩ナデ

淡掲色
淡褐色

石 長 (1～ 4)

◎

252 甕
伝住
昔向

口
残
(180
41
「く」の字状口縁。日縁端部は九
ψヽ。

ハケ(10本/cm)
→ヨコナデ

◎ハケ→ヨコナデ
⑮ケズリ

灰褐色
淡掲色

石 長(1～ 2)金
◎

媒付着

253 甕
口径 (156)
残高 78

「く」の字状口縁。口縁端部は丸
しヽ 。

ハケ(10～ 12本/cm)
→ヨコナデ

◎ハケG～ 12本/cm)
⑩ケズリ

灰掲色
責褐色

石 長 (1～ 4)金

◎
黒斑

甕
径
高
底
残 平底。 ミガキ (マ メツ) マメツ

淡茶褐色
淡茶褐色

石 長 (1～ 2)

◎
黒斑

255 奏
底径
残高

平底。 ミガキ ナ デ
茶褐色

暗茶褐色
石 長(1～ 3)金
◎

黒 斑

甕
伝任
古回

底
残

上げ底。
ミガキ→ヨヨナデ

⑥ナデ
マメツ

茶色
茶掲色

石 長 (文～4)金
◎

甕
底径 23
残高 163

長胴。小さな平底。
タタキ
⑥ナデ

ハケ(7本/cm)
→ナデアゲ

赤褐色
淡褐色

石 長 (1～ 4)金

◎
黒斑

煤付着

258 一空
口径 (410)
残高 48

大型品。広口童。口縁端部に刻
目。国縁内面に貼付凸帯文 l条。

ナデ
ミガキ ?

ヨコナデ
→ミガキ ?

淡掲色
乳褐色

石 長 (1～ 4)

◎

霊
伝仕
古回

口
残
(154)
25
広口壼。口縁端部を上下方に拡
張し、端面に凹線文 2条を施す。

Θ ヨヨナデ

⑬ナデ
Θヨコナデ
◎ナデ

茶色
灰茶色

石 長 (1～ 2)

◎

260 堕
径
高
口
残
(132)
26
広口壺。日縁端部を上下方に拡
張し、端面に凹線文 2条を施す。

ヨヨナデ
ハケ(10本/cm)

ヨコナデ

ナデ

色
色
茶
茶

石 長(X～ 3)金
◎

261 一望
口径 (220)
残高 41

広口壼。口縁端部を上下方に拡張
し、端面に凹線文3条と刻目を施す。

マメツ
⊂Dヨ ヨナデ
ミガキ(マメツ)

赤茶色
赤褐色

石・長 (1～ 2)

◎

霊

径
高
口
残
(191)
23
複合口縁壷。口縁部に波状文 4

条を施す。
ナデ
ヨヨナデ

ヨコナデ
淡褐色
淡褐色

石 長 (1～ 2)金

◎
黒斑

263 軍 残高 84 頚部に
ヘラ描き沈線文6条、ヘラ描き

沈線文下に貼付凸帯文1条 +貝殺文。

ハケ (マ メツ)
ヨコナデ (マメツ)

ミガキ

ナデ

茶褐色

茶褐色
石 長 (1～ 5)

◎

264 笠

径
高
口
残

小型壺。口縁部は直立し、口縁
端部は丸い。

ナ デ
◎ハケ(5本/cm)
⑩ナデ

茶褐色
茶褐色

石 長(X～ 3)金
◎
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SD2(1区 下層)出土遺物観察表 土製品

表55 SD2(2区 下層)出土遺物観察表 土製品

遺 物 観 察 表

(1)

(2)

番 号 器種 法量 (cm) 形態・施文
調   整 色調

1禽召|
生
成
胎
焼

備 考 図版
外 面 内 面

一霊
底径 (67)
残高 53 平底。

ハケ(5本 /cm)
⑥ナデ

ナ デ
淡責褐色
灰褐色

石 長 (1～ 3)

◎
黒斑

266 士望
径
高
底
残

わずかに上げ底。
ミガキ ナデ
⑥ミガキ

工具ナデ
→ナデ

淡灰褐色
淡掲色

石 長 (1～ 3)

◎
黒斑

267 一霊
径
高
底
残
(10の
41
わずかに上げ底。 ナデ (ミ ガキ) ナ デ

明茶色

黒色

石 長 (X～ 3)金

◎
黒斑

268 士霊
径
高
底
残
(100
50 大型品。突出す

る平底。 タタキ (マ メツ)
ハケ→ナデ

(マ メツ)

暗灰色
乳灰褐色

石 長 (1～ 3)金
◎

黒斑

269 鉢 残高 外反口縁。
ハケ (21本 /cm)
マメツ

Θハケ ナデ
⑪マメツ

色
色
褐
褐
茶
茶

密

◎

270 鉢 残高 67 外反口縁。 本

４ア
ケ

ナ

ハ

⑪

⑩

ハケ→ナデ

ケズリ
淡黄褐色

淡責褐色
石 長 (1～3)金

◎

鉢
径
高
底
残

突出する小さな平底。
ミガキ
⑥ナデ

ミガキ
暗茶掲色
茶褐色

石 長 (1～2)金

◎
黒 斑

鉢
径
高
底
残

小さな平底。
ハケ(8～ 10本 /cm)
⑥ナデ

ハケ ナデ
黒褐色
暗灰褐色

石 長 (1～ 3)金

◎
黒 斑

273 鉢
径
高
底
残

小さな平底。 マメツ(ナデ) ハケ→ナデ
淡茶色
乳白褐色

石 長 (1～2)金

◎

高郭 残高 43 口縁部外面に凹線文 2条以上
を施し、下位に刻目。

ミガキ ナ デ
淡灰褐色
茶色

石 長 (1～ 2)

◎

高杯 残高 48 差込技法。 ハケ(12本 /cm)
ナデ

エ具痕

乳茶褐色
乳茶褐色

石 長 (1～ 3)金

◎
黒 斑

276 器台 残高 31 ハケ→ミガキ
ヨコナデ
ナデ

暗褐色
淡褐色

密

◎ 煤付着

形
品
銅
製
分
土

残長 45 裏面から円Tし (φ 03cm)◇ ナ デ 暗灰褐色
石 長 (1～ 2)金

◎
黒斑 柳
２３

表54 SD2(1区 下層)出土遺物観察表 石製品

番号 器 種 残 存 材 質
法

備 考 図版
長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重さ(g)

石厄 丁 完存 結晶片岩 857 未製品

番号 器種 法量 (cm) 形態 施文
調   整 色調

1禽目|
生
成
胎
焼

備考 図版
外 面 内 面

279 甕
口径 (213)
残高 29

口縁端面に凹線文1条を施し、凹線
文上に刻目。貼付凸帯文1条十押圧。

ヨコナデ
ミガキ→ヨヨナデ

ミガキ

茶掲色
茶掲色

石・長 (1～ 3)
◎

賽 残高 59 胴部上位に刺突文。 デ
休
ナ

Ｑ
コ
ケ
ヨ

ハ

◎
⑩

ヨコナデ
ハケ(10本/cm)

茶褐色
暗茶褐色

石 長 (1～ 2)

◎

甕
底径 (110)
残高 36 平底。

ミガキ→ヨヨナデ
⑥ナデ

ナ デ
淡茶褐色
乳茶褐色

石・長 (1～ 3)金

◎

甕
径
高
底
残

平底。
ミガキ→ヨコナデ
⑥ナデ ミガキP

ナ デ
淡茶掲色
茶色

石 長 (1～ 2)金

◎

甕
径
高
底
残

上げ底。
ナデ

ヨコナデ
マメツ (ナデ )

茶色

暗茶色
石 長 (1～ 3)
◎

甕
夕仁
古回

底
残

上げ底。
ナデ

⑥ヨヨナデ
ナ デ

淡茶褐色
乳掲色

石 長 (1～ 2)金

◎

285 養
径
高
底
残

平底。
タタキ→ハケ(9本 /cm)
⑥ナデ

ハケ(9～ 10本/cm)
⑥ナデ→ハケ

淡褐色
淡灰褐色

石 長 (1～ 4)

◎
黒斑

甕
径
高
底
残

平底。
タタキ→ハケ
⑥ハケ ナデ

ナ デ
色
色
黄
灰
灰
暗

石 長 (1～ 3)金

◎
黒 斑

霊

口径 (124)
残高 46

広口壼。口縁端部を上下方に拡
張し、端面に凹線文 3条を施す。

ヨコナデ

ミガキ

ナデ
ヨコナデ

茶掲色

茶褐色
石 長 (1～ 3)

◎

288 一霊
口径 (1孔 1)
残高 37

長顎壺。口縁部はわずかに外反
する。

ハケ→ヨコナデ
ハケ (7～ 8本/cm)
→ヨコナデ

乳褐色
淡灰褐色

石 長 (1～ 2)金

◎
黒斑

289 笠

径
高
口
残
(104)
87
ほぼ完形品。小型壷。

ハケ (8本/cm)
→ナデ

◎ハケ(7本/cm)
⑩板ナデ ナデ

色
色
掲
褐
暗
茶

石 長 (孔～3)金

◎
黒斑

霊 残高 43 大型品。刺突文 2列。
ハケ→ナデ
ハケ→ ミガキ

ナデ ミガキ

(マ メツ)

茶色

茶色
石 長 (1～ 2)

◎

一霊 残高 貼付凸帝文 1条 十刻目。 ハケ→ ミガキ
⑩ハケ(6本 /cm)
→ナデ

淡茶褐色
乳茶褐色

石 長 (1～ 3)金

◎

292 霊 残高 54 丹同音Б片。
ハケ
(8～ 10本/cm)

ケズリ
黒掲色
黒色

石 長 (1～ 3)金

◎
黒斑

293 笠

径
高
底
残

大型品。平底。 タタキ→ハケ
ハケ(9～ 10本 /cm)

ナデ

色
色
掲
褐
茶

灰
石 長 (1～ 5)金

◎
黒斑
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SD2(2区 下層)出土遺物観察表 土製品

表57 SD2(1区 上層)出土遺物観察表 土製品

ね味四反地遺跡13次調査

(2)

番号 器種 法量 (cm) 形態 施文
調   整 色調

1禽暑|
生
成

胎
焼

備考 図版
タト  E三 内  面

294 鉢
径
高
口
残
(306)
49
日縁端部を上下方に拡張し、端面に凹線
文2条を施す。貼付凸帯文1条十刺突文。

ハケ→ヨコナデ
ナデ (ミ ガキ ?)

Θハケ(4本 /cm)
⑩ヨコナデ

茶色
茶色

石 長 (1～ 3)
◎

鉢
伝仕
古回

底
残

小さな平底。
タタキ→ナデ
⑥ケズリ ハケ

ハケ(8本 /cm)
色
色
褐
褐
乳
乳

石 長 (1～4)金

◎
黒 斑

高杯 残高  64
脚部内面にシボリ痕。脚部上位
に沈線文 1条。

ミガキ ナ デ シ ボ リ反
灰褐色
灰褐色

石 長 (1～ 2)金

◎
黒斑

297 器台
底径 (210)
残高 32 裾部外面に凹線文 5条以上。

ヨヨナデ ヨヨナデ
色

色

褐

褐

茶

茶
石 長(1～ 2)金
◎

黒斑

表56 SD2(2区 下層)出土遺物観察表 石製品

番号 器 種 残 存 材  質
法 量

備 考 図版
長さ(cm) 幅 (cm) 厚 さ(cm) 重さ(R)

砥 石 ほぼ完存 不 明

番号 器種 法量 (cm) 形態・施文
調  整 色調棧目|

生
成

胎
焼

備考 図版
外  面 内  面

甕
径
高
口
残
(15①
40
「く」の字状口縁。口縁端部は
「コ」の字状。

ヨコナデ

ナデ (マ メツ)
ナ デ

灰茶褐色
灰責褐色

石 長 (1～ 2)

◎
黒斑

300 甕
径
高
口
残
(154)
30
口縁部が直立し、口縁端部は九

味のある面をもつ。
ヨコナ デ

マメツ

(ヨ ヨナデ )

乳白褐色
乳白褐色

石 長(1)金
◎

甕 残高 37 月同言焉片。 タタキ ナ デ
淡茶褐色
淡責褐色

石 長(1～ 3)
◎

甕 残高  57 月同著Б,キ。
タタキ→

ハケ (8本 /cm)
ナ デ

淡褐色
淡仄色

石・長 (1～ 3)

◎

甕
径
高
底
残 平底。

タタキ→

ハケ(7本 /cm)

ハケ(6本 /cm)
→ナデ

暗褐色
暗褐色

石 長 (1～ 2)

◎
黒 斑

甕
径
高
底
残

平底。 ミガキ ナ デ
茶褐色
暗掲色

石 長 (1～2)金

◎
黒 斑

甕
径
高
底
残

上げ底。 ナデ ヨコナデ ナ デ
色

色

茶

黒
石 長 (1～ 3)金

◎
黒 斑

士霊
径
高
口
残
(345)
58
大型品。広日壼。口縁端部を上下方に

拡張し、端面に凹線丈4条を施す。

ヨコナデ
ハケ

ヨコナデ

ミガキ

色

色

茶

茶

明

明
石。長 (1～ 2)金

◎
黒 斑

〓霊
口径 (113)
残高 18

広口壺。口縁端部を上下方に拡
張し、端面に凹線文 3条 を施す。

ヨコナデ ナ デ
茶褐色
茶掲色

石 長(1～ 3)金
◎

〓霊 残高 28 広口重。国縁端吉Ⅲま下方に垂下し、端
面にヘラ描き沈線文(斜線)を施す。

ミガキ ヨコナデ
乳茶褐色
乳茶褐色

石 長 (1～ 3)金

◎

士空 残高 24 複合口縁三。国縁拡張部外面に
刻目。

ハケ(16本/cm)
→ナデ

マメツ
ハケ(12本/cm)

暗赤茶色
淡茶褐色

石 長 (1)
◎

士霊 残高 13 口縁端部を上方に拡張する。 ナデ (マ メツ) ヨコナデ
淡茶掲色
淡茶褐色

長 (1～ 3)

◎

鉢
伝住
昔向

口
残

卜型童。口縁部が外反する。 ミガキ (マ メツ)
ヨコナデ

ミガキ ?
茶褐色
茶褐色

石 長 (1～ 2)金

◎

鉢
口径 (112)
残高 36 小型壼。口縁部が直立する。 ナデ (マ メツ) ナデ (マ メツ)

乳白褐色
乳白褐色

密

◎

士霊 残高 68 貼付凸帝文 1条 十刻目。 マメツ,ハ クリ ⑩ミガキ
淡灰茶色
茶色

石 長 (1～2)金

◎

一霊
径
高
底
残

平底 。
ミガキ

⑥ナデ

キガ

デ
ミヽ
ナ

暗掲色

茶色
石 長(1～ 3)
◎

黒 斑

士空
宏住
古回

底
残

平底。
マメツ (ミ ガキ)

⑥ナデ

マメツ

ミガキ

茶褐色
茶掲色

石 長(1～ 3)
◎

士霊
口径 (268)
残高 30

口縁部外面に5条以上、口縁端
部に2条の凹線文。

ナ デ ナ デ
乳褐色
淡茶褐色

石・長 (1～ 2)

◎

高杯
底径 (107)
残高 27

裾部外面に3条、裾端部に1条の凹線文。
脚部下位に矢羽根透かしlヶ所(未貴通)。

マメツ ヨコナデ
淡茶色

淡茶色
石・長 (1～ 2)

◎

高郭 残高 24 杯部片。杯部下位に稜をもつ。 ミガキ ⊂Dミ ガキ
⑩工具ナデ ?

淡掲色
淡褐色

石 長(1～2)金
◎

高杯 残高 67 柱部内面にシボリ痕。差込技
法。

ナデ ハケ

(マ メツ)
⊂Dナデ
⑩ハケサデ

責掲色
責褐色

石 長 (1～4)金

◎

高杯
底径 (120)
残高 20 裾部片。赤色顔料付着。

ヨヨナデ ヨコナデ
淡茶褐色
淡茶褐色

石 長 (1)金
◎

巻頭笠

支脚 残高 56 受部。 ナ デ
明責茶褐
色

石 長 (1～4)金

◎

322 支脚
伝仕
舌回

底
残
(120)

34
中空。 ナデ (マ メツ) ナデ (マ メツ)

淡責茶色
淡責茶色

石 長 (1～ 3)

◎
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番号 器種 法量 (cm) 形態 施文
調   整 色調

1禽目|
生
成
胎
焼

備考 図版
外  面 内  面

支脚
径
高
底
残

中空。 タタキ ナ デ
灰茶褐色
灰茶褐色

石 長 (1～2)金

◎
黒斑

不 明 残高 32 円形 浮文 (φ
13cm)、 上 か ら

φ03cmの 押圧竹管文。
ナ デ マメツ (ナ デ)

淡責茶色
淡黄茶色

石 長 (1～ 2)

◎

SD2(1区 上層)出土遺物観察表 土製品

表60 SD2(礫層)出土遺物観察表 土製品

遺 物 観 察 表

(2)

表58 SD2(2区 上層)出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形態 施文
調   整 色調

1禽目|
土
成
胎
焼

備 考 図版
外 面 内 面

325 奏
口径 (138)
残高 12

小型品。口縁端部は上方に拡張
し、端面に凹線文 1条を施す。

ヨコす デ ヨヨナデ
淡褐色
淡茶褐色

石 長 (1)
◎

黒 斑

甕
口径 (180)
残高 42

「く」の字状口縁。口縁端部は九
い 。

マメツ(ハ ケ)
◎ハケ(4本 /cm)
ナデ

乳掲色
乳責茶色

石 (1～ 3)
◎

甕
口径 (124)
残高 85

「く」の字状口縁。日縁端部は先
綱り。

◎ヨコナデ
⑩ハケ(10本/cm)

◎ヨコナデ
⑩ケズリ

乳掲色
暗灰掲色

石 長 (1～2)金

◎

甕 残高 50 月同言Б片。 タタキ→

ハケ (8本 /cm)
ハケ (6本 /cm)

明茶色
灰茶色

石 (1～ 3)

◎

霊
口径 (325)
残高 108

大型品。広日壷。日縁端面に凹線文3条を施
す。凹線文上に刻目。貼付凸帯文1条 +刻目。

ヨコナデ
ハケ

◎ハケーミガキ
〇ミガキ

色
色
褐
褐
茶
茶

石 長 (1～ 2)

◎

霊 残高 30 大型品。広口重。日縁端部を上下方に拡
張し、端面に凹線文3条以上を施す。

ハケ

ナデ
ハケ(5本 /cm)

▼し茶褐色
淡黄褐色

石

◎
長 (1～2)金

璽 残高 30 貼付凸帯文 1条 +刻 目。 ハケ→ナデ ナ デ
色
色
茶
黒

石 長 (1～ 2)

◎
黒斑

一霊
径
高
底
残

平底。
ミガキ

(マ メツ)

マメツ

(ミ ガキ ?)

明茶色
明茶色

石 長 (1～2)金

◎

空

径
高
底
残

平底。
ハケ(12本 /cm)
⑥ハケ ナデ

ナデ

エ具痕

乳責茶色
褐灰色

石

◎
長 (1～3)金

334 霊

径
高
底
残

平底。 ハケ (マ メツ)
ハケ
(6～ 7本/cm)

乳灰褐色
乳灰褐色

石 長 (1～ 2)

◎
黒 斑

335 支脚 残高 67 受部。断面精円形。 キ

デ

タ

ナ

タ

③

⑪ シボリ痕
乳茶褐色
灰茶色

石 (1～3)金

◎
黒 斑

支脚 雛
姉
(123)
45
受都。 ナ デ ナ デ

灰茶色
淡灰茶色

石 長 (1～3)金

◎

337 高イ
径
高
底
残

桂裾部に凹線文 2条。長方形状
の透かし3ヶ所。

①回転ヘラケズリ
⑩回転ナデ

回転 ナデ
青灰色
暗灰色

密

◎

表59 SD2(3区 上層)出土遺物観察表 土製品

番 号 器種 法量 (cm) 形態 施文
調   整 色調

1禽目|
土
成

胎
焼

備考 図版
外  面 内  面

奏
口径 (204)
残高 25

折曲口縁。口縁端部に刻目。胴部
上位にヘラ描き沈線文 3条以上。

ヨコナデ
廻Dヨ コナデ
ナデ

乳茶褐色
乳茶褐色

石 長(1～2)金
◎

甕 残高 22 回縁端部は「
コ」の字状。籾圧

痕。
マメツ(ハケ)

⊂⊃ハケ→ナデ
ハケ(8～10本 /cm)

淡茶褐色
淡茶掲色

石 長(1～ 3)
◎

一軍
仁仕
昔向

底
残

平底。 ミガキ
ナデ

ナデアゲ

明茶色
灰茶褐色

石 長(1)金
◎

黒斑

笠
口径 (142)
残高 26

広口壷。口縁部は外反し、端部
は平坦面をもつ。

マメツ

(ヨ コナデ)

ヨコナデ

ナデ

茶褐色
茶褐色

石・長 (1)
◎

342 士霊
径
高
底
残

わずかに上げ底。
ハケ (7本/cm)
→ナデ

ナ デ
黄茶褐色
暗灰茶色

石 (1～4)金

◎
黒斑

士望
径
高
底
残
は8)
46 平
底 c ガ キ

ナデ

ミガキ
茶色
茶色

石 長(1～3)金
◎

黒斑

高郭 残高 58 柱部に沈線文8条以上。内面にシ
ボリ痕。矢羽根透かしlヶ所看取。

ミガキ
④ナデ
⑩シボリ痕

茶褐色
灰褐色

石 長 (1～ 4)

◎
黒斑 P

高杯
底径 (112)
残高 28 裾部に凹線文 4条。

マメツ ヨコナデ
乳灰色
乳灰褐色

長 (1)
◎

器 台 残高 24 大型品。口縁端部を上下方に拡張
し、端面に凹線文3条以上を施す。

マメツ マメツ
明茶褐色
明茶褐色

石・長(1～ 3)
◎

番号 器 種 法量 (cm) 形態 施文
調   整 色調

1衡目|
生
成

胎
焼

備考 図版
外 面 内 面

士空
径
高
口
残
(166)

67
広口壺。口縁端部を上下方に拡
張し、四線文 3条を施す。

ハケ→ナデ ミガキ
色
色
褐
掲
乳
乳

石 長 (1～2)金

◎
黒 斑

一霊
伝仕
古回

口
残
(140
46
広口壺。口縁部は外反し、口縁
端部は平坦面をもつ。

ミガキ→ナデ
ハケ

ナ デ
茶褐色
茶掲色

石 長 (1～3)金

◎
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番 号 器種 法量 (cm) 形態 施文
調   整 色調絵目|

土
成

胎
焼

備考 図版
外  面 内 面

空

径
高
口
残
(156)
40
広口重。口縁部は外反し、口縁
端部は丸い。

ヨコナデ
ハケ(10～ 12本/cm)

板ナデ
→ヨヨナデ

色

色

褐

褐
石 長 (1～3)金

◎

350 軍

口径 (169)
残高 60

複合口縁壺。沈線文 5条 十波状
文 5条を施す。

ヨヨナデ マメツ
淡責褐色
淡責褐色

石 長 (1～ 5)金

◎

空
口径 (136)
残高 82

複合口縁壼。貼付凸帝文 1条 +

外格子目文。
ヨコナデ

ヨコナデ
ハケ (6～7本 /cm)

乳褐色
灰黄褐色

石 長(1～ 5)
◎

352 士霊 残高 貼付凸帯文 1条 十刻目。 ミガキ
ミガキ

(マ メツ)

色褐

色

茶

黒
石 長 (1～ 6)

◎
黒 斑

甕 残高 51 月同言Ь片 。 タタキ→ハケ ハケ→ナデ
乳白褐色

淡茶色
石 長 (1～ 3)

◎

賓
径
高
底
残

上げ底。
ミガキ

ナデ
ナ デ

暗茶褐色
茶色

石 長 (1～ 4)

◎
黒 斑

355 奏
径
高
底
残

平底。
ハケ

(ケズリ状)

ナデ

(ハケ痕 )

明茶掲色
明茶褐色

石 長 (1～ 4)

◎

士笠
径
高
底
残

平底。
ミガキ ?
⑥工具ナデ キ

デ

ガ

ナ

ミ

灰褐色
淡褐色

石 長(1～3)金
◎

黒斑

霊

仁任
昔向

底
残

平底。
ミガキ

(ハ ケ痕 )

ナデ

(ミ ガキ痕 )

淡褐色
淡灰褐色

石 長 (1～4)金

◎
黒斑

358 鉢 残高 29 底部片。 ナデ
ハケ

ハケ→ナデ
茶褐色
茶褐色

石 長 (1～3)金

◎

高杯 残高  73 柱部
に沈線文8条以上。沈線文上に刻目。

失羽根透かし3ヶ所着取。内面にシボリ痕。
ガ キ

ナデ

シボリ痕

乳責白色
乳黄白色

石 長 (1～2)金

◎

支脚
依任
昔画

底
残
(128)
54 中
空。 ナ デ ナ デ

乳責褐色
淡黄褐色

石 長 (1～ 4)

◎

SD2(礫 層)出土遺物観察表 土製品

表63 SD5出 土遺物観察表 土製品

裕味四反地遺跡13次調査

(2)

表61 SD2(ベ ル ト)出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形態 施文
調   整 色調棧目|

土
成

胎
焼

備考 図版
外  面 内  面

〓霊
口径 (181)
残高 32

広口重。口縁部上下方を拡張
し、端面に凹線文 3条 を施す。

ヨコナデ
ヨコナデ
マメツ

淡責茶色
淡茶褐色

石 長 (X～ 2)金

◎

362 と霊 残高 21 複合口縁壷。貝殻施文による刻
目。

ハケ (5本 /cm) ハケ→ナデ
淡茶色
淡灰褐色

石 長 (1～ 3)金

◎

363 一霊 残高 34 無頸重。沈線文 3条
十刻目。貼

付凸帯文 1条を施す。
マメツ

ヨコナデ
マメツ

乳白色
乳責灰色

石 (1)
◎

〓霊 残高  67 胴部上位に獅描波状文 5条
+

櫛描沈線文 5～ 6条。
ミガキ ミガキ

茶褐色
暗灰茶色

石 長(1～ 3)
◎

365 鉢
径
高
口
残
(392)
49 大
型品。口縁部は外反する。 タタキ

マメツ

(ミ ガキ)

乳橙褐色
乳橙褐色

石 長 (1～ 3)

◎

鉢
察住
古向

底
残

わずかに突出する平底。 マメツ ナデ (マ メツ)
乳橙色
橙褐色

石 (1～ 4)

◎

高杯 残高 86 口縁部外面に凹線文2条を施す。凹
線文下位に竹管文(3ヶ l組を2列 )。

ナデ→ ミガキ ナ デ
灰茶褐色
淡茶色

石・長 (1～ 2)

◎

表62 SD2(ト レンチ)出土遺物観察表 土製品

番 号 器種 法量 (cm) 形態 施支
調   整 色調棧暑|

生
成

胎
焼

備考 図版
外  面 内  面

霊
口径 (163)
残高 41

広口壺。口縁部は外反し、口縁
内面に竹管文 2列 を施す。

ガ キ ナ デ
茶褐色
褐色

石 長 (1～2)金

◎

一霊 残高 50 貼付凸帯文 文条十布目押圧。
ヨコナデ
ハケ

キガ

デ
ミヽ
ナ

茶褐色
茶褐色

石 長 (1～3)金

◎

370 室 残高 肩部片。貝殻文。 ミガキ マメツ
明茶色

明茶色
石 長 (1～ 2)

◎

高杯 残高 72 柱部内面にシボリ痕。差込技
法。

マメツ

(ハ ケ ?)

シボリ痕
ヨコナデ

乳白色
乳白色

石 長 (孔 )
◎

372 高邪
底径 (150)
残高 55

裾部外面に四線文 4条を施す。
円孔 (φ 07cm)3ヶ 所看取。

ナデ
廼⊃ヨコナデ

ケズリ
暗褐色
乳責褐色

石 長(1)金 角
◎

黒斑

番号 器種 法量 (cm) 形態 施文
調   整 色調

1禽目|
生
成

胎
焼

備 考 図版
外 面 内 面

373 郭蓋
径
高
口
残
(12の
26
口縁端部は内傾する面をもつ。 回転ナデ 回転 ナデ

青灰色
灰色

密

◎

甕
径
高
口
残
(170
30
口縁部は内湾し、口縁端部は内
傾する面をもつ。

ヨヨナデ

(マ メツ)

ヨコナデ

(マ メツ)

灰茶褐色
灰茶褐色

石 長 (1～ 3)銀

◎
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SD5出土遺物観察表 土製品

遺 物 観 察 表

(2)

番号 器種 法量 (cm) 形態 施文
調   整 色調

1織目|
生
成

胎
焼

備考 図版
外 面 内 面

375 高杯
底径 (111)
残高 25 柱裾部内面に明瞭な稜をも

つ。
ミガキ

廻⊃ヨコナデ
ケズリ ?
ヨコナデ

黒褐色
灰褐色

石 (2)
◎

表64 SK9出 土遺物観察表 土製品

番号 維 法量 (cm) 形態 施文
調   整 色調

1禽目|
土
成

胎
焼

備考 図版
外 面 内 面

376 椀
口径 (122)
残高 43

口縁端部はわずかに内湾し、端
部は丸い。

ミガキ

(マ メツ)

ミガキ

(マメツ)
淡黄褐色
淡責褐色

長 (1)
◎

377 杯身
口径 (114)
器高 46

底部は九く、たちあがり端部は

内傾する凹面をなす。
Θ回転ナデ
⑥回転ヘラケズリ

回転ナデ
灰色
白灰色

密

○

表65 柱穴出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形態 施文
調  整 色調

1角目|
土
成

胎
焼

備 考 図版
外  面 内  面

甕
径
高
口
残

口縁部は外反し、口縁端部は丸
い 。

マメツ
Θマメツ
⑩ナデ

灰黄褐色
茶褐色

石・長(1～2)金
◎

SP266
煤付着

鉢
径
高
口
器

口縁部は短く直立する。
◎ヨコナデ
ナデ(工具痕)

◎ヨコナデ
ナデ(マ メツ)

明責茶色
乳黄褐色

長(1～ 3)金
◎

SP199

380 椀
口径 (116)
器高 54

口縁部は内湾 し、立ち上がる。
底部に葉脈痕。

ナ デ ナ デ
茶褐色
乳茶褐色

石・長 (1～2)金

◎
SP199

椀
径
高
口
器

口縁部は内湾 し、立ち上がる。
国縁端部は先細る。

◎ヨコナデ
④ナデ

マメツ
黄茶褐色

黄茶褐色
石。長 (1)金
◎ ＳＰ３３
瓢

382 椀
口径 (121)
器高 43

口縁部は内湾 し、立ち上がる。
国縁端部は先細る。

マメツ マメツ (ナデ)
黄茶褐色
黄茶褐色

石・長(1～ 4)
◎

SP161

383 椀
口径
残高

口縁端部は丸い ヨコナデ ヨコナデ
色
色
茶
茶

石 長 (1)
◎

SP83

384 椀
口径
残高

口縁端部は内傾する面をもつ。
◎ヨコナデ
ナデ(マメツ)

Θヨコナデ
ナデ

色
色
茶
茶

石。長(1)
◎

SP57

385 郭蓋 残高 イ蓋片。稜は明瞭。 回転ナデ 回転ナデ
暗灰色

暗灰色

密

◎
SP67

386 郭身
径
高
口
残

底部は九く、たちあがり端部は

内傾する凹面をなす。
Θ回転ナデ
⑥回転ヘラケズリ

回転ナデ
⑥ナデ

灰色
灰色

密

◎
SP96

高不
径
高
底
残

脚端部は下方に屈曲する。柱部
中位に円孔 (φ 12cm)3ケ 所。

回転ナデ

⑭ 回転ヘラケズリ
回転ナデ

色
色
灰
灰
暗
青

密

◎
SP266

388 高郭
口径 (100)

残高 84
たちあがり端部は内傾する凹面をな
す。柱部中位に円孔(φ lllcm)3ヶ 所。

回転ナデ 回転ナデ
灰色
灰色

密

◎
SP266

高不
底径 (100)
残高 66

脚端部は下方に屈曲する。長方
形状の透かし2ヶ 所看取。

⑩カキメ
回転ナデ

回転ナデ
暗灰色
青灰色

密

◎
SP276

高杯
径
高
底
残

脚上位に円孔 (φ 08cm)2ヶ 所
看取。

⑭ 回転ヘラケズリ
⑩カキメ

⊂Dナデ
回転ナデ

青灰色
青灰色

密

◎
SP186

椀
口径 (143)
残高 47

胴部中位に凸線 1条を施す。下
位に波状文 3～ 5条。

回転ナデ 回転ナデ
色
色
灰
灰

密

◎
SP30
自然釉

392 霊
口径 (191)
残高 27

広口壺。日縁端部は三角形状に
肥厚する。

回転ナデ
カキメ

回転ナデ
灰色
灰色

密

◎
SP120

393 器台 残高 52 凸線 2条 2段、凸線間に波状文
を施す。

回転ナデ ナ デ
黒灰色
灰色

密

◎
SP144

394 甕 残高 41 貼付凸帯文 l条 +指頭押圧。 ◎
ヨコナデ
⑩ミガキ

Θナデ→ミガキ
⑩ミガキ″ヽケ

色
色
褐
褐
茶
茶

石・長 (1～2)金

◎
SP57

奏 残高 58 大型品。胴部に
ヘラ描き沈線文

l条。
ミガキ ミガキ

乳褐色
明茶色

石・長(1～3)金
◎

SP84

396 奏
径
高
底
残

わずかに上げ底。2次焼成痕。
マメツ
⑥ナデ(マメツ)

ミガキ

(工具痕)
暗褐色
暗灰褐色

石・長(1～4)金
○ ＳＰ２５
瓢

鉢
口径 (164)
残高 62 直口口縁。

デ

キ

ナ

タ

Θ

タ

ハケ(7本/cm)
⑥ナデ

茶色
黄茶褐色

石・長 (1～ 3)

◎
SP30

塩
器
製
土
残高 47 器壁うすい。2次焼成痕。 マメツ マメツ

赤茶色
暗灰茶褐色

密

◎
SP266

表66 柱穴出土遺物観察表 石製品

番号 器 種 残 存 材 質
法 量

備 考 図版
長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 畳三さ(貿 )

石庖丁 1/2 緑色片岩 603 SP52 24
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表67 柱穴出土遺物観察表 金属製品

番号 器 種 残 存 材 質
法

備 考 図版
長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重さ(g)

鉄 鏃 ほぼ完存 鉄 SP145

鉄津 鉄 15 SP149

表69 第Ⅳ層出土遺物観察表 土製品

檸味四反地遺跡13次調査

(1)

表68 第Ⅵ層出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形態 施文
調   整 色調棧吾|

生
成
胎
焼

備 考 図 版
外 面 内 面

甕
径
高
口
残
(171)
49
口縁部は内湾し、口縁端部は内
傾する面をもつ。

４アナコ

ケ

ヨ

ハ

◎

⑩
◎ヨコナデ
⑩板ナデ→ナデ

灰茶掲色

灰茶褐色
石 長(1～2)金

◎

403 甑
宏佳
昔向

口
残
(222)
52
口縁端部は内傾する凹面をな
す。

⊂Dヨ コナデ
ハケ(8本 /cm)

ヨコナ デ
灰褐色
淡茶色

石 長(1～2)金
◎

甑
口径 (299)
残高 52 口縁端部は内傾する面をなす。

ナデ
ハケ (5本 /cm)

マメツ (ハ ケ)
淡褐色
淡褐色

石 長 (1～2)金

◎

甑 残高 93 把手で断面は精円形。 ナ デ ナ デ
乳責褐色
▼し灰褐色

石 長(1～4)金
◎

鉢
口径 (275)
残高 51 口縁部は外反する。

マメツ
◎ヨコナデ
⑩ナデ

色
色
灰
灰

密

◎

イ蓋
口径 (123)
器高 39

天丼部は扁平で、口縁端部は内
傾する凹面をなす。稜は明瞭。

○回転ヘラケズリ
◎回転ナデ

〇ナデ
Θ回転ナデ

青灰色
青灰色

密

◎

郭蓋
口径 (文20)

器高 49
天丼部は扁平で、口縁端部は内
傾する凹面をなす。稜は明瞭。

○回転ヘラケズリ
◎回転ナデ

回転 ナ デ
灰色

青灰色

密

◎

杯蓋
径
高
口
器

天丼部は扁平で、口縁端部は内
傾する凹面をなす。稜は明瞭。

〇回転ヘラケズリ
◎回転ナデ

回転ナデ
灰色

青灰色

密

◎

杯身
径
高
口
残
(101)
51
たちあがりは短く内傾する。底
部外面にヘラ切り痕が残る。

Θ回転ナデ
⑥回転ヘラ切り

回転ナデ
⑥ナデ

白灰色
白灰色

密

◎

蓋
伝生
古向

口
器
(124)
53
有蓋高郭の蓋。つまみ中央部は

凹む。日縁端部は内傾する。
○回転ヘラケズリ
回転ナデ

回転ナデ
青灰色

青灰色

密

◎

高杯
径
高
口
残
(119)
38
無蓋高杯。胴部中位に凸線 l

条。下位に波状文 8～10条。
回転ナデ 回転ナデ

色
色
灰
灰
里
一皇
ヽ

密

◎

高郭
径
高
底
残

脚中位に円孔 (φ 07cm)4ケ 所。
① 回転ヘラケズリ
回転ナデ

⊂Dナデ
回転ナデ

青灰色
青灰色

密

◎

甑
伝仕
昔回

底
残
(159
63 円
孔 (φ 30cm)1ケ 所看取。 マメツ

ヨコナデ

ナデ

乳灰掲色

淡灰掲色

密

○

器台
径
高
底
残
(225)
70
沈線文 4条以上。沈線文上に波
状文。脚部下位に凸線 2条。

回転ナデ 回転ナデ
灰色

白灰色

密

◎

奏
径
高
口
残
(184)
56
口縁部は内湾し、口縁端部はわ
ずかに肥厚する。

◎ヨコナデ
⑪ナデ・ミガキ

Θハケ ヨヨナデ
⑩ミガキ

暗茶褐色
灰茶褐色

石 長 (1～3)

◎
黒 斑

一宝
径
高
口
残
(X5働
55
口縁端部を上下方に拡張し、端
面に凹線文 3条を施す。

ヨコナデ

エ具痕

◎ヨヨナデ
①板ナデ(工具痕)

茶褐色

茶褐色
石 長 (1)
◎

〓霊
径
高
口
残
(130)
66
複合口縁壷。貼付凸帯文 1条 十

斜格子目文。
ヨコナデ

ヨヨナデ

ナデ

明黄茶色
乳茶色

石 長 (1～ 2)

◎

士壺
口径 (182)
残高 68

複合口縁壼。波状文18条 (6条
1組 )、斜格子目文を施す。

ヨコナデ
ハケ (8本 /cm)

ヨコナデ
ハケ (4本 /cm)

明茶褐色
明茶褐色

石 長 (1～2)金

◎

士望
口径 (250)
残高 38

広口壺。口縁端部を上下方に拡
張し、端面に波状文6条を施す。

ヨコナデ
ハケ (7本 /cm)

ヨコナデ
ハケ・ミガキ

明茶掲色

淡褐色
石 長 (1)金
◎

黒斑

と霊
口径 (238)
残高 63

広口壺。口縁端部を下方に拡張
し、端面に波状文 4条を施す。

マメツ

(ナデツ ケヽ)
マメツ

明茶掲色

明茶掲色
石 長 (1～ 4)

◎

士笠 残高 42 大型品。内面貼付凸帯文1条。凸帯横に
ヘラ

描き沈線文。日縁端面に沈線文2条 +刻目。
ナ デ ナ デ

乳白褐色
乳白褐色

石 長(孔～4)
◎

士電 残高 72 胴部片。
ヘラ描き沈線文 5条 十

貝殻文。

ミガキ

(マ メツ)

ナデ
エ具痕

色
色
茶
茶

石 長(1～ 2)

◎

424 一望
径
高
口
残

短顕壺。 ナ デ
Θ ヨコナデ

ナデ
責褐色
淡褐色

石 ,長 (1～2)金

◎

高郭 残高 84 脚部片。 ミガキ
⑮ ミガキ

⑪ナデ
暗灰褐色
暗灰褐色

石・長 (1～4)

◎
黒斑

426 奏
径
高
底
残

平底。 タタキ ナ デ
淡黄褐色
淡責褐色

石 長 (1～2)金

◎
黒斑

煤付着

427 士霊 残高 32 内外面に赤色顔料付着。 ナ デ ナ デ
淡茶色
淡茶色

石 長 (1)金
◎

巻頭2

番号 器種 法量 (cm) 形態 施文
調   整 色調

1禽目|
生
成
胎
焼

備考 図 版
外 面 内 面

羽金
径
高
口
残
931)
55
断面長方形状の鍔が付 く

ヨヨナデ

(マ メツ)

ヨコナデ

ナデ
淡灰褐色

乳褐色
石 長(1～4)金

○
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第Ⅳ層出土遺物観察表 土製品

遺 物 観 察 表

(2)

番号 器種 法最 (cm) 形態 施文
調   整 色調

1禽目|
生
成
胎
焼

備考 図版
外  面 内  面

不
口径 (116)
器高 39 回転

ヘラ切り技法。 ヨヨナデ
マメツ

(ヨ コナデ)

淡茶色
乳灰褐色

石 長(1)
◎

黒斑

煤付着

郭
径
高
底
残

回転ヘラ切り技法。 マメツ マメツ
白灰褐色
白灰褐色

密

○

ITh
底径 (89)
残高 11 底部片。 ナデ ? マメツ

色
色
灰
灰
白
白

密

◎

432 横 瓶 残高 127 胴部片。 格子叩き
当て具痕 (無文)
→ナデ消し

灰褐色
灰色

密

◎

表70 地点不明出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形態・施文
調   整 色調

1偽目|
土
成
胎
焼

備考 図版
外  面 内  面

奏 残高 46 折曲口縁。胴部上位に
ヘラ描き

沈線文4条を施す。
ヨコナデ

ミガキ (マ メツ)
ミガキ

乳白褐色
乳白褐色

石 長(1～ 3)金
◎

里

径
高
口
残
(241)
25
口縁端部を下方に垂下し、端面
に波状文 5条を施す。

ヨコナデ
ハケ (5本 /cm)

マメツ
黄茶褐色
責茶褐色

長 (1～ 5)

◎

435 空 残高 71 大型品。胴部上位に
ヘラ描き沈

線文 1条を施す。
ミガキ ミガキ

淡黄褐色
淡責掲色

石・長(1～ 3)金
◎

436 支脚
径
高
底
残

タタキ痕が顕著。中空。 タタキ
ナデ
ハケ(13本/cm)

色

色

褐

褐

淡

淡
石 長 (1～ 6)

◎
黒 斑

郭
底径 (68)
残高 17 回転

ヘラ切り技法。 ヨコナデ ヨコナデ
茶褐色
茶掲色

密

◎

438 椀
口径 (113)
器高 37

口縁部は内湾 し、立ち上がる。
端部は九い。

マメツ マメツ
茶褐色
淡茶褐色

石 (1)
○

439 土 釜
口径 (244)
残高 63

口縁部下に断面三角形状の鍔
が付く。

便⊃ヨコナデ
ナデ

ハケ 'ナ デ

(マ メツ)

灰茶褐色
灰茶褐色

石・長(1～ 2)金
◎

媒付着

440 碗
径
高
底
残

断面三角形状の高台。 tt牙由 崩色メ山
灰緑色
淡灰色

密

◎
胎土

灰色

不蓋
口径 (149)
残高 51

天丼部は丸 く、日縁端部は九
▼ヽ。

〇回転ヘラケズリ
◎回転ナデ

〇ナデ
Θ回転ナデ

灰色
白灰色

密

◎

442 杯身
径
高
口
器

底部は九い。たちあがり端部は

内傾する凹面をなす。
Θ回転ナデ
⑮回転ヘラケズリ

◎回転ナデ
⑥ナデ

青灰色
青灰色

密

◎

郭 身
口径 (100)

残高  27
たちあがりは短く内傾する。 回転ナデ 回転ナデ

白灰色
白灰色

密

◎

器台 残高 46 櫛描き波状文10～ 12条を施す。 回転ナデ 回転 ナ デ
色
色
灰
灰

密

◎
額
２５

一霊
径
高
口
残

日縁端部は三角形状に肥厚する。日縁端
部下位に凸線1条。凸線下に波状文7条。

q⊃回転ナデ
叩き→回転ナデ

回転ナデ
色
色諏廠
密

◎
自然釉

表71  地点不明出土遺物観察表   石製品 (1)

番号 器 種 残 存 材 質
法

備 考 図版
直径 (cm) 子と4≧ (cm) 厚さ(cm) 重さ(g)

446 紡錘草 完存 滑石

表72 地点不明出土遺物観察表 石製品 (2)

番号 器 種 残 存 材  質
法 里

皇
備 考 図版

長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重さ(g)

447 石斧 ほぼ完存 緑色片岩 1477

打製石鏃 完存 サヌカイト

表73 地点不明出土遺物観察表 金属製品

番号 器 種 残 存 材 質
法 量

備 考 図版
長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重さ (冨)

鉄鏃 1/2 鉄

鉄淳 鉄

鉄津 鉄
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第 4章 調査の成果と課題

今回の調査では弥生時代から古墳時代の遺構と古代の遺物を検出した。12次調査では主に古墳時代

中期から後期の遺構と古代 (平安時代後期)の遺物を検出した。13次調査では弥生時代前期と古墳時

代中期から後期までの遺構を検出した。ここでは両遺跡で確認された遺構をもとに集落変遷を中心に

まとめをおこなう。

(1)集 落変遷
1)弥生時代

13次調査では前期前半の土坑 SKlと 前期後半の土坑 SK4を 検出した。このうち、SK4は 直径

lm、 深さ48cmを測る楕円形土坑で土坑壁体が一部袋状となることから貯蔵穴の可能性がある。前

期前半では裕味遺跡1次調査から溝と土坑、前期中頃ではね味遺跡 5次調査から竪穴住居が検出され

ている。前期末～中期初頭では構味立添遺跡 3次調査から大溝が検出されており、ね味地区東部で前

期集落が存在する可能性が示唆されている。中期の遺構は未検出であるが、後世の竪穴住居や土坑、

溝などから中期後半の遺物が出上している。構味地区では、弥生時代後半から古墳時代の遺構内から

該期の遺物が出土する事例が多く、埋戻しによる流入遺物と考えられている。後期では前半の遺構は

未検出であるが、後半では13次調査において、直径570mを 測る円形住居 SB4と 、一辺 5mを測る

隅丸方形住居 SB2が 検出されている。該期の遺構は調査地南東～北東側の裕味四反地遺跡 8'9次

調査、構味高木遺跡 8'9。 11次調査から竪穴住居と土坑などを多数検出していることから、集落経

営が順調であつたことが窺われる。遺物では12次調査検出のSBlと SKl及 び13次調査検出のSD

2か ら分銅形土製品が出土した。松山平野では道後地区から分銅形土製品の出土例が多いが、裕味地

区でも遺構内から分銅形土製品の出土する害↓合は比較的高く、他地域との交流が盛んであったことを

示唆するものである。

2)古墳時代

特筆すべき遺構は、 1号大型建物、 2号大型建物に続く3号大型建物を検出したことである。構味

地区では平成10年度に裕味四反地遺跡 6次調査において 1号大型建物、平成15年度には裕味四反地遺

跡 8次調査において 2号大型建物がそれぞれ検出されている。今回検出された大型建物は総柱構造を

呈し、床面積100だ前後を越える。弥生時代後期後葉の竪穴住居に後出して検出されたことから、少

なくとも建物の上限は弥生時代後期後業以降と考えられる。なお、詳細は(2)大型建物で説明する。

前期前半では13次調査において溝 SD2を検出した。溝内からは、弥生時代中期後半から古墳時代前

期に時期比定される遺物が混在して出土した。出土状況からは人為的に埋戻されたものと推測され

る。出土遺物より、大型建物と併存していた可能性が非常に高い遺構であり、大型建物と密接な関係

にある可能性も高い。前期後半では槍味高木遺跡16次調査にて一辺 6mを測るSBlが検出されてい

る。中期後半では13次調査にて一辺 3～ 4mを測る方形住居 SB3・ 5・ 6・ 8、 後期前半では8m

を超える方形住居 SB9、 後期後半では12次調査にて一辺 7mを超える方形住居 SBlを検出した。

檜味立添遺跡 1次調査や裕味四反地遺跡 2～ 4・ 6・ 8次調査からは掘立柱建物が検出されており、

竪穴住居から掘立柱建物に移行されていったことが窺える。竪穴住居の重複や切り合いが多数みられ

ることから、構味地区では古墳時代中期から後期にかけて、集落経営が盛んにおこなわれていたこと

がわかる。
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調査の成果と課題

今回の調査で検出した12次調査のSBlや 13次調査のSB9～ 11か らは滑石製の臼玉が出上した。
檸味地区では住居内から臼玉やガラス小玉が出土する事例が多く、住居廃絶における祭祀遺物として

使用された可能性も考えられる。

3)古 代

12次調査からは包含層資料であるが、平安時代後期の遺物が出土した。裕味四反地遺跡 8次調査や

構味森ノ木遺跡 1次調査から10～ 11世紀代の上坑が検出されているほか、裕味四反地遺跡 1・ 5次調

査では自然流路が検出されている。

遺物は裕味四反地遺跡 5次調査から円面硯や奈良三彩の小壼が出上している。古代の遺構は検出事

例が少ないものの、これらの遺物から構味地区において官衛や寺院関係の遺構の存在が想定される。

(2)大 型建物

古墳時代初頭の大型建物を検出した。これまでの調査において、構味四反地遺跡 6次調査 (平成10

年度 :1号大型建物と呼称 )、 同 8次調査 (平成15年度 :2号大型建物と呼称)で、それぞれ大型建

物が発見されている。大型建物 (3号大型建物と呼称)はね味地区において 3例 目となるが、前述の

2棟の建物と今回検出した大型建物と比較すると共通点と相違点がある。共通点では建物方位 (軸

線 )、 建物を構成する狽I柱や束柱の平面形態があげられる。平面形態では、側柱は柱抜き取りのため

に隅九長方形を呈するのに対し、東柱は円形または楕円形を呈する点である。一方、相違点は、建物

規模、柱穴規模などである (表74参照 )。 建物規模は床面積から、 2号建物が最 も大きく、 3号建物

の約1.5倍、次いで 1号建物が 3号建物の13倍 となる。柱穴規模では、 1号及び 2号建物は側柱が長
さ2mを超えるのに対し、今回検出のそれは最大のもので14mである。柱痕規模でも2号建物が最
も大きく、 3号建物のそれは2号建物の約 1/2で ある。建物の時期は判断しえないが、 3棟が同時
期に併存していたか、あるいは一時期の併存か、もしくは時期を隔てて存在 したかは今後の議論の焦

点となる。

今回の調査における最大の成果は、 3号大型建物の検出である。しかしながら、天候不良等のため

調査進行が当初の予定より遅れたことで建物を構成する、すべての柱穴を測量することができず、

1・ 2号大型建物で確認できた柱穴抜き取 り痕や堆積状況などの詳細な記録を取れなかったことに対

しては、課題が残る結果となった。

そのほか、注目される遺構にはSB9が ある。 SB9は 一辺 8mを超える比較的大きな竪穴住居
で、調査当初に切り合いや、建て替えがあるものと考え掘り下げをおこなった。その結果、住居の建

て替えは判断できたが、遺物の取 り上げは区別することができなかったため、住居の詳細な時期や、

内部施設の解明には至らなかった。今後、裕味地区における大型竪穴住居の調査は、注意する必要が

ある。

これからは、 1号、 2号、 3号大型建物の構造や同時期の遺構確認をし、構味地区における重要遺

跡確認調査を進めていく必要がある。
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表74 大型建物一覧
遺 跡 名 構味四反地遺跡13次 構味四反地遺跡 8次 樟味四反地遺跡 6次

調査年度 平成17年度 平成15年度 平成10年度

建物名称 3号大型建物 2号大型建物 1号大型建物

建物規模
6間 ×5間 ?
(10.6m× 9.6m)

6間 ×6間
(14.2m× 11.4m)

6間 ×6間
(12,7m× 10.lm)

床 面 積 101.76rぽ 161.881ド 128.601ぜ

柱穴形態
側柱
隅丸長方形～

楕円形
側柱
隅丸長方形～

楕円形
側柱
隅丸長方形～

楕円形

束柱 円～楕円形 束柱 円～楕円形 束柱 円～楕円形

柱穴規模

側柱

辺

辺

さ

長

短

深

60-140cm
50´-100cm

64cm

側柱

長辺 :107～ 255cm

短辺 :93-160cm

深 さ :100cm
側柱

辺

辺

さ

長

短

深

98～ 220cm

60-100cm
60cm

束柱

径

径

さ

長

短

深

45-70cm
40´
―-70cm

20´ヤ60cm

東柱

長径 :70⌒ヤ140cm

突豆窄登:60-80cm

深さ :30～ 70cm

束柱

径

径

さ

長

短

深

50-120cm
45´-70cm
15～ 25cm

柱痕規模 20cm 40cm 30cm

調査の成果と課題
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Ⅶ国煮食



1.遺構は、

で撮影し、

使用機材 :

カメラ

写真図版データ

主な状況については、4× 5判や6× 7判の白黒ネガフィルム・カラーリバーサルフィルム

3511m判で補足している。一部の撮影には高所作業車を使用した。

レンズトヨフイール ド45A

アサヒペンタックス67

ニコンニュー FM 2

白 黒  ネオパン SS・ アクロス

カラー アステイア100F

スーパーアンギュロン90mm他

ペンタックス67 5511m他

ズームニッコール28～ 85an他

フイルム

2.遺物は、4× 5判で撮影した。すべて白黒ネガフィルムを使用しているが、一部はカラーリバーサ

ルフイルムでも撮影している。

使用機材 :

カメラ   トヨビユー 45G

レンズ   ジンマーS240mmF5.6他
ス トロボ   コメット/CA32・ CB2400
スタンド等 トヨ無影撮影台 。ウエイトスタンド101

フィルム  ネオパンアクロス・エクタクロームEPP

3.単色図版は、白黒プリントを等倍で使用できるように焼き付けている。

使用機材 :

引伸機  ラッキー 45MD。 90MS

レンズ  エル・ニッコール135mm F5,6A・ 50alm F2.8N

印画紙  イルフォードマルチグレードⅣ RCペーパー

4.製版  写真図版175線

印用J  オフセット印用↓

用紙  マットコート

製本  アジロ綴じ

【参考】『埋文写真研究』vol.1～ 19『報告書制作ガイド』

[大西朋子]
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樟味四反地遺跡12次調査

図
版
　
１

呵.調査地全景 (南西より)

―
―
―
―
―
―
Ｉ
Ｌ

2.南壁土層 (北より)
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東半部検出状況 (西より)

図
版
　
２

檸味四反地遺跡12次調査

i儀とに1.｀Trti′T           , “ 上  .ぢ

2.西半部検出状況 (東 より)
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檸味四反地遺跡12次調査

図
版
　
３

鑑 ||
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l SBl検 出状況 (北 より)

2  SKl完掘】犬況 (】ヒより)
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1.掘立 1完掘状況 (東より)

檸味四反地遺跡12次調査

2.作業風景 (北西より)
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檸味四反地遺跡12久調査

図
版
　
５

３‐３。

1.SBl出 土遺物

曳9
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構味四反地遺跡12次調査

図
版
　
６

53

86
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1.調査地全景 (北西より)

檸味四反地遺跡13次調査

2.西壁土層 (東より)
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檸味四反地遺跡13次調査

図
版
　
８

」

1.北半部遺構検出状況 (北より)
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2.南半部遺構検出状況 (北より)



図
版
　
９

檸味四反地遺跡13次調査

1 遺構完掘状況 (北 より)
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図
版
　
１０

檸味四反地遺跡13次調査

1.SB2・ 10完掘状況 (北東より)

2.SB4完 掘状況 (北西より)
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1.SBl完 掘状況 (北東より)

檸味四反地遺跡13次調査

図
版

11

2.SB3完 掘状況 (北東より)
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図
版
　
１２

lER味四反地追跡13次調査

驚 |
警T'´‐|

錘
■く→

■1上
=手
せ

iF

II●■

l SB5完 掘状況 (南東より)

%' II.

2 SB8検 出状況 (束より)
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1.SB6完 掘状況 (北より)

檸味四反地遺跡13次調査

図
版

13

2.SB6遺 物出土状況 (南より)
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檸味四反地遺跡13次調査

図
版
　
１４

1.SB9。 11検出状況 (北東より)

2.SB9遺 物出土状況 (南東より)



1.3号 大型建物検出状況 (北東より)

檸味四反地遺跡13次調査

図
版

15

町r―― 瑯 !

;・鶴 藝 騨 E

2.3号 大型建物検出状況 (東より)
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1.3号大型建物柱穴 (SPO)完掘状況 (東より)

図
版
　
１６

檸味四反地遺跡13次調査

2. SD2断面 (東より)
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偉味四反地遺跡13次調査

図
版
　
１７

:|::IT髯
Ⅲ■lil軽

,ri捧 :

SD2上 層遺物出土状況 (南東より)

2 SD2下 層遺物出土状況 (北束より)
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檸味四反地遺跡13次調査

29

SD4 :28・ 29、 SKl :38。 40)出土遺物 (SB2:1・ 4・ 5。 12・ 19、
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構味四反地遺跡13次調査

図
版

19

1.S B10出 土遺物

-141-



檸味四反地遺跡13次調査

81

出二上遅34物  (SBl :67・ 70。 71 ・74・ 75、  SB3 :76'77・ 81 ・82・ 84)

67

70

77
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図
版

21

ね味四反地遺跡13次調査

1.出土遺物 (SB6:91・ 93。 99。 103・ 114～ 117、 SB8:119。 123・ 124)

‐‐４

‐‐６
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樟味四反地遺跡13次調査

図
版
　
２２

183
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1.SB9出 土遺物(1)



1.SB9出 土遺物(2)

檸味四反地遺跡13次調査

図
版
　
２３

贔
２。８
島

２。７

3.SD2出 土遺物(1)
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檸味四反地遺跡13久調査

379

。294・ 306・ 329。 359・ 372、

399

1.出土遺物 (SD2(2):279。 287・ 293
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柱穴 :379・ 380,399～ 401)
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1.出土遺物 (包含層 :407・ 410、 地点不明 :444・ 446・ 447・ 449～ 451)

図
版
　
２５

444

410

-147-
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ふりがな

所収遺跡名

ふりがな

所在地

コート
ゴヒ末革 東経

調査期間
調査面積

∬
調査原因

市町村 遺跡番号

檸味四反地12次 樟味 4丁 目228番地 3 38201
♂

Ｗ

Ｔ

プ

７

プ

20051017´一

20051226
201
重要遺跡確

認調査

樟味四反地13次 檸味 4丁 目231番地 1 38201
♂

配

ｇ

げ
Ｗ
邪

20051101´ ヤ

20060330
Ｏ
Ｏ
重要遺跡確

認調査

所収遺跡名 種 別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

樟味四反地12次 集落

古墳時代

古墳時代
後期以降

竪穴住居・土坑

掘立柱建物

弥生土器・土師器・須

恵器・石器 。鉄器・

臼玉・分銅形土製品

弥生土器・土師器・

須恵器

第Ⅳ層中か

ら平安時代

後期の上師

器が出土

檸味四反地13次 集落

弥生時代～

古墳時代

古墳時代

竪穴住居・土坑

掘立柱建物・溝

弥生土器・土師器

須恵器 。石器・臼玉

弥生土器・土師器

須恵器

3号大型建
物の検出

要  約

構味四反地遺跡12次調査では、古墳時代の竪穴住居や土坑などを検出したことから、構味

地区の南方に古墳時代集落が展開することがわかった。

樟味四反地遺跡13次調査では、構味地区で3棟目となる大型建物を検出したことが最大の

成果である。首長層の建物様相がわかる貴重な資料を得ることができた。
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